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と乳まで.は,混在潮ﾀﾄて.鈴融上・Z)､ .‘<’、え‘駒:、LL､形式の終、業 い

抑’ら栽培妹衆を中1虹:に斜介し<来た Iか( 4 «(",a､I到にI息t そ‘ろ 

国の舷就X久化k%こずいた泳莱〃く,荷・遡.し,系<ル艮苓jうみして、､ゎは 

ず｡で'あみ、 このよｼ灘赫識 Y<に雄糸ピその基磯と通る考え_”|・丈, 

わが国の林集竜検討すわに当り.質益勾:穴瞬毒,腿供寸わ必‘ぅとお＆十, 

凡〃｡ 肢未,油・朱の挑糸紹介、|よ〃､な'ﾉ・行↓つ』'し<煮た,タミ』仏国のルド柔 

は,し肌まで､久献に乏し〃、つ/筵-世いゼ↑‘あらう〃<‘み垂ソ語介さ仇､くい 

底力､つえと考えら14-ゎので., 拙訳な,りく‘ら ここにそのいくつ力、の側面 

を翻訳繕介し,皆様.の御批荊きぜ､う次芽で易わ。訳水に当り 大脇真 

一死生の著書IZより啓発“'(みとらんかく犬で為った”兼く感謝の意学 

戎Lたい｡

照和 40 箕 4 月
①

趣、 証でノ一7 研 舞. 室 柳 次 期
画酉
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典 森泳評価

必弘fed,〃”しα之と〃,ム-:Zど幽乏乙た多ze,f冬乙@aだ“e /2z“"ZZ")
仏国森然施集惠穏について によ〃

0

主として仏国施策岡係の又秋ぞもとにして 訳者"<襲曜椎系したもの 原碧は3部より或わが’ 本.櫓はその』､べ部に当今部分鷺訳出した ⑮

で.あって,参殿した諸文献の中には/奉掲に訳出して いない3のzあわ
沸象裁計諸表と附図

今

森､汰施 楽 戸.A・〃賀料嘩らびに上述の諮犬紙から将左辱 次お繊誹故値に不一
、

乙仏乙 易そg"ZZ/ｸしcc によわ 敦も見ら弧ろ水,一侭 原典の史ま/乙紹介すみ

誓交釣施策

＆ ｜〔よゐ

諜旅の尿讓蓉らびlZ孜良

多‘ぬ血 ‘とど翅 復とど=、 盆,IZ.よる｡

挑地聡軍貴'lの宍際

Zら姿Zと-つ’ee>L zzc/多冬eaZZQ〆乙 による 

震泳牧均衡/2肉する諸闇題

•鬼必"Zf"Z,歩。 と一之2,、 穴乙α〆し乱C〆 ‘Zが〃瓜／’‘兵 によわ

認
森臘の戒有形態

夢坐逢をzZac 老2次‘仏ら.男とユクし“／による

報

撫溌刺扇ぅ亥遂

F'"" ユ乙也 没恒雄ゴム､多乞α…の に.よわ

森､猟の歴失

多蓬"tZe efe<& fZzfd必込 cと"・ ぱ よゞわ ､’亨 雪
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○ 払菖森挑妹施薬惠狸につい.<

○ 森 妹 施 菜 …..…

○ 著 炎的 施 糸 …… ‐‐…

○ 森泳の係謹選らびに威武

○ 称逆旅草剤の爽腺 ..…‐

○ 譲義・挑・牧均衡に脚脚ずず鬼鬼',稽稽閏認

○ 森泳の所有形態 一~……

・ 森榊1l用の及墜 ………‐
• 森 妹の 歴 夫 一……Ⅶ

○ 森 挑 評 価 一〆一一

穿一章 収益に肱わ森燃評価

篝≦章 土地資本評価

穿三章 立木′価値評価

○ 挑桑統計諸表 一一f …‐…‐
o 附 図 :‐ “ "
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仏国森林施菜理想について 

(施業文献にもとづく毒系)

はじめに

仏国|鮒つた章ZZfい君力ぐ仏国人の恵恕署云々することは借趣のぞしソ 

さま独力､汎ないで・為ろぅし.その論す・・わところ艇ずし慾至当とは断じ罐い 

てあろう し"､しな力ぐら1つたくしは施系〃晩.に従拳していみ関係から. 

外菖,こぐに仏国の施采又献鷺多少なりと慾頁ろ嬢会が為り.そのとき. 

刺〔かそこに一本すじ・の遡った必の毒感じてきた そ八は,現在の日本沫 

乗とは異った紗のを含んで､いら如くにお色ル』弧たりで､為る このた敬 施 

乗諸久献から.この‘｛典にzﾉ､そを必の''篭油土し,整理づけく見た＆の釈・ 

ﾉﾎ､褐で.” もとより乙肌!よ--つの臘足であって,ぞの当否ば,より〃、 

ろく久献惣求必.現地奪踏姿して〃検炭'’本.牡なげ汎ば､ならなL､で､あるク。 

この〃ある推叉』,といぅ意汰驚・ 本稿ぞ見ていた友､け肌ば幸.で.あみ.。

I 仏国称衆の概略

フランスの国土迩鎖は衛ずぶ方k>濁号 人口は錘､3－ククカ人で､あみ 国土 

の大半は裳集用地で.,汰地画滅は.ズ／ざくｸ方念.ョ上働漠の‘霞z〃震需占必 

くいる所有形態から見均と私有猟水zつと〃<垂有沸がこ州2次ざ 
富有泳が3つz苗すぐ噂ぃ 非､よそ′割が私有.-Z割が公有.ズ暑僻国有 
藤とみてよい 私有妹ら所蒋形態はき」っ燭<鎌細化して いく,前賀意のヅ 

蓼秘上が／〃抜以.下の姉御 こめ醤の／人平均は／:ざんとなっていわ‐蕾 

淡は針乗樹卓億"f罰.広業織ま繕"践慰Iの鋼簿肇ユ衛夕,"沸き二ｶ'l'Iざ罫威展 
蓮駈鰭2,同じで､あみ 鏡広別面斌､患みゐと針兼職夕割‘顔菜満7割.施菜 

上〃､ぁはｨ〃fと中挑が受いめが蒋色であみ 鋪､ハで凰につく'うば 針蒙樹

;ご矛蕊貿

排

夕

1, 

J

？ 

さ雫

遥鼻
虜

ｰ

一

認
_皇一堂

胃畠訴
■■■■■_ =■■■■■■■■■ 一 = 一二 一

西

▽
Ｉ

■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
□
■
■
■
■
■
■
■
■
■
Ｉ
０
１
″
■
,
 

０
８
 

■
Ⅱ
Ⅱ
０
１
１
Ｊ
 

’

ｌ

ｌ

ｌ

ｌｌ‐‐１１１

‘Ｉ ０ 
ｒ‐１１ 

■
Ｕ
•
０

、

6

ｰ

！

‐

穀
b9d

＄鰯
。γ

ミ

Ｑ

◆

あ

ｌ

一一,



一
I

-2－

パルプ満と針乗溌製域諸て-あり 輸永で・は燃減と息乗桝用滅が多い。)X上, 

さわ路て大ざっぱで・為るか:仏国妹条のおよその夢も鍔介.し得た上思シ そ 

八で､は,〃､よク江森株の上に展開さ』'L珍森妹施菜署叉えん魁のはど.のよう 

江考え万で｡あろうか.＠

2言窓主義

仏国森撚施系の將演として‘は.寄一に自然法刻宅溥望し無理皇L通いこ 

と水あげら久よう 仏国で・は'‘宮然を助|ﾅ,彼の仕孝諺根鰹する,ととが 

施衆の本旨で・為勿といわ』4.ていみ｡謎')この自然主義力ぐずぺての恵方の基蕊 

と噂リ,森"k施柔乞現笑に展開す〃ときにその夫准と専珍考え刀,即ち, 

錘験主竣,現美主蔑 諏進主教,均衡主羨など‐に発展してIヤ<の<､ある 
宣戦主義稔森挑顔は森汰謹草なら挑地と汰木の核赦的繕合体としてとら、 え 

-ることなく.森沈有嫉撚として把握すらことにも建総すみで､坊らク 森汰 

導毫シのままの姿で索直江眠の沙と72凝視す川よ・どクして茜：そこに挑地と 
挑太の掴互依樽作用をみとめ底いわけ'だはずか城。〃辰期間l2わたり森挑 

が鼻在したということは‘・淋地に対して一紋の土.地に兇らｼし座い誌特性営 

為たえたといシことで､あわ菅O 高必ら汎左湿良‘娘の侯透"1､勃物の犬極, 

地下深くから狼の作用により〃､冬出当'yi_た抄の力く枯菜尺化1ｹ<地殻に茜た 

ら鳶肌わこと寺々,こ肌らは雌地に脚堂毒与え.化嘩的組成をあたえ.そ

〆 の結果,駄撚生産/ZとくiZ適した土嬢馨-つくり上げろ。この魚か誤地と挑 

堆の相違嵐迩ので,淘単に両君の価値比欽は.土来ない 朴地価値と|』単な 

る土壌だ｝ずで‘塚く,淘汰,狼‘こぽ乳竣手,ブムス,地被物,物理的化琴 

的鑪織造など常ふくむ恐のの総脈鹿ので､あみ,』と燃妹浮個論は記述してい 

み。森旅篭賀綴総合､ｲﾈ､とし‘てとらえ,そこに涛在デ今自然まﾇI臘墾んじ, 

無理することなくその取扱竜すすめて砂くことは 自然力に大きく依唇す

,

‐－ 』 L =Q△■‐ ザ －
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今沸蒙としては当然,‐口よ 、錯誤をgr< :0 Lすぐ・為らク 命 ただその反面, 

自嬢主象|まともす肌ば現状鑓特|・"〃 ぐずく ・侭鄭・潤椎街に•主ちいり脅す 

いえ険ｲ坐をもつ,仏国録ﾙ緬遊 照lプもこの二画似学認Aぅ得るので､為る⑪ 

毛

3 経験主義と現爽主義

貧魚主義鯨思考は‘常に魅蛾ﾉZZとづき 現炎尺立､脚して府釛ずみこと 

にっ底"くわ。仏国のルkﾉ沐施系は現場波術省の手に'ずだ楓ら仇.絞寿はそこ 

で筒草哩款掌くい力､ﾉ近精微な.淡.ず理論茜自然に比す』'Lぱ単鼬で､為､み。)、く〔？ 

瀕滅釣手法によらず,主と1, <自己の勘と懲験I2たよって淀衆遂すずあて 

いみ。経験と現庚/2縦すylば、,排すべきは画一性で､あろう 華炎‘大面潤 

影画一約に施策ず.みことは好まし力、らずとぐ放.〃施衆分針は,l､扱ご､と/2 

亥化すみ施衆の採用I2すす人 で’才:リ 決正笥漁と"､>Iつす､力､な自由し力、 

騨ぃ概念の囚人とばら魂よン ﾉてつとあゐ,』と､とが主玻＄』｛ている。個別洩 

財＆,つとめて画一化営＄|ナるよｼに訊究.さ肌 たとえば、除草状術誉'例/Z 
と汎ぱ,日本の如く12下刈す 毒ｲﾋ 熊手宅侠っての堆永の掻起し,棒で､シ 

ダ,鏡を打ちのめすこと ブ､シシユフ‘ノーナ－,地千部迄の繍奴除去.除軍 
肖,|吹用‘Y､多灌多旅だが,と、肌がキメ手というので､はなく,息漣状懲に際 

し鷺ビ・の枚術を園用すべき力、水野一のﾉ弓ﾂｬ死課題となっていわ・さらに除草 

鋼ひとつき〃Iにと・り・あり:.<みて慾, 対象,植生に､より渓庚ぐ施閑衣が妥氷つ 

Zいr 減惣'2より草生状態 により力､よシ伍すくさだとし、クガ針が示さ』/し 

rいる。画一前に,この除第剤力ぐよいと〃、.この検用迭がよk､と、､シ分は 

愛の研免<・は為〃まい 物常 知汐ということはその限界室知わこと血ので、 

為〃。

〃法と車灸の‐一致,)とは中共承認に際しド ゴ・一ル蒋車の述べた言系だ

〃: 妹素l2潤してM((すぐ孔左前有法規は しば.しば､慣‘例|Zよら牽失的

41

〆
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所有と一致し‘教白年も経過した用墨潅と一狭すわこピ盈知ら脚i､なら娘'’ 

といわ肌でいみ 例｡としてドング,リハ公膿ぞあげ.よう。こ川よゴ､一↓時代 

力､らの慣例で､,森ｽ榊I用水炊湯も豐.幌しﾉｾ時｛<の遺物なのだが,汰内に一 

爽期同ブ・ヌ認旅し飼いIZしてk・ンブリぞひゐ、.､.食い鳶・せわ槙習潅で.あみC 

且 この潅匁臆否叉すること辱く この彪剰の夏.認の上ﾉr立って義脈叙蜘を

もつ上＆よく適今した施衆はどのよう浄掛のかき研蒐すゐヒヒが一つの課 

題上江っていわ こ弧も車芙はあくまで､＆拳爽としてみ上必.ゼの上I2立 

って忌考息展開しよクとの現呉主殺の為ら1つ肌で・は易ゐまい力、｡

4漸進主義

自然は漸進すみ 万物は流露すわがそのスピードホは背し､ヒヒは決して 

星ましぃもの<・は易らまい もしみ弊譽が多L､で・為らぅ とくに挑乗のよ 

・ク隊自然の手l2ま力､せることの夕L､仕索では 急激な変化々拙逮な研究ば 

危険で､3ある。仏国<・一欣的な高挑施衆形式はz↑､夜<・あり.予備伐,下浬 

伐i蛾と狭猟しつつ気薪し何十恥､密織<曹伐叉新する漸進的爽揃作 

崇盈上ら 仏国の高滅W糸は渇伐期<／祭〃津濯､農ぐブーラ喬挑ばユク〃 

廷'伐期も蒋在すみ.)で・ぁら 森妹施集卸IZ為らゎ肌ｿと漸進主.談Iして職 

記すべきは施菜転換と溌濯転換で・ノ>みぅ これば包本の桃謹彰､摸と比款し 

て考え〃と興沫深い＆のがあみので.,ぞぐ詳細l2と｛ﾉ為'ﾌ.<見〃ことにす 

る

・箇惑で・は請農汰宝針桑満謁挑に茨並み汰浬蕊棋がｨ・ず.坊ら’Lて､､るが。 

仏国fZ在夫毒値臘・EI'汰砦萄擁に瀕択えゎ索然がさ力､んで､為る.ただ慰 

園では広系燐用減の需要"く稗減､<?泳具誠xして灸L､､ので､,在来の次桑於< 

底豆ご 主としZナラ‘、ブナ.)の,低猟おょｸ:中沸､剖謹峡す〃とき 樹独はそ命ま
〃 談に惣菜形ﾒ〃・けヤ濁泳に剥椴､えら,If兼が茨塊鴬糺【いわ 間惑鋤轆慾

←
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汀

〆

ー

-5－

渓賦低汰一貧皆伐一角針集鰄訂!,撞く〆,、<、.機種芯施条形式紗一露に茨え 

<Lまう万弐で､あわ水.仏国の‐旅j・′乗ベ'し艇み.澱］シは中値脈毒澗捜壱.没えず/〔枚株に 

よソ討沢.広乗樹<主として)謁燃にみちび.く慾の<・あり. ア樹ンレ樫チ.蝋又マ換ンが日 

本の場合に似<、広采桝爪良中 値,泳竜針系樹萄挑に変えて1ｹく形式をと 

み＠ いず肌Z日本の場合ここと酉､リ 遮椴の更.成まで､にはおそろし』く年月 

次力､かわZので､ある

施策転換につし､て説明しよク この岻棋｛よ三期I出つけて宍施＄｣'Lわ。例 

を中泳一高沐の場合にとわZ

穿一段階 在来の中挑作采塔続けなか；ら 上木の救毒増加し、下水の 

ﾈ数と威濫を減ず､ろように 森泳の取扱きずすあわ

欝二欽潜 下水の曹伐竜智め 珠ご・とに同,伏して筒泳状に誘蕊し・豊 

満Xして不適灘エ木塞択伐する

穿三俄階 林分､盈下種状態にみちび辿 ここて､一砿の高妹と同じく牟 
伐塾開始すら•

－灰|〔吹採すると生産物の誕分にこまり,泳地の駁塊も戚壊冬縦と こ 

のたあに皆ｲ炎せず‘違統して収渡し漁がらた・人だﾉく,と高挑化してゆくのが 

施衆拳換の基本江ので‘為る 樹潅蝿換はその脈分賦爪良の湯今にと1京M‐ら 
4ので泳介玖浅作衆で.ある。その力法は先ず秋頻に虹い挑分<若い排介逐、 

箆恢っ< 3.売肌塚い<､あろう。) に対して葱ぃ同伐毒オオって<'派談ｲ久,庇 
談伐上耆う。)旅分皇疎開＄せ,そこ入,陰樹<主として毛ミ)皇値付 

け,毛ミの威疾につ乳くまIつりの木塞伐採疎開してゆく必ので､‐株談樹は 

蕊考孑胸の他l2漁笥成授2Z加約'すゐことも澱らL､の一つである

塞すらに.現在の挑分を旗浸すみた坊には 少しす､っ役つく目的に漸近 

しくゅ<といンこxで,妹相の急滞くな変化は造林上力､らも,職：採収殺した 

産物の販略力､らみ､てZ好ましく通いと言うこと<､あ.る ｡

.； 隼
11 ① ～0 令窒 筵 些言ニニユー
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漸進性は林菜研究.IZZ認泌ら孔わ 師ら′'撚糸状術に岡して'4.崎同 |’ 
江くし<何争z為し将珠ぃ錘"''とミルL 漸進約に馴免zZすすめくげくこピ 

時|司整力､けく じ.つくりと紙えすることがのそ､ましい上言い肌<いわ

、

ノ 5均衡主裟
,仏人の者いたもののな力､には,エキ'均ノブ衡ル と言ク莞がよく更ら凡わ。翼査法蒋 

択伐淋説いた然条書の止加側この箔は認めら''しわ篝(3)
一 均衡という言桑はいみ1_､ろな意沫/〔と肌ろ〃、,全俸的視野に立ってすべ

<の調和署係つこヒカぐ均衡の其の意沫で.あつく 蝿す.しZすべてが均等で 

あわYいク意沫で・は座ぃ。自然は均衡すわという考え力は懲煮理論|醐唇 
在し,自然I2偶鯉すること久江〃本家､砂当魚,嫁衡なわ概念き無視し将と 

いて､あみｸ。称宗|Z対する均衡概念の扱用はいくつ力､の場合に胸か汎み

-そM1ま個所1I脈分における均樹で・あり 裟汰状複合経善'てお'ﾅ珍均衡で.あり. 

地域胆いし国家に主けゎ沈桑と他屋.糸の均衡で・あわ；誤衆捌噛,・挑巣が 

地域的に均衡する同題に周し,数近の仏国淋琴会誌上ぐ.アンスイ菅挑遥 

のプヲニヤ氏と‘落水山妹枚ｿ胴のバードル鹿,の岡に諭教があったので､,こ 

こで.はぞの地域均構周題盆主として詔介したい。フ・ラニヤ氏の意見|〔よ』ヘ 
ば､,農欣・旅の三つは均禰落係だ.”ぱならず‘この均衡'4,自慧糸件Y 

紅‘・会糸件に膿つく,土地も鰄 胤ﾊﾈ入湯の三一′に幽宜分割ずゐことによ 
り得ら肌.ろ上言うO

刀､力､る嫁街ぱ時.'司街蚤罰的の制約内で､のみ成立ずみもので､・た海ず.く・変 

化してゆく不安えな均衡炊態で､あわ 同題はその均衡が茨化して1ヤ<瑛令、 

と速戻にあり.急激な及化はよろしく斑いと論じ‘<1-、わ こ』'l.に対し ベ 

ート:・ル氏は. 現在の仏国"篭直薊してし､わ山村からの人口流出に視点宅お、、 

<次の細く諭すわ〃畑収協森汰の他にエ巣胤悠加'tl,@､ば現在

〆
p

夕 一’■

-－ 7 一

でば翼の均桝ばて・さない .1兆ぜi l'#'.淵、」､雌 ・そ4.；哩的イー伏瑠-j.なことは 芽 

一段階の目線ぞ､為つく 遠:す、ど承詳､r!I今ア 弐 、11岳辿請にjっjう・わ人風の祭 

象鹿のだ｡”“この当さ電か為:､1jｵ､f',〕淡捗 承巽Iぺすゐことは不孝なことだ 

ろクカ､？ その農園は誤試にと‐><へ湖と ﾐ､露｛、叙ない生活状懲達課して 

いなのに｡'’‘‘こ肌ら人口‘う流2kl左地労 ｡<・は.季噺が祇風'2対して与え 

ることの出来ない必の影生産ずわようノミ簿 ､ヤすべさだ.” 『『淡菜､ぐ恢畜は 

ぞ弧だ.けで・雌山地任威に系朱常か とよせる ことはとk､来ない,» 即ち,べ 

一Iぐル氏は.よソ底い意珠での均衡を考走 <いく 膜"K紫は謙二沢,芽三 

火屋系と殉猟し<はじ､あくその現代の涛庇篭義があみZ恵虐して、なので、 

為珍。このよｼに巨視的な均衡に匙と一yl_、 <森沫施築き考え.その実施に 
当ってはその妹分の均衡患めざ､して作衆宅 す・ず蝿わらカミ仏国人の 万針 

の細く/〔椎系寿肌わのぐ.誌わ

6個人主義

個人に徹してい〃ことが仏人の基本的性.塒6ある こ､)'Lは偉大で､あわZ 
周涛に脆弱性？未す註鯵)仏国カミ大遥息武本善,演と波漁蓄斌皇持ちなが'),. 

廓お血ｲ煽戻工糸国家とし<二流肥とと－3､らざゐ皇将なかったのはこの浬 

雪によ〃ZのYお‘ル1つﾙLみ 湖ﾒ,血代式-1､×－シヨン'て対・・すゐ違和感<、 

〃j自主性と主体性の過剰冬あわ′淋求'て潤して魁その私的苅有が野蛮 

"I/L.私有猟は国赤公共侭の法的規洲匙ク'ナないく例ﾒ,卜として,妹地毒談 

舷Iﾌ転用することはさびしく制限さyl､.ていき.).

仏国弘福妹の生産性.ぷき1つあく低l､j、こ&'は ぞの球細所有とと､3に.脈 

矛鈎かつ個人主義的な爾詞魚の性格､力<裁く作用してL､わことによみ3のと 

お‘わMﾉわ. 、

|’ 、

L ‐■ 丘二三型 日.__～壷ニヒーー一重
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7 侭守主義Y消腫主義、

ー 言黙主義と現実主義は時として脈寺涜拡/Z恋ずわ例薊竪もつ 僧ﾉく主談 

荷かつ係寺的磨必国人の挑系に,イ糸守的消綾箭の色が濃いのは当然刎ﾎ篭 

冬・もある。私国妹菜l愈言汰施系ダク泓 中ﾒﾉk施衆ヨク”・低郷塊乗3〃認 

の面淡比率を｡あり‘この中で､寸'妹,ぐ低猟は自給約性鳩､がつよく,仏画<・； 

すそに時代歩く肌の代物と老えら乳.現在‘塊衆砿狭､<,斌迩転換がすす勤 

ら肌ていわ力ぐ,国泳森妹基金の旗抵鯨投入に砂永杓,なか底力､高湘kが進 

一 展しないようで,あるイ系守的な.罰ぞ糸す一つの例であわが,現蒔す〃鐵潅 
。

ないし葛浬永,ぞこそ.永く風雪に耐えて生き残ってきたのだ力､ら,妾全性 

が為りそこの樹種として鼓役だとする姿勢が貝ら飢珍という｡<仏国"k集枝

一 指者のなかには.こ肌とまったく及対の意見毒めつ人Zあわ。即ち,現再 

う.わ系統は減風上もっと必爪浅な糸読で・為みこと水灸いといｼ と乳|ま読 

ZIZ応じ.<承も農、猟ネの個体を,戒株してきた乗炎によゐ逆淘汰現象で､為 
るO )

と乳も脈守豹と言えよう、何孝に必よらず,イム国人は,現再する3のは 

役く謡用す々力簿.新規枚入詮好ま奪い一蔵券‘っ-よク<｡あみ 現在,仏国 

の年'伐菫は成農蓮と同上､くらいで・壱浪繼埼尭は力､リ 不天分は輸入しZc 

わ撰態IZあみが,成孜董毒はゎ力<ﾉz鑓えみ隼夜‘薑ぞ持つ日本に比し<‘見 

方に魁よみカミ係孑淵濫約と考えわ,ろぞば遮力､ろｼか 遇よ｛て蕊'ｸ・糾ム国の 

妹溌鐘懐欠欺域 何より3,係計性の強さ孝物鐇珍,低妹ぞ湯沸に切換える 

という尾､擢域.すで・にバケヱざ鋒にローレン‘ソとパアード､により宣僅§肌 

／"､アダ黛代/乙淋､議会塾期窪むヵ､えっ«の.だが.そめ,侭 入規摸礫孜､対運勃 

の前に狸茄せざろ皇符な,"､っ左、 乙.j/l､Iz_ _kリ,湛､詞;よｶ織入の擬壱逸L,爪農 

広祭樹汰碧参<力､かえた永乳 現在にゑつたらで､ある C肌は恵金工衆歎 

のｽil署が物審言ったのだが,雪は！ﾉ柄-筒楢の,箕饗 w勺挫鳩､＆その一因と4患

色のと急い弧わ⑥

8 仏冒人の猟菜説 ～

そ肌で・はこの施菜思穏の娘屋に減.汎ろ挑桑観はと・のよう遼払の<・あらう 

か○ こ孔に潤して｛よ久献｛てよソ知らことぶ割っあて困羅で､あみ なぜなら 

ぞの国の泳汰衆醜は.その画く・は自明の理として特に明謹に表爪すら懸妥春 

認勿専lf力､ら<・あわ。いま,断片的に紹介ぐ凪ぐいわきの毒結合整理すわ 

と‐城等の称楽観は次の奴くに植えし将わであろう

えず,大家は一奴に森脈に対して蕪理解で､為って.′'森挑は桧ててかい 

て妙成裳すゎのだ山牧人は気の向くままに山書取扱っているにすぎない： 

Z頁くいわようで.あわ◎

森然苅有勃溌は.経清面力、らだけでなく 巨木笈摘一癖 虚栄.風風系系鑑資 

産zによ〃Zのが多いと言い弧ふ 経清時漣戦力､らの森排』求有は.と</Z 
“極値の避薙前リ 即ち賀溌保持家宅目的とすわ匙の篭見逃し将ないて.あ 

ろう.仏国人は,資産保持束として貴金溺<土地まつよく堵好しておツ、 

擁勢なr.Iょ好まれないと風く。珠汰きして｡価値の逼上謹前'’たらし必〃〆 
上 有洲生よりZ蚤全性と換金性巻望視ﾌ・壱のjよ当黛で｡あって‘評災利率 
の茨茨ﾉえ芝&.〃安全性乞弄一とし 資本巾場の地乃的力､つ短期的択態Z加水し 
Zク乙刎I周一卒匙ブプリメ1ノに風八-すべきだとミル,L<いろ «：駄挑は公休・ 
Zしくみ肌ば妥全'陸が高い.')と力、,“扱脈はすぐ・"した蔚蕾金津で、為って。 
グi出しが急易く・あわしと3粁色で.あみ註">”という卑句は仏国林雰蓄に龍 
見さﾙﾍ〃ここらで.〃〕わ。森猟評価公式の銃明に当り‘年金皇ぐ利札の欄・念碧 
ヲ1銅しくいあととZ,資産通用的妹菜頓.のあら』っ紙だ､はぱいだみう力、○

以上の如く,仏国人の汰系鏡'よ 獄屋係将ないし資産達荊約'傾向がつよい 

紗の班推糸鳶狐珍｡歩くと憩企乗性と力、企衆林衆と力､ I,､ｸ麦に乏しい'恒

局
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しこ弧-まく.述べ<きた仏国のﾉ泳"｜、'4､主とし<東部中等“中燃・葛沐の農 ろ)逮ﾒﾎの展夫

汰を誌泳としてシリ ゴルシカ島のユーカリ造蛛,カロン又ﾉ)|の夙浅ボラ 抵国の森ﾙ榊1用は腺の狄蝋力､ら いき‐や｡ ナラハミfブ.ナ~<a挑拭力く得一柱すらこ 、

う造挑などは汰系と､、うよりプランテーションに近く ランド地唾のカイ とZその灸'4,郷又に弼郡'合､<､みつた こ隆)向は筑撚土壌の悪化が慾たらぐ 

ルシ薑'ｩ妹糸…ｬ≦榊陥急鮴大患い｡»［【M前述猟象｜雌峨ょ豊:だ州破壊は鋤、迫.いoロー<化がすジむと承挑逢裟地IZ 
悪想とは鞭鞭異なみ性臘鷺ZっZのY考えらﾙ‘しわ極(さ> 童扇すること次流禰すわ 修道僧 /えちを»渚曜I2 =k $M細辿は沢,々に綴雌に表

って砂さ,当御は国土の夛劉篭､当必虎八泳俄急逮に誤地化した。 この頃の

9 その典にあわ＄の,国威性と歴夫 仏国の森泳は,rhの広い渦手棋さ望.し.夫来猟の中に鰻耕地湾猟場が得抵し.

前述の諸思想をミらに理解するためには 仏画人の国民性と森汰夫を知 森然セ負家生着ば語接していたと い昨>乳冷｡ ／学世紀力､らエ系,とく/2溌 

わ泌参が為ろぅ◎ ’ ′ ｜鉄,硝錬の発臓兇ゎ'乙至り こ川忍投入糊蝿,'､径木燃細消負が豹

α…)そ卿の国主民性………ﾍﾊ,｡州ルド的鰍|垂艫兵撫遮;輔綴薫:泉真棄撚口毒震蕊 

雪驚澱皇 墓蹴巽駕駕童|≦航鰯欝臺 主麓鰄篁鰈墓鷲 
Ij、圏焦斗望思想はルッソ.-以来の伝俄で.ある
仏鮴喬猟に芝こぐｨ蝋’畷ぃ軸とK鮒植生,け飛脚j螂｜皇ナ乳ラた低紬｡要)求鮴).Ⅷ／壊｝す､継燗木墾を食<、将､腿荒寸/夕〆猟晦のエ㈱兼過の剰発展人<口ブ､時ナ代,刎M蚤東木"が)碁

が平遁一さらﾉ2工栄用貧家用燃拭の禰妥が歴夫WW2多大で為った軸他に 
仏画人カミローマ久化の後継老<・あう/ﾔｰヵ、あて・はも.､•だろうか。古代ｺ・－ん 

スイとでは森淋､は瑳なわるので.〃)つ/と〃く 雌服者たみローマ人|え,もし為こ 
〃系、跳挑急恐怖し仏国の森"崎,砿壊した(独人'ｴ仏人よ『)&ゴ､‐ん翼 
化の影響水つよく したがつく瀧汰に榎:す‘ｳ態鼠忽仏人のｾﾙt必は異っ更 
い､左x解き弧.ろ.) 当代ロー<蝋'よ値.泳を生活峰擶罰 高ｶﾈき準備貯金 
γ見潔!=てざ／“く,棒､園の慣習法はL,itぞ継承し ナポレオン諜典に重っ 

くいわ蕊(">こ伽zより低擁､は狭産物,謁挑は裁本とぞ,1ﾍぞﾙ''同一視鋤へ心 
経過そたと.り こﾒﾉいく談莱国たる仏国の芙態に適合L<.低ﾙﾎ皇増加せし秘 

たので､ぱみらまい〃、。

箸で塊るまさしく“こ』'Lらの欲窒巻調誌(せて.泳挑の領域巻縫持すと 
ことば至潅の系で｡あって,無淑の諒訟本乙弧竜立証していぐろりので､みつ 

左。近代化国文化は 力、として森脈の卿生鰺暑)上に成立したと吾えよク。仏 
富で､高撚施策か:私xずるのﾉよ戦後なのである。現在,』<ルプ減生産も王 
冨釣として,園家森挑基､金をﾈ丈ハし.<拡大達制入力くずす鋪ら弧くい,珍が,こ 

勿診鰭承過ぎ乳は:仏画の緋相Z〃､な？戎ｨと.-すゐで.為あうと.低えら弧わ,

10笑国人の郷策競X比紋しZ塞ぐ'"> 、

融 豚十美分国人爵の..あ撚ろ衆う罵が穏｡を,群エ・ン綱パにイ禍ヤ饗ーしフたオ.いレけ､てス､トな'しノ、イのレでビ備ュ鳳ーの誌生／､夕ずさ､ぞるZおぞ募蚊息 ■ 壷′«
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月号に紹介.ぐ弧.た所説は 前述の仏国沐采とルト対畷的で‘易みとお@剛'しろ 

ので､,比蚊のためIZ その中の次諏諺あげ.<みよ'z藍拠 尿大に直接に 

拠ったZので・泳ぐ.〃'Mｩ臘柔聿情調査資料(猟野斤)に留介当肌た＠のだ 

よわ二と砦附記すわ 周誌はZ)'K<<いわ

〃急速'て戒残してい〃林条は例外、なく早生外米樹葱,主として針菜樹の 

造妹釧良厘'てしていみ イギ‘ノス本国で・Zこ")漣の造」太"<すず功ら｣′L, 
然妹の侃青か漁趣前座爪ｶ'|益御召くこと＆あり将珍’’‘«犬然汰の自然条 

件は脈尊上の考えを夫死する傾向力<あわ 天然汰IZ.淳,在す,そ?生物の均衡と 

調和に服縦してきた,»“x燕脈の状態急競争の理想型と兇わくさで・ない｡ 

伝統諒灘天然林施莱は中止せ組ぱ友ら麹 多くの国で・は成浸の速い人エ針 

荊隷伽乙河換えている>»({茨国汰系払,主としで外糸ﾙ討浬'2よら堂挑に 
転換した筆は言クまで､z産恥,»〃仏国の例毒見よク 混在の細く低虞広 

条満水欺売卯、能とな'ﾉ.針衆樹需要が供絡諸上ま｣つみといｼZと水.魁し 

ろ〃罫前に予見して、、左次らは..,撚種賑挟は早く〃､ら出発していたで、為る 

ｼし,仏冨は今日よソも,はら水/2食鳴底章遥が茨現したに掴崖ないので、 

為る。'’1‘,織汰竜よく宮理して自窯にその土地に威首う・ゐ抑聖Kより,､叢 

大の生産をZたらすよク/2すわ②"ぐよいと言ｼ人が:あみ級,ぞの森挑生産 

力ぐ半世紀後には易象ソ滞妥のない淵濯ぐ鰄灌で.あって,その〃k"Kが撒擢悲 

挟に上り諦妥多く重珪可能の撚零生産.<､さわときば…その施莱はう・ぐ・机て 

いるとは弓えない”〃将来のェ菜聞発に適応する牌産物の生産き計画す 

べき・で.,現在の森撚ﾉｳﾐ生産しくい珍沙のが何と〃､Xi"<､さらだろシという 

期待は特た鍵方がよい ”{'猟系炊術壱1よイ,溌悦‘踏婆とすわ その孑漁lは 

需婆と利用の傾向鷺示すテ､一次〃枚紺開発の傾､向審爪ヅデーヌ ホよびで 

の懇溝的達寓に根塊をおく､もの<､ぼけ肌ぱ遮ら恥珊、0

１

１

 I
 

’

I
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)Xk.要す馴2エ采向y企桑的,iﾈ､桑鯉.ぐ 込・い”く退歩鯨迩夜釣そ､ぁﾉblf 

お芯わ11わ 将来のﾈﾙｵ論・裏もう≦,ヌI: 2.とづ、、く予測し,そ1(に過当す 

ら演謹‘伐期令割采用し 天篭猟さ為し<皐生針乗樹一黄道脈きすす蝿. 

係育に当つく/ま,為らゆわ抑尺術さ,侭入すぺし という考え万で､為毒ら そ 

してこの理想力､ら遠く'、たたった匙のとし<,イ入園泳衆鷺,例爪していわの 

である

お｜つ り に

Ll/L4<､仏国の施莱思想と汰衆槻署紹介し､,比救のために芙国の施菜に 

鴬すら考え力患併せて説述した と､ちらの施築思想ぷ過切さ‘為わ.'､は,答､人 

の批判にま"､せたい 日本の現;灰/〔あてはめて と､ちらの思想が好ましい 

力､ということも軽牟には断p定し,ｳ､狐ら向題<､為ろう◎ 従来‘、ア×リカの企 

系ほどチ・ネス<・易ｿ,錘筥壱は錘鴬琶理.挟術の智将書要求制'しわの/て次し 

て,ヨーロッパの企衆は芸術<“あり. 総.善省は自身の誓導思想信念に閏し 

て主像的確立皇要求糊4,わと言わ.Ⅵ・て、、瘤 このことは.挑条に対じてZ 
｡

乏のままにあてはま〃の<､は専力､ろう〃、



|－ 〆、も

～
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あみ｡一ブンド・し シー ,､‐｜、、«､i副懲育学-"画.>Km批評急>

｜蓋<5>ユーカソ ポプラに周(<!』八ﾙK彪衆,減免寅料I～m<挑試錘善瓠

"1)12若千紹介、した

｜註く7)仏国の久学背吠画乞見l'(ばそこに多くの‘仏人気膜竜認め得み たと 

えば；尺・ラクロフ； 虫挫きしない撚訣, エミー,し ソ､ラ； 大 

地 ゼノとじ.

謹く8)シユツフエル ； 森泳評価凍諭の非一郭雲z/ FU2この専句が見ら肌

|洲,乃“。ぅ本,賛料棚に氏訳小火式してﾍあﾃわ”のは-周ゞ普ゞの若オニル瓠兼に州掴当共す訳ら»部,分で,・‘あゞわ.

｜義<70)海外挑菜聿情調査質料/yz参饗<林野庁測)髻参鼠苓肌たい

P ‐護くゎ原久胤乙Zﾑ女/Z.C.Zz塗"零tαノォ‘"哩診,‐ﾌfaZz〆乞孝込ﾀｸ乙少ea(,"-zし.

"<2) "X.賦鋤誕〃,,ナ塾‘拠多"ﾑ淫､…‘蝿勘妙也
註(3)毛ミ妹<シェッフェル適 岡璃訳)!Zは平工綴判ブrル訳幾$»'してい".撚

伸

一

義"介均,衡ムに風ーして莞'…よ詞叫者に砿詳…細なr読明…が"あわ……"".秘｜’ 

,虎ﾌ幽=乙必“渉働-塾vや"世‘"‘“鍬迄忽歩ﾑ必…-A.蝋争｜

仏人域何よ‘ノもえず個人で､為.わ。受»tはｲ導火で､ある上共に弱急ぐ§ 
話

、

引凋

一 ■『

4Q
.-一壬-4_星▲ ‐‐－...

|[
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rｲﾑ国 施菜惠想にっ､L､<j 註

主要江参考久献は次のとおりぐあ"f亨｡そ">うち参考となわ部分は訳よし 

て,以後のみ車で､紹介した なお久寸ツぐ′′,)・の引協汽忽つ1ｹ皮3のは‘ 

殆ど・後述すわふ革力､らの引用そ.あら"<,<／"、美国人の挑衆擬沙上欽して) 

の久中に兇らj/(," '' 刀 は海ｸﾄ林衆事惰調掛淡料-/W.万嘆力､らの引用で為 

わ。

主要参考久献

大 隅 ； ジュラの鰍

大 隅 ； フランス林､菜に琴,3ぐZの

汰野方； 海外泳系孝情調査資料ﾉ1/夙鍔ご

夢魔とz々α"“；〃之〃'z"z"z参迄‘ぬ-ん"L4g, 
ぬシz〃'"c/z;､Zcルケ錐多多'…ZZE/ze
あうﾉﾝf鐸乙〃ど必；79zf"tc""久拠凌鍼α泌診fi〃窪 征.己

〃ﾑ-"Z"eCf〃乙必“ 乞,“ﾉ茜Zja/z

… 多っ乞空／ 苧 ず澪"‘Z"f"『d"g/
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森林施業

施衆矢府君の急患がY・クあるクヒ& 珠挑の嫌調は灸狩鋤えた施乗に大 

し、に倣繕.す〃仏ので・あわ

広芙樹高汰は.そのあわ仏のは旧国王領<-ヅン ジエル々ン,ベル・と) 

または旧菰会領<セロン)に由来し,あみものは,この／世紀米束測〔つ 
とめてきた旅濯転換<中沐より高沐へ>に基函する 永久串衆込法は完全 

な成功皇得てきてたり.そ』′L IZ"L､て青色込送が好永弧_<R､" <訳註‘い 

ず肌&仏国の森汰懇理方式であわ ) あわ泳分の蕾澗は北当ツケクク測与 

以上に達しており.放下高_夕ぷ死の仏の色あわ◎ 下灌によわ臭の急永の高 

猟の他に頑菟言旅沙ある力«,乙肌は摘芽妹が高分化して形成も飢友もので、 
ある

針桑樹弓汰&存在する こ｝,uま雑荊冠老い昔"､らの天窓生挑で.あったり 七 

. 比敦的あたらしい時代に鬼茉樹の中に,像入したZのが膜継樹と化した＃の 
で.易つたり,あみいは国詞旅の如く植鐵‘さ』’〔たもの‘ある

宇挑は前世繩の遺物なのだが用掴・ぐ燃鰄と旅々な生産物惣与えわので、 

家訓地力の武家IZは人気のあわ生産株式氷の/Z 挑瀧蕊換すゎ中猟は斯式 

多くなってきていろ そ肌は畠方の決笈_IZよる仏のもあり.様戒木の脅淡

• 冤演今鰭采として高挑化したものもあみ ユッフエル武力<樅笑する汰型I2 
j丘似し/Z〃珠顔喬泳リはこのカテゴ・リィに入〃仏のそ.あ患,

P 単鈍低淋､吐係残木をXく力､,,称12億､1つすか尺伴ｼ＆〃'で、あって‘森力kに

≦_Lい沌万‘氷篇IZ歎溌した地力に見出す二と力､でさわ

ぞなすが.伐ソ蝋猟りば漸域してゴさリ カ､つ・<は プ’‘ﾉｰ］ミージ桑,ロゼー 

ル,モルベンカ,巻地力｛Zかみか:つくいたか甥.旗‘,クググ愈泓下で・あわ⑨ 、、屯 

肌らば.株ご.とに択伐すら溺笥,｝､_経､木､高ﾙ水とな.み この形式|よ‘為え'腸含に

-17－ 

瞳再記す〃価値がある◎

鐡論脇脚k'は実際上ほこ人と＊存庇しないぐ

<訳訳註芝‘恵すび機ソイ墜a泳汰上は 一風の火ささになった賛入饗伐猟する方式 

で為ツ.論ｲf低汰上は低ﾙKの寸,河に淡耕巻.侭:ハすら方式で.ある.) 

高汰は森林泳公全面渡の学〃認潅及落も必 寸'妹は､_ﾗ,〃％,掌純低妹'よタグ 

謬宅急々も有すわ 高泳施衆の撫眺は特に火の地区に痔.在する ヴ､オーヂ 

ュ<剛 Fc );モーゼル ,低ライン,嵩ライン.セースマルチーム< 

FD), k､オブ､< FD),アソエ<FD ). サボア<FC),ランド・(F功 

ゴルス(FD )。中林はとくに コトド､－ル.<FD, Fc),セースエオ 

ワーズ<FD), ロフレ< FD). ムーズ<FC), 雪マルス(FC ). 

言ソースIZ跨在すら。銃し､<アルデンス.ミュルラーエモーゼミル／ヴ.オーヂ 

=,Mプチ'ユラ,ヨース.ソースェロブール,オブ､,ニェーブ,ル,エン 

'て仏見られわo 単純低沐は次の上ころ'2特ﾉ2為,在していみP サボフ<FC)､ P 

アベイ口ン(FD), ガール<FC ) ボ大フルュス<FD), ・ベール< 

FC ),高ピレネイ(FD) 高カロンス< FD) 東ピレネー< FC)C 

(家議 FD=国有"k, Fc=公有雄) 力挑太浬溌賑淡中のｲ徴ﾉ獣ﾉｳｳkk及び中妹はム 

ルヲェモーゼ、ル,モーゼ､ル,グォーチ､1.,蜀ソース.コトド・一ル に更､ら 

批わ し力､し,詞利江ヵ向の中で､j灰態は鯉":〔ず及化義展ぅ・みものだ。 由
現在の渡篭|ま過去の捲果Iして招来きj4たり,ので、諭ら',ぃ箭蕃の圧塗 

の“森汰施奈ば茨化すわ。昔の施条はその当時IZ有用であう左生産物ﾉ2 
墓農老おく‘ので､為ゐ次 その繕系として

i)樹蔵努二濯もしくは卑一<ﾌ・ラ.ブナ‘毛ミ)ﾉz選択し、為と達除皇

すら 幸

2)東部地方には中郷の若しい省戎拡大、 ～

3>荒地々貧弱愈繼､妹､蕗・は式専漁塞獅〃乱2ﾉ､らさ 多く‘ぅ森然が敬壊ミル1.,
誼 

蔑

⑤
唾 琴饗

X

聡
野
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挑分と土壌の模と生産力が八巾'て湯､少しr号.

4)稀'21玄鐵渋がよし、繕系蕃仏たらす孝ちあっ燈

毒の作篇皇有した

こ弧.に反し戒迩の施集は昔のそ澱,と愛なみ‐〆下,こ』'しI2ついて託述し

よ,

|),以煎の塊条の為､ぐまリIZ墓つ・く地武の雷火 そylは農クベさ拳で、あっ 

たが・の.反勤として 概して孝箆な劇Z型木城減.が畜浪き』4た.この讓 

演は近い未来'て森汰圭産物学増加寺せらであるク

2>この／丘〃年来,多くの珠旅に対して.伐採規制謹炎施して来た 森挑 

経理IZより恩恵も象わことは未だに多く欽っているの<､ある

3>森妹経理の検訂が扇姶ぐj/lた こ』4.ﾉ式 殻初の麗畳の膜で､計画が一愚 

よく校訂帯汎粗ぱ進ら麹とL,ク経験的孝夫IZよゎ こ肌は爪,測災迭､マ 

プレスラー威浪錐の力IZもよろう網木皀斤の人員不足で..この族訂が鰹 

xIz出来ないのは爪琴座こと<'あった

4)寓拭へと湘亀蕊換竜おこなう隆夫は‘有為蕊茨と後退の良い箪畠さ展 

穴で'あった。／を兵ご-塁風,ローレンッピノ<ラー|篭水沫浪耗､模の思想き 
宣伝したの水始ゑりであみが,,ポード1ノアールポこ』ヘを扱助し.セノン 
ヨエ,アーマンス, フロランチ､1,等の人々"<淋旗蝋椴についての多くの 

経理乳』:をJﾉふ北してじ・み ／ゲタァ零_>»く来 乾､恢ば菰循詮見抑z蕊.罰 

之が､,森ﾙ鮠導者その他の抗坑鰹勤が:挑彪,阻止に効,_､友 夕〃刀池本挑 
潅淑淡割Jで‘みつﾌ.妃／〃〃ノ鄭亨演洪脱そ』".>X胤 施系の不備から生も、 

え黄熟ﾉﾄ難,孝盆)倣巧損失が見,ぅ肌みに重｜ﾉ ノ朧,暫窪換及対瞳効は太良海、 

’;»妙夫涛裳縛<,ついに跡､雑.の後遊－2焔,黙､の画,湊毒見ゐに塗った。こ股 

｜ま,ノッン,'二斗いぐそん式後も廊非;属逢引くのぐあみ ／タクグ年には蝋 

：稜.申の森泳!ま／皇乃愈j割さ､准力､っ左,<､々蝋!ﾄ調〔組熱陶<‘為うく.

認飼さ図らことぎ馴万､(,,‘}､ ：‘、、′(.サ人•‘>差異鰻濁,土嬢,ぐ,生 

亀の適合､性という魁のモ・イー､、 簿 ′｡､ 7) ､ 針､み そこで・鐺苛 

撫ｵ利用者とくIZ冶金ユ裟永.ﾒ』験.,､'？;'ﾐｰぎったので､為った。 •

殻近,ﾉｳK溌躯後に有ﾇ'腿変・職ク､擁､‘ 」jtく4K<«、心 縫清的縫要'陸 

洲加喬仙侠用斌料の茨化くるえ 電気 プンンガスの好或談)迩 

馴ぐこ八で､あゐ 人々は燃泌も拶上<今ブ・ぅ次太湖と淡い狸手ぞ生産す 

る次惣茄望しくいわ,休転に好郡谷慰ブナと飾采樹の拭永致入肌ら汎 

て糸わくと弧らの諸条件の上に血つく) ：し苅:うしい艇衆力式が画－－ 

前<・灘<,1－分I2膜応性IZ笥人たものぐ.ある場令､反は挑理鐺棋今成功は 

塘夷で.あると言えよク 森挑菖は,その地域的条､件ばらが戊峰婆挫に侭 
じて施系を週用する手腕技術を診っていわのだ

以上,のべ.できた/苔､渡の淀.栄は未だえ全を畷､にまで､縄逮した仏らとは言

え麹"<,若千め進展鷺兇わこと〃Wk未ゎ

,>あわ低林”半林IZついてl』桟湘単延.浅し 今』､で.｡z,～毒年であった

の,夕"～‘«"年と3. "C

2»鏡同した森〃K/tついては立木鍼膜の増火巻園参 バノ制薊妹､で､lま係残 

糸の患庚を高め衆約化すと,

ご／箪鈍遼化によわ中味の笥挑ｨと。針乗桝粒欽による謬惚潅棋<アカ<ツ, 

廷ミ,力うぐソ,小国1,,－－'シ”1.催.棒ノ、

4ノ中妹施乗法の次食
I

’ う)高挑の輪"‘期鐙錨くこ14,j』,窒挑､<1,風ｲ炎.の条約化ﾉ2挟埋つ

い 城膜年伐重の株用が,収鐡の鰹爽な縦持を可詐に(,たこと⑨

7>自然の急激な茨化に順応で､当わよ»,-1-分に融遡のとく諜挑経理組微
アブ:Kシダションユニーン

の採用,とくに一時的な特別串莱区.の採､用 こ札は爽褒.乞逗期間に眠み 

_X <・あわく天〃年>｡また 調伏詞泳ぐ訳激 状伐ﾙﾎにｲ峨人<,階遼X

三 二一 函可-"一一一二一
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くZの＠ >水,しばしば直扇ぐj/I､,ら 施策力針は,“,}､班甚､W之茨化せ 

し必ら奴ゐ施菜,)の採用{て向っており 迭工養演とK,､ ".わづ力､し力､自 

由のない概念の四人となら麹よクにつと坊,と,ド。ンブ､ｿ､ぐブナの宍採取 

<、､ず』ﾍ.3森挑用益潅)と詔書した施糸が研究冬肌ら

8)用健が過さく之ﾉk過望となった針乗樹猟<は伐湖引下げ‘と年伐董増力q 
9)斌濯窪換 即ち.不良上験の上のナラ勇治てみこと ブナの相対的樋 

大書及。針糸樹<陰樹・陽樹)の絶斌的拡大 土壌夙良樹謹の昔次ぐモ 

ミ朧のfに,、ンノキ超ブ・ナ シナノキ,／、シバミ>ク こj/Lは造汰上の理 

由によるものである、

10)厄介進樹種の抜取り ブヵシデ,クソなど、 

｜|)耕潅‘砕土‘芯土掘返し等の土嬢及転ｲ乍衆。

’2)うぐ窓寅荊力<おく肌ゐ林'圧は,待つことなく,隣妥燕時/<人力の介入で、 
人ェ夷荊すみ

’3)芸術的作衆級と観光用作系級の特万1I暮脈該描置
l4)妾教の森旅きょとめた大集団に肉する経理.
以上述べて来た乃送はすべて,ま沈着手冬肌左ばかりである。即ち挑莱

ｰ 施集をおと江う大患漁場がどのょクであろうとも その適用はいつ＆系

4 餉影要する,そ肌は遥撚の対.象で.あわ 殊泳が純粋尽頒向にある匙万で､瞳,
施条適用は生産の造泳であり集約江望挑である。そ,{'しは莱沙多くの生産

薮 勘'Ⅷ良直鋤,必の生達,十分晦矧"綴符帽線を繩｡こ州剛
大気や鍾餉と土壌生産力髻臘生循綴篭考慮し“くら'､ J<!j淡く利用し 
てノ循くこ上が中心で､為る

＆ 〃自然篭効け,彼の仕奉急,促這.すお'lX総葛ばこ弧について述べくい 

ゐ わI'Lわ眺の金科玉条とすくさは訴追的と老うことで・為!)‘供|糸は.ひ

、

〃

1P=一.“__ロー‐坐 ｰ 盃一J｡=狸. 一画－=
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んばんに歓退じく詞諏緩和ヅゐぞ要すわ 想般匙矢狩は崎泳例に厩寸々｡ 

(例.ペド､ンフレナラの爽新.。)

珠開して.不妥又均澗江猟分書持つ地乃で・は,<生産の望猟より散)線 

談の造力納縫要とする この遥挑'よ雅制〔紙埼釣で､為り.土嫉の紋鎮を熱 

髪するもの<‘ある 荒地 石灰威土 山搦ｨ膜斜面なと､の裸虫した地万で・は 

創造的で修理的な造泳が必要に江わ.析淡的<､誤篭な労力(〔よソ.政徴さ 

乳美しくなって.,森泳水その壇大した生産ぞ引出すことが期待<弧わ ⑥

ー

»
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書 叉 的 /ノ.｡/』一〃冬・ 兼剤宮心戸

こ奴窯で.,”′u/> j/l.力<ｲ反良しぐさたこrIま ：動詞ミレ(./迄施菜の目的が, 

その施菜により森汰Z黛隈永統乞図み!2あわとk､クこと<・あった。現在の 

施衆影他の施楽に誘導すみ場今にぱ 多少産ｿとも農い期同,永汰亀將殊 

噂恢の施系のfに才力､ね､ばと.らな.Iハ こ』4.影酒災的施兼とL,う 狂米今黄 
新力式ぞ保持しな力くら施乗形式の筆純を友爽挙達､図する場合 こ,IW§トシ施ュ策式 
裁,し孝抗.ン

茨換と1J､ｸ｡を未‘ぅ夷莉万気力､ら他の叉荊力式に及えらこときのぞむ混令 

は,そ刎乍菜は諸票蘆涙と呼ば"しわ施衆転換は‘え全|・a(縦糸力､らzぅ) 

施象の基磯を震えプ・蝿換か:爽釿形式に闇係するから<・あわ 友挟§蕊桜 

も,その作采はと3I2表い､時aを要し その期同は歩くと雌'l教すべき汰 

分の正規仮期令にひとしい⑫

ト施ラン菜スブオ次ルマ密棋ン

施系変換は暫灰的施采で・あわ 叉新乃式の茨爽疎くし< 現在の施乗を 

イ也の施兼形式に変え〃幸を鰍すわと連は､施策茨鼠を特ゎ盤ぱなら麹 択恢 

言旅施策力､wら一脅言妹施策に茨換すみこ叫或 椴娘で爽際上のｶil鋤なさ作 
業で､為り.‘はぐ腫久的の懲永竜仏っにすぎ独力くしの反対に一貧高榊、 

ら釈ｲｸ高赫､へ・弓及挟は〃､らく気術.冬』,1'i､､,､患 こ肌.が考慮制/L47のは.そ 

の綴､分､"t気象善の主ぞ＃l.."K ""今とき 版.つく,錨八件が一首高猟の威次に 

永溺で､あわ場今で.あみ とくに､li岳地区のﾉ獄地遥ﾙホ(松大些猟)の錫今に 

多い｡,この目的のたぁに,<直継／クーーラグベ"ルfシt潅威の挑>の茨噴く､挑内に 

′}､ぐな技糺乞つくソ 一斉挑型乞戚みことら恋えらふし'”わ"ぐ,との尋.送|式 

現在My塑の下で繁栄歩未だ可能であみ＃紛学剛'!杓概念の蝋姓IZ #&､f 
のだ かよう灘処理|j«その緋介が(直経J'う､､夕1天へヒ裟ユ忽チCW1.の桃)の紋簡IZ連含 

み雲､<延期すみがよいラユヌ､ヒュテカ､必この施系鷺i.土じ､鋤<,淡嶋を立木巻
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執立せしあく.そのルk分与刺・尺 下痢,腹にみちがく､こと方ぐ可能で・あわ 潅 

樹が撒きたら,1,4底孔ぞ､易!ナ<その諦に恥く・ふき為庇.えゎ｡ その孔はす 

こしす.つ大きくし<'ヤくのくあと 讃生した〃幻討水上木の幹毒お主い､下 

木奪でえざるのIZ十分な櫃威撰し/乙盈‘うば､,そ1,«ら上木が強健で､立木状態 

ぞ鋪すわと造,択伐妹型への誘導は鼠好く､ゐゐときえよク。どのよクな 

手法令とらにしても,亥挟は授期向の推衆で.あみ えず､その手法水すべて 

の頁地力､らみ<適当<・あわ力､ピクか､逢爽定しき､1州'Lばならない• そ』'“､な 

ぐれた後にはじあく 以下の孝興が考慮さ乢乙 卸ちその組織的遼択に対 

して犠牲の生,じ弾いこと,現爽の汰分、といクよりも､しる理想とすわ妹分の 

力同/Z森ﾙk宅施衆すわこと。

施コンペ策ル潅うヨ換ン

施条転換とは現在の爽苅方式巻・他の爽新方式に茨叉すゎよクに,現禰の 

施乗ヵ式乞茨えることきのぞ.むとも その対・象となった汰分謹奴扱う一煙 

の哲良的施策法で､あわ もつと芯重要な施乗聴棋のケースはキ妹遂高林に 

変えみこzで.あみ その中挑がブナ乞王体とすゎ賜今は 択伐高挑および 

一昔島林のどちらの林型にみちがくの〃<崎-ましい力、が同鯉となる。こ肌に 

反して,中株がナラ諾主とすわとさば一煮高方M､疎開誇沐<／クーー/3－年お 

きに除同伐を爽施すみ笥汰)のいすA'Lを目的こすみ力､が論識4,|'(-ること化 

な〃・玖祇 一煮喬挑への躯換 択伐喬林への聴換の順に詳述すみ。

一衞局妹への施策転換と|ょ 特に調笥叉莉のﾙﾄ介謹漣.ご;-爽苅の称分に変 

えるとYで.あみ。この取醤力くいわけ'々転換客檎威す・ゐ抄ので､,そ肌は低挑 
の落勃溌秋少でせく,反対に鐇樹の謀ぞ,3,雲す予備的絢勃により可能に産 

みので､あわ 施衆認狭は子』'(誉構成す葱作兼の特性/てしたがって三､杖階'2 

分つ

謙一賦偕 中赫､の哲尺的伐採

、

グ

戸 凸一一四 ユ
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鐘減少がみとぁら肌わが‘こ乳は慎倒的な中株施象に反勃審蝕たらした。 

修汰の活勃を宏冬えた結采とおもlつれるが上木I主藷生してきた.そして人 

之は上木宅増加ミせて来たのであわ 施衆渥換により添珍懲潰的鞭鮭戦牲<ｲ炎 

藤の減ク)がす<・ 12前有名の承諮を得くいわりで,掻煮的見地からも造撚 

釣見地から沙,施糸転棋への道は多くの森林に関してと人らけ-てきていら・ 

痢盛の如く,法正妹分きつくわた必/Zは,雄糸撤棋客嫡成ずわ一一つの作衆 

僅沸分の一蒻衆区で､え3した検<・なけ・j4-ぱ,その作認導他の筆莱副Z./,kj､ 

冤灸施し将哩い(訳註,林分馨いくつかの剖介邪は拳莱迅にﾙつI1.て,その 

‘刺【対して順々に施施衆衆濯換の芯賦階作菜篭割当言<<ゆくこと.)Zいう. 

溺進的手法が要求<肌珍 しかしな力詩ら力•よクな原則的手法が.擬状の森 

沈にﾋ・こて､&適合すわとはおも』っ弧ない このため すて､IZ上木が増力ひし 
rをくいを森挑宅,押茨､高汰刑＼は群ﾉ|父謁汰/z"<手激が今日みと坊ら肌て 

篭くいら 上水､が増加した森林.はう・でに′(中休の曹災狗伐採〃が終､っ左紋・ 

鰯とみ延しうみの<､‘完全な施兼私快に達するたぁIぴま孑侭的伐採上施施衆兼 
弘換伐猟<即ち下濯伐)をすべての伐区に爽竹す赦ぱよいと恩jっ弧わ 薊

『Ⅱ 
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涛三欣階 孑傭的伐採

孝沐施菜迄裁早矢施し春いと火炎した部分<叙説,1､飛車菜akr) 
には期待期同が誤けら肌わ しの洲同のクちに下木たらｨ邸fは走熟化し、 

次いて・演筑と‘2)競争髭おぞ汎みことなく下潅爽苅が可能|〔ばらし力､しそ 

の走熱化の同に下水低猟力､廃乗ミ弧〃わ'ﾅ・て・はない 漸進前に排ぐ毎|翻笥 

墾埋をすず餓尋味上も籟謙の老～乞乞除去し,だ・んだんZ<<浦笥生』、 
経木高猟’の姿に誘導や乳ら 同時に上木につい<は洲災急すすめ均表

頃や 弱永蒋非常に古い木は験去でjﾉLみが‘こ』/LらIま,ﾉ後混そ』'LI2期椅ミl'L冶母

樹としての枚割き嵐剴・みことができないのだ ナラの上木で・梢蜥部*X<
3の魁蒜去苓,Kわ。この湖l司におこZ"っﾙﾉしみ伐株落手儲的欣猟と言シカ、 

よシに・し<泳型は救沙く肩総jZ迫つ・<つぐ為わ、

一 第三象潜 施絢封英磯採、

遍 そダル崎力<下種状態'てまで､促進せし必ら弧.た漁ら. 笥妹の施衆凍則〔狭

って今鯵炊夷訴により施衆すらこと!Z灘診.Ll'(,か:単旙､的迩施衆繼狭伐嫌で 

ある”中株の哲良的,伐採､Z蒲備酌夜桃触,中泳腿:鴇の婦令よりも少通い収

u, 乙穫墓持つ。そ今ために 旋素髭.換皇開始ぅ・ゎ菰に‘擬汰爾有者が城の資本 

増加のえ坊|〔諏街巻菟捨すらとどぞ姪署とすみのぐ､あわ

し一一
ー～ |’

<

~

|・′

凸日
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慣習的なこと好ある水.加惣会狗演に減し<・一画のみ‘2)伐採竜汰<施衆 

謹挟琴企画すみことはない。 竺旅と経j秀の両力の理由力､ら,転淡は年次別 

に分割し割当てら』/u久ば.巡ら鍼 そし<叙十年厨,いくつかの'1､細坤汰 

旋系.ル重し新らしい指辱方針水与えら爪友字淋施衆諾継銑せ』4ぱ底ら域 

まず中妹の更新期が糸たこ室に 上木に)割しては菊の次置き方えて罫尉の 

教奄増加させわくく努力し,下水九ゎ低汰I2寓してはそ舩水も有す乃面淡 

一を減じ,その強健さ急減鮫すら息と享考え〃 卸ち,で'連らだけ上木きふ 

雫すことで､ある こ八水中妹の誓久的桜桃で‘あわ

-25－

乾力では正規高妹は楼虹した舛一等窃紺本人ｿつくら,VLた一肴挑型で､あと○ 

迄の同々､力K分､きつくゎ只鋤ｨ幻惑泳妹令峰に対して同時に爽施ミれらので遼 

< 年次〃|に割当てらj'〔わということが必要である。誕換により生ず急換 

失を哀い期同の上に分散してきII当て 宍新の連焼き罐爽にすわ方送水災認 

さ弧阻ばとら唾い この点竜考えて 殆営一世紀以前刀､ら,駄汰譜いくつ 

かの今附加ま孝栄区に分割して その為、々カミ上述の諸作衆達急段階ぞ道つ 

ぎ農詞することが続けら汎てし､わ 急樹穫に固有の性吹砦考慮して施兼す 

る進ら孝系区は好誇系老縛ら」'しみ
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ノ沢ｲ炎笥妹及び群状高朧、の旅_衆謹棋も考慮冬批てい毒 高挑からの生産 

勃>ｸ電梱値g増して砕くのif風しく この／グ年岡に園立つ低挑圭/聖隣の紬
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速の手法は駄挑ぞいくう〃､に分割し その息々に一連の作条宝段階患逢っ 

てすずあてずくらだ"ぐ.根/伐喬林への作尭は同一,l､班のヤで､－群脚t忍僻 

築き実行すわ

え熟化した低泳の脇12は,隙似 同伐 状ｲ炎など.が適宜あら1つ乳<くわ 

即ち.こ肌は.あわ笥渡‘2)上にすべての性風")作糸謹衆中きせることにな 

み 多賦多昌旅型に転挟する乙刎幻叉<群状)高妹誘等のｶ'1a14,規狩の 

経理の,いかなる混乱もおこさず.に臭何できゐことにある 低挑の桟類訴 

縦糸は｡zざ-～タグ年の撚分に対して.は〃その,｝、班内に週宣教災さ汎及詳ご 

とに／グーノな津の回帰年で､択微､髻爽施すわらと窪以て‘〃t未の施蕊に夜 

えみことホでさわ◎

針アン莱レチ樹､ス詣<狭ン<樹濯転換)

中挑から高汰に施乗湛換をすすめみに当り 妾力、八少"､肌針-集樹|〔よ壱 

樹樫交恢が考慮も肌る湯合力ぐあわ◎ 低挑ならびに食掴な這|ｺ桃につい<樹謹 

転挟幕すず坊わことが多く産って違てぃわ 糊鯉蛎択はフランス<・は本膜 

的漁重要性ぞもっていみ ゎ賦ゎ肌の森林のフク％は,z､乗樹であり.ふっ 

その大部分は,1､経水し力､生産せず.この価値と利閑可能性は斯減していや 

のである。よく選択ミ｣4.た針乗猫の野入|式 己八らの林分さ樫し<改良す 

ることが巡糸よ夕 針広混父挑をつくわにし,でも,え全灘針系樹ﾙk分で､置 
き力､えわにしえも。 ,

この際,樹濯としては陰樹スは半陰桝力割糸荊で』'L〃のが好ましい,・低終、 

皆伐直後の伐那獄地には 陽樹とくに<シ類薯植_えょクという気持水おこ 

る"ぐ,この場合は成表迅逮な樹濯ぐ例えば､日本力うぐシ)を侠用す〃崎に 

のみ例外的rZ成功奪待みこと水で違わ‘なぜ・鄭ら議水よりも成狭迅速な淘 

練調亥との間に競争〃ぐおこみ力､らて､あって.豚‘,満雄竹に成功すわI［ば、娯 

斯勵規員'i垂,しく下刈馨線退きなけ｣ヘぱ進ら藤い こ力(は賞用が高くつくt、
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ので為〃若い力､又は通榊人令の,低泳令帯淡に皆咲し、ここに陽樹毒ｼえ 

るの'4,下刈の冒双"ぐ妾く箕月”､力、"､諺のぐ、<,鋤"べきだ、‐ﾄﾒ'Iなくして 

は半陽樹の場合も司練Iz失蝋すわ。但し 魂,在失職中の擬械的,化学的処 

謹方法.とく12化学的-ﾄﾒII法が発逮す』'Lば 将来はこの恵兇書訂正せ脳ば 

な〃まい

と乳IZ反し<,陰獅久'よ半陰樹の猟雨は棟談伐<訳謹 陰澗に都合のよ、 

ぃ庇減きあたぇゎよクに部分静に伐猟すみ二と.)の手まによゎ針蕊赫瀧 

狭私可能にすわ この手法につい<は以下の如き凍則が適用苓久わ。即ち.

めﾉ紬、劉炎開して針築j鋤<モミ類が豪ぃ>尭蒔入し,漸進釣にこの虎 

陰そ胴いてけく庇陰の威令/よ綾樹に十分なだきあたえ,その蕾本書寒 

害より係議し.識健迩籟弐の多発ぞjつぐえるよクに加減すゐ。

み)他力,針乗樹蛎挟の<時圃的)経過ﾉ2.つﾒ'Lて,戎採iてよわ鏑害老減 

じ,モミの成農ぞ阻筈せ銭よクi乞 いろ、､ふな手法が灘ぜ､らj'しわ。 ‐
織濯転換の宍施に磯してI式ぞの低林入は中加赦正規の伐顛々､に唾､､泳 

冷に達してい〃ことが必要で、為る 伐期会､i之近い旅ﾐ、に魁したとき‘′泳談 

戎として.イ鋤永宅ﾌfak当り琴,,～/鷹〃,本残して猟採すみ｡"宅林導､らﾉ望 
久さ底上木|まずくて隙去伐猟し、箔ぃ通直な上木だけ戒ず。なぜなら・大 

きな上木は非常に久きな庇陰竜あたえ‘後になつく伐採すI'L感紋薯語泌さ 

おこすからで､あわ との係誤伐の為とに錠(、て すぐ､/2植付をおZヰク 

埴付殿劇ま平均し<伽当り／fククク～.Z.ククク本であわ。すべてのﾉZ､郷t 

の消滅鷺目的とすることも稀に存在する。規則正しく距離皇おいた術4K操 
蝿<卿〔‘植えない)譜談.す習慣カミ昔及することは壁ましい.こI'Lによツ 
っぅ4伐猟の生産物を撤去すゎことが恵易に庭ゎ｡ この除夜<訳荻,萄太 

が久きぐならにつ乳<広菜ﾙｩ悦伐ワす力､して'ﾀ,くことを指すのであるシ・) 

はルー／〃年の輸枚.期で､笑施さ)'Lみ

二 －－』可

、
1

１
１

虫

グ
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通常の山地で・は乙Z'乞拠ノ呈鯵左"tgﾉ"を一駁に侠用すら平地ならば、 

〃ん:〃 苑〃一乞〃"しαｸz"沙乙〃zαが侠詞で・もわ さらに肥沃黙土地通ら, 

韓 
角

陸 たここzﾌは,モミと同線Izat迄諺Z-"ｸ乙cとZa－aが猟用<汎符な

特殊江"IIは,フラン入南半瓠の暑い地区にあわピユブサンナク<Q"必乞一 

α"af週乙乙,ﾌ2忽)の抵抓で,ある Zﾙuよ撤して鯛木であり,なぐ・の撞 

付はCしと趣哩"ﾉだ‘ﾚｼｼ庇と基疋がよい

.漸進碕恵係談伐によゎ樹潅潅換は氷滞に鯉炎で､ある し力､し嵐がら演興I I 
正しい注懲と連続的伐猟奪矢施す〃た錫に,潅練な労仇力忽陛妥とする惨 

また激減の売狩不振は椋該夜型式によゎ漸進伽災猟ぞしばしば困髪IZし, 

賞用竪言必み ぞのた品IZ適正伐期を逸して転換享火駅にみちびく可能性 
すら生ず､ろのである

〆

鈩

11写,
,1,■

＃

ゴ be

雛

tラー堀ロヘ3J

追遮

‐〆

拳幾睾…“_…=…_産鰹塾X i=_gERz., 手一一・茸=｡ 巳 等 一一勺 － 一
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森撚の保護を L、っ がに改良

現在の殊挑'4.必は背／8世紀のそれではない伊 かつての;珠挑は難戦の 

震園主・旗人・用掻權名の約鍔によって,所謂‘‘ミツバヲーの菜'»であった 

燕k周辺<・未乙なわ肌た横娯は,今、で・は箔と､符在しない。し力､し,.この事 
は,人同水,珠妹謹自然の手/2委恩たといクことで・はなく,息淋木!よその生 

鼻期同を通じて何回も調査ぐれ.そ肌暮鮭淵する力､見捨てゎヵ､塞次すらた 

刎2伐採の極印剰丁た肌な ぐ‘ぅに成哀謹恢腱し,ラうぺ、奪侭も.生産 

力と材直の増大をはかり.多溜多猟の敵IZ対しての‘係談策江と､,重要な社 

孝が夷行く肌みの<・ある＠

秒文ぞ山岳地帝に周すわ特殊な作衆は万'1として=森ﾙﾗkの係談と猟浅につ 

いて,以下の諸事興匙認め々ことカミ出来よぅ

l)山火事対策 例火線,城屈地(単髻刈‘ノス又ｿ、掘りおこし,耕作す

るZと＆あわ。), 淫楼,門准啄と､の建談,発生したjk災l2対す〃消火 
イf象‘仮の井アカ､らの湯水作衆

2)繩の露力､2棟談すらこと 大小の勃物たち,即ち’箱､鹿・兎, 
篇,系凝な2-の考薯防ぐ12は金銅,電気側 アルミ円筒,ガ､力､L,忌避 1朝G口 黙 

制,嘉飼,鼠を俵用する 昆虫IZ対し<I弍鋼木.駆虫賞I1<乙肌は人力期 ﾋ’
動力IZより,撒布臓 ガス発生患”榴騨宅用k､<撒布また趣演務ぐ』'Lゑ>

グィルス病凉体の撤術,恋どの手段"く有効だ－、0 亜耳

殻

3>雄つくって衛生的にすみ率 乙机は人力または澱域力で掘削する,

二次の爪恵椅っ鋤・久掘椴 韓掘撒水活動する ・

4)土脚耕綴‘即ち地表錨で力､さま1つすこと このたあ,永きつけ ‐ 

例‘聯をつけた蛾‘沸土悉くローヌベーターの頚),カルチベーダ 里 

ー,ローターぐり‘ソパーによゐ深耕ﾌ7式,が採荊＄机 歩道のえ備炊は

’卓誼弘

彊 空 守や

匪 重堂-－. • 垂 =堂饅夢－－－錘

俎
ーー－ － 一
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つとめ‘戒良策22研究して1湾､ろ

汰菜蔵減化は.江お諺､藍つ令搬を:ざつくいみ 国象惑、ﾉ旅基金は森林鼠農 

作柔に非帝に協力している 部r ぞル(/よぺ掌‘クヶ前叺上の苗畑とう刀‘‐ 

奇抜の連年値教室割禾杓していみ。娘裁|土主とし<ランド､・ジロンド､. 

kルk-ニユ,ゴレーズの怠地< j;こ遮斗つ批,補助金腿よるものが憂い。 

その他,祢直エ孝など・もあわ 国泳駄沐基金刀､らの補助金巻とくに薇要し 

てい〃請県は,私有妹ではゴレーズ､.アベイロン,ドルド､一二1,ピュイ 

ドk－ム。公有林<・はピュイドドーム ざ:ニラ.朕ルドーニュ.／夕､“‐ 
年狄未〃ブス､す伽以上の挑道,-2タン壜.Zく,("()入上の防火線が災談苓肌‘三万 

タ手勉が凰残力､ら係談さﾒﾉ(た。／夕窪ァ黛一香>ｼく糸.夛望〃億フラン以上 

が潟貢ぐ汎ていわ・′今､後は不合理な雄大造泳奏兼・箔に散,在した塊犬'豊挑は 

さけ〃よｼに通ろう。乙汎は広蝿圏に1つたり減験巻組織するざので・為って, 

必国森妹の旅相は一波すわ&のとｲ言ぜら｣'し,参 この国家森挑塾金は諸外国 ー 

にその範ぞ求めた‘ので､あった

M､し専がら,為すべき多くの顎か まだ銭冬‘{,(・ている タクク刀勉>X上 

の荒地Y//eZ刀迄乎勉の転淡すべき低ﾙk奉毒の対象で,為〃・フク年剛乞 

7〃万心の林力を同摸し,ケク乃心につ、、て:味林の価値幕高め 雲ノカか 
jz窒挑し.さ〃〔旅地外造林ぞ／クカ地爽施すゎこどき考慮中で､あわ。蕪 

論,場所と・とに指導きれわ捌濯迭択<・良ｵｵを産し得ぬところで｡/fナラ宝す 

ぐ〃。) 樹灌遮換,採灌園でのエ‘ノート准手生産。寺の努力は引統いて 
方らとわ』/している

要す〃に,妹失枚術は手労仇<不刈 根扶徐去),溌械労ﾉｨｶ<耕纒,鈎 

/Zよみ耕起,茨険去) イヒ学的誕哩<粘戒剤 ネズミ退治)など客彪要と 

し<〃)‘>ぐ力ぐては,、‘ノコプターがこﾙtらの労鈎のいくつ力､巻 恐らく塔、 

" 12すわ‘のY患わ汎〃 現在必,この溌械は窒婆な狭割き演じていみの

、
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力､ら乢珍◎ ヴ

5)雄草・樹木の飯 寄生植物I2埼すわ斗争 こ"uj､草ﾒ'｣、蝋手さ狭っ 

ての掻起し,緯で・シメ顔盈打ちのめすこと,隙草<除算荊,ブッシュク 

リノーナー,根部掻取徐去なと・によ〃 ) >ffr､の手脚zよ〃 現在の上こ 

ろ.息濯の状態IZ謝して.直用すべき波j隊ぞ正罐'て適用すら己W2つと 

坊ていみ鼓中て.あと

6)あわ撒濯の技採 たとえば、アカシテ､ クリ

7)蓄鯛除草 こ弧は隙聿剤の演務:ぐ塗布により 石油将ブ､タソガスで 

の焼却により厳くl/しわ 港ぃ蓄木は,たえず偶発的|〔再生す馴触<イ 

バラ,ヤマナラン)力､ら鋲よすわ/ｾ必にも除草碁概要こすわ

8)遇謡吹態からの解放 乙汎は老い挑分に対して産冬乳吻,賞用が贄 

くついて升II釜の海い間伐で・あわ そのほ"､,下太の除去,放打<ドウブ 

ラスブアーが例)。

9>直搭(薪濯ぐ弧た帝の上 人は,1,ポットI2なミ肌わ｡),脳付く鋤. 

ツルノ、シ,乏一ヌード､ソル ーZ}1はポーヌブルもしくはトラクターに 

のせ〃一>,その他.針衆樹尋入 列ｿ憾夫狭.下層広梁撒の等入I2 4< 
み生理学的玖徴

'6)硫酸法によ〃松脂生産の増加

||)適蕗蜘爵 砂ｽ1個錨 プスプノル|､蝋裟

'2)撤去膳成訣 即ち索道,上場 鞠には擁ﾙﾄ鉄道江どの旗役

以上述べてきた専門爾譜は撚味篭煉・撫巡ので.,泳挑"<膳裟とす患困苦に 

瀕しご十分な考察諾与えたとは老い灘い せ間--砿<､ば鞭鍬加1旗適して 

か(毒,､.<も成彦､すみも‘ろく・為!),撫沸懲瞳撫挑腿対して公く感償的k滋意L 

力､私ってし､通、､の/と。”といクまちがった老ﾉｬｶｹぐ,未だに非滞に瀧村l 

でいみ 現宍には,薇v＃永冨/乞ちは黙々として勧さ 森祢皇銭補す為ととIと 

ヤ 
ダ 

ー ーーー
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１
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一
が
一



鐵ﾎIf柔化化学象畠鷺ｽII潮すら車は漸次昔・次しつつ為ソ‘化琴鍛墓の達 

謝2対す〃族幼は十分に価値かノヒ誕必ら肌え,ふなリの場合､.こ肌ら桑 

割I螺東労枕力の不笈竜圭逢なクこと水可能であみ この労力不叉は.八 

可避の幽緋菜‘とくに議潤麺,魑付地で・の除寧作衆逹困羅にし不可能にし 

てい〃・除草都の侠用炊術臥糸だえ全とはさい寵U､水.わ』'(加弧は.漣爽 
近なワノt吹術罫指滴ずわﾉ〔とど鋤迄い

旅謝|の一奴的性絡

旅報II I2よﾂ‘対象となる植生/2より.除草鳶'lの侠凝法は茨わ.大制し

すらが‘他のあみ植生は液筈をクけ.ないといぅ効力巻有し、特にi堂j童洲ﾉz椒'俵
用して利益があわ 一般に久 学.ざ‐｢の治で､呼ば弧勿,兵・裟・さトリ 
クロロフエノキシアセヲーツク験は唆択性除草剤の一つで.為り.こ''しに灰し

髪択挫く.ある し力､し除草剤の作用すわ型式がと.のよｼであみクビも,徐 
掌抑Iの有効性I棚威<溶液M液の湯今),施調璽健哩湖に撤する“

一

－

b•

〆

驚暢易Z7｡ 、

鬼の処理朔'よ。又 傘 ぷ1-の)易今特に璽妥であみ｡"除掌評I建乗､ど渕珠 
/z貧鶏したり‘切株に築痢ぞ塗布した‘ノして侠規すゐ。そ肌が有効4'"12

愛すべき植生の内郭に迄 除草剤を疹騒せし必珍友泌ﾉ2は石油糸の溶液に 
せ脚灘ら域

維地に対す勿施調

加幽IZ対すら脈章#1lの使用は漸次､貴く通ってきてL,わ"ぐ,捜羅のところ

、

漣
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だ
0

このよう/2搦沸鬼規菱し よ'ﾉ拱く生､産的ならしめ〃拳水,獅總の

採集通ので.ある
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林地除草剤の 際



は次の孝涙解決に限ら肌ていみ、 ィ)イ皀妹.切職の諒笥抑制スは姑双 ロ) 

茨の戚壊 ,、)菅ﾒ胃ス感造猟地での遼択的隙隼り 茨×ど低洲と対して施扇 

す〃にば.木負.半木負‘ぅ植生に対して有効嵐除草荊勇使用せ』Qぱならず. 

塁,4Z,4Tはその遼択性の奴に承3有効なZのの一つく､為る.乗にE貞嘉 

したり河妹に肥還したワす』'(‘は服郭まで港過し その腫物の代鋤節臨月≦ 

わす と弧は木本植生に対しては-2.掌pよソZ活動的であり.そのた巧 

に,1 卒pと塁.α・ざTの混合旅享荊Z作ら,{'してい〃のだ水•わ肌ゎ 

肌は,具 攻.を丁のみを含む濃話の使用髻,造林作衆に肉してはおすす 

功したい。乙久は,ぐまざまなエステルの形<、市欺ぐ肌ていわ・一倣蔚窓 

伎用の型式は‘置換性峨の漂庚に炊存せ腱ぱなら底いO この､商衆的主産物 
は／2当ソの置換性酸の重きその恩悪の上に明記していみのが昔圃<、為る

2"4・5 TIて対すわ樹雇万II担"11* 、

涙も通用す々樹潅'2ついて,詳述すわ
<非抵"i性樹種)

イスアカシヤ,カンパ,』、ンノキ,ヤマナラシ,ポプラ,ハラ・バミ・ 

ニレ.イバラ.エニラダ、,、!)エニラダ グロィバラ・ミズ等
(櫓瓶性中蒲の樹潅)

プカシデ〆シナノキ.カエデ,フ1ﾉ‘ヤクーギ,ヒース‘ミルテ,′イポ父 
ガマヌ:､ミ

<抵板性諸種)

トネソゴ,ナラ,ブ.ナ,針衆樹<力うくツを除く)

兼抵"f性樹濯は,蓋按性鮫/､j~ク′を／ククどの水にヒカ、し<鎮務す執 

ば験猿すわ足.とがで.‘きみ 抵"i佳中縄の桝灌は,遡換性砿ペクヅダヘ兵よタ 

デを／ククどの水にと力､I=た該威乏汲壊スは抑制*.!ヘゐ この賜舎′そり 

上天に雲雀増して&漁錨が輝い⑥ 抵抓'陸鐡濯は加蓮択性のスルファマット

申
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ダン毛ニクムで､無理すみ r.)1 1j､慧哩に代澗4乢お非送j尺挫隙単剤で､概し 

て高価で.あみ 可漁性繕為渡く..あつく,水溶戒の噴霧カミ可能で.あみ刀く,こ 

の蕊＃|の主要な利益は,切鮮.､今上にこ豐,副体の箔蒲蝋逐施用すゐ索に為るO

剥旅|〔対すら鯉哩 、

伐採し/zその月のｼち/〔,皇,掌 ざ丁の滝､表<置換性殿ノア竜／とに 

こがす。)も喚務す-わ"､‘刷毛ぐ塗茄すら。この湯令.樹液の外側に拠理 

すらこさ.大きな旅に処理づわ時は,石油窓苛腱用Rj､.我撒水哀に宍打ぐれ 

〃とら水溶茨とする。八期に水溶液毒施､用するときは粘死幼釆はえ公で､な 

い,施周に当ってはI刀断麹だIナ<､なく 切抹の,地際力､らの目12つくす 
、

べての部分'て拠狸すらを要すわ.切猟<瀕口？)'て対すわ拠理は切競面が 

十分な蜘口<直継/eZ～/､j-c"i>久上>竜示す場合IZ限り艘宍に有効で.あつ 

く・切断旬の位置を高くし その根株の全体に筵理すら事によって<密生 

')､松ﾉKの湯合,-Z""疋の点で切断すわ。) 切断・画の不ｲｰ分なことぞおぎな 
うこと水て.きる。樹.液上昇時には誕理↓ないO

ガ1I法こして,伐採割日に切断面壱V型I2-つくり そこへ圏俸のアンメイ
一

ト.もおく 介鬘は／〃年生<､大さじ／猟く釣／｡2多), ／､j-年生で､｡Z郷。 

そ伽.以上､I(＃八ば；切旅の周囲に爪細エ灘切口発つくり その中に固体ア 

ンX-卜を挿入する｡ 樹液上昇時は避けゎこr・アンメートの侠用'よ水溶 
燕獅より‘高くつく。こ弧"<有効なのは』次の場合<､あゐ。水が将ら｣'し 

靴､こき.切旅が非,制乞淡E急してぃゎ時,-2・塗 ､ TI2対すゎｵ帥1脚封 

潅に施用すわ時′

原価14切妹の大きさ 騒生風 分布ﾉz被って異ゎ>O >く下いずれ鮎伐猟賞 

ぞ分散塚い 異 掌 ぐ丁を切泳)と塗布入は鋲務すみ貧閑は 石油にと力、 

す時は惣笥リ､j-"/V/こ～／クク/VF <//Wニーンーヲ円>, 水にとかす時は 

〃封リーヲク〃Fヘケグ./VF ff｡あみ フ"ン×一卜,決凋の場合は／株割り約



－－
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αク､ｱ〃F～〃､〃4/VFであわ

調質に対すみ縄理

原理的には茨に対す〃拠理と同一であるかく,灘理にさらす朔)司は茨よソ 

仏展｡く,適用時期'よ同じ・で､あわ 浦筑ホグbj~派～／次に伸びた時に喚霧す 

らのがよく,枚採後／－=2年でこの大きく;に達する 継批性ﾉ〔肉すら知識 

はここで・も峰妥であう<,溶液の穀農宅増大することにより.・効釆萄尽結 

死乞増加させ〃孝奪期待すらのは無理で・あわ アカシデk対する籏近の誕

一 理"11乞見わと..Z・塗.ざT置換性酸.-Z芽〃’を／グクどの水にと’、した 

識虞が限界で.,こ肌以上の潅劇Zしても,描死率は同一<、かえって非抵 

椀挫樹憩の衆を蒸らせ,植物体の中艇除草剤が族議し塚いぅらltしお汎て 
し談う,この万法で・は非抵抗性諺憾の,戒壊効果はあわ力ぐ,その,他の樹浬K 

対しては抑制効果だけで為"わ。すでに為釧4-てさ/と手滞仇除草の場合上同 
じ手法により.萌謝の繁茂が上力に伸びず,にひろ力くって'ずくことき蕊認す 

る水,この現象は,駆除カミ困潅迩隼のカーペゾ|､の発塵召孑踊するために。 

さわあく荊墨あわ沙のであわ
〆・ィ 茨の戚壌

多くの半太負植生は父、蜜.JTの墳霧で退治で・さわ 植生の鼠盛期< 

＆月や下旬,3月),とくに暑い跨期で雨雫務のない場ｼ合､に,性急泳ぐ十 

分に戚舟姥。植生力唾生しくいる場,台､,筵,ょ平均屋力/,～"z,甥蠅黒の 
や 悪臭ぞ侠黒のこと。施用すべき面猿が人きく騨化ぱ,肯負式葛､臭jま夏捨<

斑け弧"ばならない。菅負式の能力は／人ﾉ'臼三〃,ｸｰ‘ ね雪りのff｢薯水璽 

Iよゲクク～/：､ﾉｰｸｸｾ で適合.しない 大規模な場今!上 特珠な淡く銭舗ミ 

一・ j'L/z会議<鐵負)に依穐せ脇ば､座!うとい し力､し次から大型添具によら議 

写 薪は. 現在&Z)ところ.孝奴のすぐ塚lj､土地.十,かに暖い地面でのみ可能で 

あみ

蕊
ー 今ニーq ‐頁.一砦包 一 明

ー

一
8

-37－

.Z・4・j-Tの;誤及は'狼壊すベミ桝睡の'健脚zよゐ。もっとも非抵坑性 

の濁漣なら置換性破／‘ 〃′秀‘､}､, ジグどに毒、辞した液で.良い。ぐぞ抵挽 

住み〃燐種に対し<ば 稀<はあみ"<瀕質挫鑛ぺま′′>ｽ上奪水／ククゼ 

にと力､した期負とせ”､ばなら雌場今&為‘ﾉ得る。喚霧すべき漁次重は,処 

理封象植生の全体の蔓に原i総う.な慾今で､ 習慣的(て植生／派当りα夕.とで、 

易〃花乳挟に平均草犬“す"〔の越生z；､らv負霧殺は企当り〆よ〃〃どく 

／",〃"〃次z×αざ〃〔×観-ｦと=／:ざククーと/鞄α>毒・使用せ独ば､なら遼い◎ 

埴生水全面演髻縦復し< C､4L､溺合、には,フf風当り伏用童は道_宜減じて漣 

用すべきであみ ◎

原価

現在<／夕‘〃年>,施用諸貧頗は,施閑重／ど当り盆／クノV/どの平均 

樹必壱示してlv,る・この値に異 幸 ､』-Tの価掲暮・と当り雲〃〃Fとみて 

荊加すら。この呈・α・吋Tは／"と当ソ適挟挫酸′／ぷ多琶含逃､沙のだ。

<例)ん当り/f PZクク2を施閑し,殺庚は／ククどの水IZ/､j-〃〆の置 

狭性歎き窓解すゎものとす』'Lぱ

施用賞用 ／・2ククゼ×盆/"/VF: /望′/VF

・ 乗岳価ﾉ格、 ／星クク-2×αｸｸ.そ>く窪ｸﾉVF 'gﾉVF

党,α当り 望／ざ〃F

この処理の原,価は植生の高さ 密戻に応じて栢減で.泓珍。植生の言ミカく 

/沈圦脇乃ともには 一応 手でﾒ,|取って 新笂<頑筑>ヵぐ蜜,～ず'〃 

IZ達した時IZ施涜した万が継潤-的であわ。手労仇によみ除草尖り3,この 

化学的丸理の方が永銃性が為る。溌健な笥で､造撚すわ甥合は /回の化学 

的拠理<､十分に除草効果が上わことZあわ あわ狸の雅草<茨)に対して 

ば,"Z'α,､すTとeZ' ".pの混合除草剤力<効果的で､為る◎

と

■凸

ー
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選択的除草

現在検扇ぐ汎くい〃大部分の針条桝|土(カシー<ツ匙除く) >><fの朕 ‘ 

態<・‘・Z・"・ 3-丁に対し抵机性も,狩っていわ その年の新笥が完熟したと 

き,‐2,〃 含丁の譲庚が規欠量乞超過_しない上さく水／''2に対して 

遭換性蛾｡2.ククデ)。そのたぁ‘その年の航気が一'一分に狭イヒし.乗水未だ 
感じぐすいく抵抗性が弱い>真裏の膜にこの化琴的.処製ぞ爽禰すわ 筆談 

をすべて避1ｹよクヒ希髪するならば,拠理の時期と譲及の制限は放望にき 

らねばならない。使用ぐjﾉしわこの寒い誤戻で､,瓜染織の為ﾉIg&のは戚綴さ 

汎‘その他の大部分は戒浅草抑制で;しlろで､あろう。Z,".jTの効系水 

教昇伺碇くた坊'て,手労仙l2よ〃連続.的な旅隼と殆ど､同じ効系が、より少 
窪い賞用幡刎.るよｸになみ。その他この壁択的無理'“ﾒ峨峨斑 
すわ草質植生の一部.とくに茨に影智惣与えみ, 
不幸こなのこ処と理に|.望氷.本よ科り植大物さは延｡発Z展と窪呼ば汎j-わT未に来対のし方て式不を感燃症或です､ゐあもるの緒だ論。と 

一 して,イと雰鯨除草枚術は称素人の手中に有ヵな兵悉急あたえるもので､,こ

の侠用に当って/よ十分な明系<鍬兇)を»ｼ<<為劒,L風ば・なら唾ぃ

1
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農脈牧均衡ノミ周する諸問題

(訳註) 仏国妹学会謎／夕ごcZ年､ｦ河手/Z アンスイ蓉林署のﾉｰ、ブ

ラニヤ氏が“渓株妓均衡－ザ水.ア地方の爽施例一､,なわ論久零発表し 、

た水,こj7(に対して洽水山泳挟加ルイ.バード､ル氏は同終／夕ざ｡Z年冴月

考読看測2氏の師説き狭満した。本渇ﾉよ,バードル氏ら奇滴ﾉてよみ3のの 

訳まであわ水,プラニヤ氏の諭犬の概要髻招介しておく。なおプラニヤ氏 

の論久'よ海外林栄争情調査貧料彬.ヶ窪一抹野斤発狩一ﾉ色'全父翻訳詔介 

してあわの<､参照＄肌左い

、

<プラニヤ氏の論久要旨)

震.林・炊の均衡とは 土地面頼誉掘”膜勝,駄泳に分割し,生態学的 

ﾉ乞景署の入件をそなえ,経清的祁発も可能なよクにすることで､あって,乙 

久は与えら1/LIZ場所と時同の娩囲内で､、ヨ魚と社く会の千歩によってもたら 

冬汎ゎ 誤称奴の均衡は仮の姿で､患易に娘奴わぢので､あみ。その歌淡は良 
さ忽糀ｸ影響と必要江収稜琴もたらすなら幸福力､っ有扇な＆のだ"ぐ,破談 

氷亀激力､っ瓶累J2為らわ汎みと皇は危険で､みるダ 均衡とは.力､ならずしも 
均等ということで疎い

譲・称・炊均衡l2周して ルィ・バーにル棋帥

‘誤妹奴均桝及びそのサボァ県の実例'>とR,､ク表題で､,/'3-Zr､-ｦ月 

の仏国妹学会誌に公表で肌た一章/ょ この維諾の読者/2対して,産にがし 

"ずの寿慮2Zゐたえわよクノビ泓に氷夜すわるので・あわ 〆下の箔考系は.鼓 

&乱多く洋同伽にヴ､オーヂュ山地アルサス側斜面に見ら｣'Lた淡誰の茨遥研究によ・ 

り虜示f汎たものだ 物ｼ(わ』,Lのヴォーチ､1山地は直大江アルプスに比す

ロ ｜’
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胸し,その反面ﾃzクズ以・f今占‘ら.と割,きばフ％に低不すわ この発展は、 

論遭前進‘ので.あって 誤甥の収.益性に蕊函する仏ので､あわ ／夕ざン 

劇燗ラオン地区継清活動委員会､< C・/4 〃・尺)によって爽施ぐ汎た 

詞盗妃よ肌ぱ‘ヴ.オーヂュ乳谷、で､は.誤果披孝君と彼の象族蓉穣クこと 

の可能な農園は全体の／ヶ％/zう・さ-な、、 平野部ではこ～の比牟は窯グズ 

へ〃zであわ 自立愁営水戒9$灸ぃ地万の乎野瓠遥,若lj､誤氏の比率 

‘亦敢犬<,あることは注目に値する<リー地区で､は箔い誤武の比率が 

久父3％であり,自立経碧誤團の比率はざ､アズで・為.ろ 〕 勿論‘すべ 

ての向題が欺政的な角戻才､らのみ研免さ肌松ぱ江ら〃Qというので､ばない 

が,若者たち水芳多くして得みこと少ぃ製国語見捨てと気持は容霧に理 

解し惠認す〃ことができょク なぜ､通ら.茨急ぐ平野部<､は蕊莱すらエ 

集水不断に労竹力宅要求して、､ろ力､らだ

収矛'l!陸が戒も低い誤園力ぐ殻初にすてら肌て昨く◎ そのた剛2荒蕪地は, 

緑アルプスよりも南部アルプスのガカぐ.高ド・クブ､高潔よりも南部ヂユラ 

の〃ぐ,そし<アルサスヂュラより3花崗岩ヴ､オーヂュの方が、多く涛 

在していた 平地と同様に山岳地方/Zついてる.緊采すゐ談兼は自ら屑 

続すゎ 誤系の祭朱力く竣衆価掲政策/・Zより人為的に維狩さ乳乃搦合､で､茜, 

満又すべき生産吹態の恩恵を球って、、る湯,合で、慾そぅなのだ。

消えてゆく裟園は限界的な誤園慰‘うで.あって 土地の不毛桂AXik"3) 

けわしき,久通ら不侭高くつ<生産原価などに塞困柵ので､あわ｡勿 

",i肌らの土地も／クク年前/t_は誤衆喪炊言粂としてのつ.とめを系し 

Zいたのだ"く,／今､日で､はもは雫.その機能宅所有してい恋し､ので､あり,こ 

八'よ儀潰的理由に＆こづく&ので､あわ 誤ﾉ林』文均綾了に岡して老及すわこ 

とば未虎に可能で.あるクか？ 均衡といク概念は静的座るので､‘以前に 

|ま農林奴均衡は実現苓肌ていためた.が,今日ではそ靴は多くの山岳地力

、

Q 」唾‐ 『
一一一 一 一一型
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j/uま.<訳誕 ザボ､ブ地力はアルプス山麓であら ) つつまい<?.力､で､”モ 

ク､ラの鰍'' IZずき.奪いﾉｸぐ‘わ』/uつ肌グオーナ､ユ人捜の急兇と.サボア地方 

に閏すゎプラニャ氏の意見の同に得在すみ相違は.単に高庚の相違に擶す 

べきもので､14､あるまい。と・の山地につし、<もおどろくべき現美が得在する○ 

歩〃昇爾にl4まだ大部分の山岳地読が非制z陳l鎖的な生活経蒋の経適の中 
に生涛し<来たので、あわが.／今､日.この経済嘩制は,大きくひらか肌た揃 

湯継潰の万向へと.励勉と貧望の中で・均衡認破嬢したの<・あと この均衡 

は永世紅の同に漸進的に実現さ肌<来たもので.あった その昔,､lｲ岳地請 

は貧困の中て.,子芽の生活に対して不可Xな要系で､ある永食の道逮得させ 

〃ここを必要こしていたィ友寺は国ﾀﾄに圭ら孝導のぞみもしな力､ったし, 

又､そ八は不可能なこと<､みった 渓ﾉ谷、と平脅に工築の緊朱さ等入し.と、 

こに％安価にパン々酒,桟料諸をもたらすことIZよって,／7世紀IZは或

一立しくいた山地の蔑桑的流1I用は今世紀には似善さ肌わに至った

その生産貢|式非常｛2高坊ら肌,労仇と生活に閏すゐ山地住武の状態水函 

罐にな・った力>らく.ある。何人力､の走人が､l_l向地の生活に剃君すらとしても. 

鐺者はエ場, 公務員j商菜IZ向って恢寺の生活水準諸高めていった。､lj e 
誤錫で’は謡者たちIZ敢早そのょク江生漕水準を確保すゎことがで､き唾いめ 

て・あわ。ウ､エイレ赦授が／'j-学年に述べたように.剛『的進歩'よ山岳埴 

‘常の反錨例に回懇しごいったので､あみ 以.-fのことが人々によって磯縄さ 

肌<いわ・

卸ち,言ライン地区グォーヂュ沃容で・は誤栄"榔君の丘禦％が3j-X )K 
上で､あわごと,坐クオ)人下の年令､は// %/Zすき､灘いこと 平野部ではこ 

,弧(を諭して・Zj-4-以､上は.Zj-～タグ認であり,鞍クオ､叺禾は／よ～久嘆舞 

鳴で､あわ。'､ブビレ,タン.々スボクの如き串ら12.工莞化‘した茨ﾉsでは,

‘ま夫泓上の農条縦､享I者の偽竣漿彼争者に対すみ割今はクヶ～“認と燭

一:‐‐睦－－.－－－塁一一一一=豊.図基上塾苧唖号 ー ‐‐■ ろ= ‐一
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を加え勉ば.ならないので・あわ 緒萄,山地にお1ケわ土地の合痩的侠用は瀧 

歩的潅目撮'2すぎ、厳いので.達すべき総萄の目線は平野の場合上同じく山 

岳地方住民の繁栄と,より良逢涛在で｡あるのだ こ』'しは富裕な山地では函 

溌な向題ではない。繁栄の中て・の均衡は,ポルタリエス'よモルトゥ両地違 

で.は牧・林の他にエ集髻加えて函雄なく宍現苓机<いわし,メケブ地邑で、 

lまツ,－リズムムとの同に均衡が爽現鋤/してぃゎ 山地の住民が,進歩的技撚 
一と今理的濁条猿構によって.生産に有利恵状態を殻大限IZIII用すらこビ書 
知悉していて.その上ミらに 国象的<スは国際的)柵総欧衆がそこで､よ 

き繁栄竜維持するというごとは少くとも艇要で､あわ

上ソ貧困な､lｲ地<・は；悲惨の原因は上嫉‘気候,地形な2,の不毛性と難 

燥にあわ その上地力ぐ,誤衆に侠雨できると恩1つ乳ら場合で､も‘とく＆副 

らわない生産貧のた刎z壊園は消失して｝すく°乙狐らの後継者のいない遼 
方で､は,平野水市威,反対して与える索の、宝来ないもの竜生産するよｼに篭 

力せ凪ば､なら底い。それは次の細き仏の<､あわ キャンプ,スキー,裏• 

タ レジャー』テ､ラックスなチーズ／將殊な工兼,木斌 新らし・い活勤皇焚慰

すゐかよシな.教傭は：食し:い山缶地方に孝福ぞひきよせﾙｭば､なら唾いのだ
•

展の方向b､の<､あわ 淡衆瑠奴笥楽'よ,と､こて､必そ,I'Lだけで､ﾉよ山地住武 

lt繁栄塔ひきよせわ己と力<出来江ぃO

達すべき目線'4,袖.助金 貸付,ぐくは癸か肌少力､汎技巧的な減税の 

一挙によって,この均衡客アプリオソに笑現すわことにあみので､はな.い。 

Z肌あの＆のの効力'よ一時的なg»のぐ､ある 縫要なことは,沢のよクな 

ものであろう

α)技一術的に可能で､あるならば､、自立可能で.みり.収益性に富む談窟 

』Z教立すわ方向に 担い手の若い有能な､lJ地住武署援助し讓或すゎ
こと 0 ’

6>その他の場合には.山地住民毒苅らしい地労的活釛の労向に楢薯 

し,そのこと力<住民の利雄にて・さわだけよく－蕊すわよクに,どの 

転棋諺汲幼ﾂ"ろこと

C)もは瑠誤衆雫蝋雷衆としてのつとめ毒系ミない土地につい<,そ 

の価値窪高あわこと

旬

で.とくに最も貧困進地方で・戚壊制4,ていわ・､言1つ仰ま､なら蛾翠は濠学諒 

なことと同線に経済的産乙とIZあわ この｡ぐさマカ､塚山地の渓園が消失す 

るととき悪いととぐ不幸なことの如く［考えわくきく.ある”､？その農 

園は族衆彼孝老に対して.しば.しば人同のも")とも恩』つ肌産い生活状態毒 

議していみ乙以を怠』/LZfいて・鎌くいj､。誤妹牧均衡はそ』'(が実現するように 

研苑せ焔､ばなら麹均衡で・は通いしjつしすすめて｝ずか刈弐なら城緊栄の字 

での・発展形謹としての均衡でもない<亥の均衡は)三つの国手.畑.奴騒

こ川ま山岳地労の生活推狩に爪可.尺悪秒ので.ある。こ批らの〃L工せし 

あら肌吃裟園が涌失を強L､ら｣'Lわ湾､jうば 部溶は前らしい展璽の慾とで、 

生濡と緊兼が可能とななことが峰裟嘩のである 夕卜見ば氷だ非舗に田菌 

風の心剛z,力､よフに狭f雨ミ肌たの逐認蝿待ゎ⑨ たとえば､、嵩ライン雌 

区は造妹率が高いが< j~､j-%>,その中のマスノk､一渓ふて・は誤糸人口は 

‘％のみで.あつく サラ'ノーマン人口のｹｰｦzはエ系l2総すわ。力＼よう 

な場合‘誤妹牧均衡'2周してこの上 迩ﾉ2を壱うこと力<で・きょう力､？ 

矛!|盗馴鋤､ソ.山地に繁栄港もたらすよう助力すべきだと､、クことば発

、

"-r- "a d L=・. "・記.., 弓 － －－－ －－－－－.一一一一 一
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そこでは,花､火迄ﾉ#櫛<活勃の／分、野乞ﾉZ､<兇巡さ進1ｹ」'(,ぱ激らなv、汚 

系すべき章は もは毒均衡で・は左< ダイナ・ミ､ツタなのだ

〃

｡
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森汰の 所 言 形 態
ノ

畳去

森沸前有の起源は銅ら,6､そ適､、』◎、そ.机は 減有とL､ク概念そ,牝自身〃ぐ,

今日の前有概念とは非請に異っているということで､あわO すぐ汎た前有法 。

溌はしばしば‘慣例'2よる孝夫的飾有と一致し、玖笥年審経過してきた 

扇凝潅の一躍ヒー致すわというCと髻知らj4､ばならない⑨ 国王は主要な領 

主で.あつく、、当初力､ら,彼は国王としての質鳩､で.‘嵐大な森沐所有者とし 

<零敬ミi/Lた＠ ／､ヲ世紀に国王水係福した森挑は.オビ､ニュィの泳ぐ消識 

している),ブンドレイ,ポーモン,ベル;.セ,ボール,ブルダュ､,、クレッ 

ンイ,モンヌルテイ,ムソェール,式ルレァン,パシィ<糸有挑‘となる), 

ベルベリエ<消滅‘していわ>,ベルノン<私有猟となゐ),グアンサンス勺 ′ 

ブぞンの他ので森､"あkっのた上がに,,さ森ら挑に特,擢そ豊の係,有他しのた森｡鍼、こ.肌とらく諸に損ノ域ルではン,チ併､合一と,取オ将ルにレ 

より増加した＆の<,あわ 反対に,国王の領域力､ら分離して‘いった森林3 
あみそれらは王とし<親玉積として,分与ミ肌,または賓付地とし<推蕨 い 

しm､つた。葦命糊に際しては親王領<ブ､ロツアンス伯領地,ブルト、.ア値 
鎮地_"え.)は／峯万'千伽〃貸付地が-Zフヵフ千池,ぞの他にエ場用挑 
が〃‘鍬〃ま&でイ､池'に*逮そしのい綴、方たK。の諸上候に＆用灸溢<権のを泳の挑こ書し,て係い◎有たしこたのが用,益少椎くはと前も町あ村 い調,灘

の慣習と遮っていたが,諸侯は,.と肌ら生活共同然の不利溢書顔穏すわ己 澱聯埼

I隊<,椎力窪以<利益諸道次したので､あった ◎ F則い’

縦会頒の森挑は,イ'参道院の森妹で､あわ力ぐ,ぞの謀る面浪魁力､なり大きく, 郷

婚阜,女椴,弧符'2より斯火渦戎抑'していったもので､あみO シスター派の 閉

僧院は森撚の戚躍､者とい1つ肌,サンダ 、ルノ派のぞy(は鍬妹をよく雀理した 漁蜘導側
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はうルアン<､f夕／ア塊興)〃くあ!す"ら弧よク とくlE中央､lj地で・Iま公有旅 

I躯有加てぐ々】紬濯戻の八ミぐて.､易み この違有桃はヱアざ窪グ対あ 

り,ペース､のゴンミユースはぞ』'(竜／ざ.‐ﾂ・ンド､ブーのゴンミュースは士, 

<段くは共有で､未分割) 又エールのゴンミュースI* // ・zg.そ肌ぞ乳 

所有しくいる 区有林の平均趣浪ば等‘戯.公有猟のそれは"Z/〃瓶で、 
あわ J 、

3)零弾ﾙ所梛 総合共有物壱ぐらい､、っ"､まと”た卿尋‘た 
こえば.同一流域にある錯今共有物なピ・がその例で・あわ0

4)祭有沐 公共用に訣炎鋤化たものは／:／フ､S-ケ所で.その中‘泳衆試 

験地'4タヶケグ所,公議上力､ら訣典ぐル〔たものは姿ざク前で.‘ぞの例と 

し<衛兵クケ前の貯金.弓が為り.こ札らはくまざ／勉の画淡蕃前有すゐ。

5>私有汰 アグ〃刀勉以上,博,在する 私有妹の中で・一画地-として大さ 

灘もの'よ,オラ<／よま3j､アゼとL －こ肌はその撫妹の面淡で､あって@｡./ 

個人の苅有向淡上は限らぼい。>入下すべて同旅・一 訳誕)』・アルク.エ・ 

シヤトーグ､イルアン<／/:クク〃ん) メラン<虎／〃〃焔). プソメル. 

エ.エゴロン<只クク〃ん). ペムポン<我ククク池)等々で・あわ。′1、 

到頑前有着水多く‘,)､面滅所有壱の承は／学〃万人以上で.,その前有勧 

淡'4合計し鷺泉タケ刀勉泌上になみ。平均しておよぞ／人／'池の所有 
面漠であz'‘,.z〃〃ん以上の所有右は.せいぜい皇.〃〃〃人にすき､なF､。 

地力的流妻に諭足巻拳えらたぁには,こぁ所有細分は"測今で.あり.気 

候的見地力､らみ<も.誤泳炊均徹の見地力､らみても剃識ぐあろう。ただ 

し,営邇・搬出鰍・撚地改威なピヵ､ら考え肌ぱ.この細分化は非濡に不 

都合､kととぐ｡あって,私有猟の生産性力ぐ国有猟・公有林に比して非読/2 ■

勿パL､〃理由として,この林地細分化と‘非常に重い諸負担.そして ,河

大'教の前有濱ら急'|蕊があげら汎よク

I』SI

－,再 ≦.§静= =… 一二一一 －一二 = 金－－－.－ － －－ 一一. ざ ‐ .舎孝-.-分,＆二心二..蛮墓、杢暴-
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と言』っ拠る水,現笑は複稚ぐ 一力“､にそクヒも言えない ／／世緬､あ 
•

／さ世紀Iz力､Iすて,イ鯵道士たちは,)､1ノユイエールの森を嗣墾したが,嵐

• 赫係唇の朽勃が,力､仇らの僧〃院ﾉ2銭粥.づけら汎<L､る 大司菰の森抹.司

永易森沈嵐と､茜あったが,大部分の森株は修道士菰団によって施衆ぐ肌たさ 

泳公領は／フケタ年IZ/ケク万池あり 筆命ｲ炎ば国有妹・公有妹・私有純 

と戎化した

世俗の共同偽が固有或産として森汰も所有すらこともあI).こ汎Iま諸候 

の森沈に教良篤乳た調溢権よりも少し､.とくに自洽精・許炊が出<からこの 
例が多くなみ

／久世紀以来,なにがしかめ,泳林が平威｡に儲濁しくいたが,そ奴らは蚊 

性紀の同に拡大していった

•

‐現 潅

|茨)逐’水国発有展泳ぐし賜た脈為F上・でD,),仏国の乙森弧林.はは/,r現/在ク,ケ以.下ケの前よあシり,1総2合底しってて既ぃ懲・ら理も 

ノ 作衆級､ｦ記2 未経理作菜紋ゲク､ヲを包含する 面膜は／ざjﾌ『ん.代 

表的江国有妹の例とし<は,‘ショー<／易夕j-ﾀﾌｾ久),フォンテンゴロ
『 ク<／式4ケタん),オルレアン<ン汽皇察ざ池>など・があり‘こ』ﾍら

” 旧来"､らの撚地の他I2' ;t"く遥挑冬j/l_,又ば造.林途上の作衆級.迩岸砂

丘など‐水附加せしめら肌わ な主,いくつかの森泳'よ軍歌上の目的ヒミ

望 ノ 乳,国有桃でも国防壱の所管であみ。前哩従'2かこ黙われた国有林州『

0』｜ 』 穀は後悔すべき拳で・為ったと乞え上ク。

2)公有株<蝿弥ﾉｰ c) //,'皇タグク流‘こ今数は仏国コンミュー

一 又<市‘町・村)‘ぅ捲弱であわ 公有猟の全薊減は.Z種フヵ勉圦上使

塵すみ〃公有称(よ束瓠地ガヒゴルシカ島に多'い 画膜が嵐いもの肌｡て



〃 第三の利用としては.､工業雨の燃減と木炭が､ある.他の燃料迄特た 

必墳のことに関して 古X蓄|ユエ場群のす芝まじ､ぃ水域消耗ぶ､リに-ク

、
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6)国家 コンミュース共有汰‘雪雰､ 個人共有汰,ゴンミユース栢互風 

の失有桃,褐人風の共有妹､友rが唇,在す〃アルデンスにあったブルリ 

フルの永く訳註,洞画王須,適卑14,,その次"､!うとyl_たタンニン樹戊紙 

絡､の姓を国がとり立て勿將殊産形気､が上吻肌た>’ま法律廃止によｿ 

-絶静の公有妹Iz獲った

共有汰は表ぃ向,不都合なものだと考え1ぅﾙL<､､〃ぐ’道､ぐ糸道峨 

で荊迩となみ二上もあわ

同一の汰地の中12,国有 公有.泌有の,る､挑分がおり乱汎<隣接ぱ 

い〃ことが多ぐ‘境界乞知〃た必IZ芙施う・ゎ巡回は いつも窓易である 

とは隈ら麹。済として／糸の葵にすぎ激こともあわ。施衆､く?洲璽,泳今、 
の差にもとづ、､ておこわ7詠林風索の差異かく,境界の手水力､ソに通ること 

も多い。地図は必らずしも嶽足で・さわものでなく 櫛にその挑分｛礪通 

せわ者をかいて, IIKIz湯前を県会するの水役系で､為ろう0

ウ
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=
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洲 泳 撫

|A遥遥去去の｡利利用形用態の形す態べて1こついて繕ることは不可鍵でぁ遙(、参.ｼ、戒 

｜州／肱〕察撫一‘には志牧場…でぁ這惠.い/篝'<…ja推仕組澗以上…もとの闇”、芒たれはし水域”よりも)よる 

ハ'2重要な資湶であったのだ。森汰は野生動物一〆・リュといわれる 

－の馬にも、家畜のたM)|こも、ﾉ入舎として没立った。蚤<め広蒙樹 

汰にとって景勅の挙業'皇豚の飼育であり、それはナヲの実の、それ'2 
茨いでアナの実の恩淑ごよるものでぁ遥.1ﾀもめたちは地面'色おちて 

しlる実を消費し、人々iま水から芋で肘､>熱､リ匙たたきおとして家畜の 

倹糧を補充した.弧か、る光景ば析樹篭の総|こよく見られる。がくして 

つと.られた セグアニ地方のハム,1,当時、ローマ迄もそ二の遥択､とど 
ろいていた。ヰマ馬'よ草も消費した。森泳飼料,よこしぞトネリゴの葉 

から与えられ、顔畜ﾉ)､,今の敷索'1枯れた地液物力､らもたらきれた・を



いてあまずところな皇立書正している.この永私・消耗は／ら世紀からノヂ 

世挺初力'二力、けて.われわれの森林の歴丈を製炊兼に勤王り立てた。鋲 

工訴.、蛎鉱炉.溌城ハンミ一等が､ ／クノタ耳に!ま ニエフ,ルに/識
ダ

イゼールIZグさ、高マルズにアユ ド､ルド､－ニユlざ.ムグ.ユトドール

iz..$ . アリェーヂュに夕3.島ゾースlZS-" ､話ゲイエンヌに3掌. 

ヴ､オーヂュに33,ムーズ'1己､ｦ.Z. アルチ､ン又､IZ 27,チ､ユヲヒラン 

ド､巨谷又4.ﾄ､オフ・ばﾕﾕ､ジェ.一ルで具/がそれ毛2/l婁設をれてい 
た。

一一 = =工 －－
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ド､ルドーニ ユ. ミテ､,1.

ガラス工場は繁叡で、セー又-ミリチームI竺掌さu入-k－.ノールIz・ざ〃・

ゲオーチ'1に3と.タールに 具cj>、ド、ルド、一ニ ユ'二具ら、エリオ’一ル 

と(・-ル,色具禦埼だ(客庇し)こ.硝子工場で,ユグリスタル硝子殻造一 

前択､附加きれていた〃同様にして製塩所も存在する‐モワノi蒲ンビッ 

ク.シヤ1,－サラン.スル､ソ、サルヅフ､ロ ン、ビック、 テ､ユース、・モ 

ワイ'フープ､ル、、ノルノ.グ､一エナ ン、‐ずラ ン、アルクエスナ ン,ムチ 

エ、獣と､派その所在地である.

同様にして、活灰永まと､ 后膏ふきと､、久4ルエ場、練愛:ｴ湯、素 

澆工場.毅陶所 磁器工場.,,ヂ世拡I1Iさ水詐鱗皇エ湯も存在してお 

り.燃加ま釧乙域料の鍵で､あった。燕林,ま側焼れ 袋くか泳淋洲消 

失した.

ナヲと票の樹皮採承も主要な利爾方法であった‐いづれも皮を迎い 

すたM)Iz用いられる。どの伐撮は、若い水の皮を剥ぐzとであり、鯛 
るぃ顔色の樹皮,即ち、乾涙して日の苔る斜面'こあ塗ナヲの樹皮が時 

1－又2、好オまフれ､た、のアでル.デ造､林ンに又大、ニきーなフ影i響､をル与、えでたあ。っ主た産.地／7感世渇組ゾ～ーノヌダ、世ヨ拠 . 

IZIま紬船爾減も重要である。砿船雨域の生産可能な森称|ユ、､特甫lll二種 、 
瀧加､定められていて、生産目的Iユ、冊盗睦雨域ｲ共姶|己あてられ、一部分 

,ま.3占拠以上の針素描減マスI、、他の部分'まナ.ヲ減(管担・渡迄減) 

の生涯に祠け.られていた。ルマル、4ゾ､オ、ベ､ノン、クヲンメの谷森 
赫は清湯で、、ソーロンミシェ»レフ‘､ール、ロシュラォ・一ル、フi,レスト、 f 

ルフーフ､ル、ダンケルプ の谷兵エ敵l色快捨芝・れていた。そして法律 

'式この運送のた汐に苛酷な手段を取ること産だわらわ域〃､つた。今日. 

糸だに古い磯旙域の道が鏡っている。芝の他、温去'j嗣遼としてiよ、

尻

成■語Br 堯
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Zれらのエ湯は.釘.弾疋、捌妖 嬬朕坂獣と､を鍛造した択、敷く 

ば修道士たち脚祇立し運用乞れた。<久､ヲシドー シゼルトルース､,ベ 

ルトランヂユ)。〃これらのェ筋は永茨を坂帆し消横方ろ中心となり、 

木炭を－称にした砲を満載した車の列訟､駐日、エ場へと行進した.ニ 

ザエ)しネ'Zあった工場群だIプで笄に〃〃万スチールを消耗していた。
需数の森汰バェ場に水枚を狭治すろだわlZ伐深された泳､、その中に 

唾次の森然の名を見ること(で芝ろ。オルナン.ゾル・ウ'オーチ､エロ 

し－ス’フランシュコンデ､,ペリー,ザ､ポワ、ピレネー。鐺手工端は 
ゴ､－ル・ローマ期Iご建設をれたものくブリエの森が､との例),中世期に 
つくられたもの.(ガルド・‘エルォール)、

ぇを放つﾉl,径水泳､消耗きれた”これは芙豆ﾙ螺月で成採送れ、ととIZアナ 
ボ好まれた:。硝子鞠ェ品の賂には珠泳の急ﾗ弥奴､総ぴ､つげられているa 
と錐､あ診。アリス域|甦よるヵ､ラス細工一、ギローム域による力電ラス細エ 
とし)うよう'二。硝子製造ふ鉦､のため1己成採送れた罷数の撫糠の中,乏 
感次の舗森旅が､あった,アルゴ､ンズ ノぐ・リ盆地 ノルマンテ､－,ノワ 

ーノレ・マルチーム.ド､､テ.ヨース ゥ､オーチ‘､1 アリェ、ド､－フ,’ネ

11

II
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ばしば液喜を、そﾆして森林､の淑弗すあもたらしたので､あった。
←

g窕在の測爾形態

すでIZ引用這れた誰利用ば.認庄｛望消失している。同じ､よラ泥.家庭 

猿房のための燃域ば 利用港を.と・うﾉこゥ«ぐっと認幻得る状態'二至って 

し1畜.現在の派新渡(戎採權)は、部落共演林という古代慣習の固叙蓑 

のである。どの槙摺法ば仏国東部に十会､i乙祇産下していて、これ訳､燃料 

’彌するものである時に'よ、漸次、芝の価値を失う力v､、燃料j』人外の爾途 

I狼用乞れる針葉樹|ご関するもので､ある時'己は.若手の部落に戻虞釣獣 

態収入“たらすだろう。

<樹種について)

モミと1､ワヒの委涯県'よ、卜､『ツプ"、ウ､､オーナ､1.ジユヲ、葛ソーヌ‘ 

イゼール、高ラ4シ、オド、ァ'ノェーヂ､1。マツ’)議進県lユジロン1.,、 
ランド、｜まる汎lユタ､<獣って1､､､ルド､一二1,モルビァン、ロチ ガ､ロン 

ス。ナヲ・の委産県は畠マルヌ 葛ゥ､,iヱンヌ、ゴトド､‐ル‘湯ソース 

ド､ルド､-ニユ、アルデ､ン又 アン,・ﾙ,、ブリエ、ロワ主ルきう､ナ｛色つい 

ては、セースマリチーム,モー樫ル、高マルヌ.、ヴオ・－ケ､ユ、ムルチ・ 

エ.モーゼル.ムーズ､オワーズ､、アリェー。カンパ､,三・うし'て'ま、ウール‘ 

エスス、アル,デンヌ。1、ネリコIこ,フいてIま、ノール、、ブール’エ. ロワ 

ール､メーヌ‘工.ロワーノレ。 カエデlユ、ジュヲ、ヅ､オーヂ､ユ’オフ‘.・ 、 

マルヌ.ムルテ,エ,モーゼ､)し,ブンレヲ､ン又。サクラばり室ラ・イン、セー

又・工・マルヌ・ニレl或力)しヴ､アド、。 、

(生産物のカテゴ､リイ>

燃核ば.次の諾凝'ご多ぃ。.’、.’｡､－ル,ヴ､オーチ､ユ、三ユース､、ド、

-ﾌi,,嘉司ルズ 高ソース、ニープ‘ル。用材I或磧と霊で大差:肘あり、蚤

1

、

一｡ 、 一

一
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自然票実の採取(丈罰時〃ぜ)、蜂毛探りくぢ./蕪惚瀕入以前)、土木篇 

耕 謬画域 弓.矢 トネリゴの槍 綣稔 木靴 鋤.絢車 フォー 

ク、馬鍬.緋.ﾉ)､濁物 木型 維頁 夫桂 輔排 屋根板、カバ､ノキ 

の帯.ボタ､イジェの樹皮、ハンノキの炭がらの火祭、南今の柄(ベツ 

ブオク.読数(サンクラウ'｡､、ラリュース)時計のケース<ボアダ､五 

ン)、ナヲの瘤(染料),これ‘ｸの用途|ま産物の虞と量に影響した。

流送可能のうK路の岸にある珠汰"、らば 砿鵺雨減ぞ燃域力峨流しI之 

よって運送をれ左。ヴ､4クトール.ユーゴ､一ヵV､!! )'lを下るZの掻い水 

減の蛇〃と形窓したのIユこれである。以上.見て来た如夫.森汰の上 

= にのし小かつた大耆獣圧力ば二通りあって、一方でlユ用欲権とばり、

(牧場、濁蜘次洩.と､んぐり承り、新治ぃ)Zれら誌権利はすべて神 
,雪不可侵のものであった.なぱ､なら当時の人Iま蕊在以上)三・これらの 

一次的!ごして生活上不可欠な欺に対してつよい意識と尊重を持ってい 

ｾｶﾍらである。他方では、とく'二／さ世繩以彼lざ.ﾉ｝、径減を食し,龍す 
多種多線の工業側ち蟻工脇製塩慌鎧子工場芝の他‘ぬってあ 

左 らわれた.これらの淑豐を調和竺迂、森妹の頓或を推持するzとは姦 
薙の業であって、無数の訴訟(これを垂証している。

これら'之ついて.ずくなくとも二つの主妥な罷念をｨ系痔才る必要かI、 
ち蒻・

/)録菰に対して、逼去に人周汰､要坂して来たもの'ま、現在.おをらく 
｜ま末末も人洲森泳に対して要兼するものとはう'三常'色異っていたという 
こと。

ダニ 1 星)項と蚤の両喬力＼ら委種多瀧であった森林|ご対する要兼は、挑分の伐 

窮についての決定埼互手法に影響した。(狩に工場ぞ派送路の近くに 

おｵ'江た森泳.)開蕊は森赫IZとって利遼をもたらす乙と沢稀で、し

－
－ －子一= － 今P － 一 二_色一一℃.. L- ローュア手一､ﾛ"‐---  - －=－
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産県は、ノ1,径氷のランド､とジロンド､産険いて.‘ﾌ､オーヂ､エ.lミオブ;､、ヂ 

ユラ.湯ソース の諾»鳥である,撒膜'｝ら冷す‘るならば.いくつ鋤の懲 

口会 称諏冶易い.印ら.ナヲIご関して'ま トロンと フ・ロワ ベ､ルセ.フ・レ

ーム.シヤI、リ ユウ、ヴ・エス)、 ホーブエ ン、エルメルフオルスト。 

ブ､‘ナの浸品Iまイヲチイ リヲン、后)又土瀕の東都諸洲、モミ獣らば・ブ・ル 

スタ.プ､ルケール,カンタル.1、ウヒはフェーブ､ル、:Eン・ヂラ・クロ 

ワ・グ,ランコート,リズ。アカマッ感.、アノウ、マツ1,.デアンク､し。 

.カラマッロメィロース。差放原木は.彦径沢占占‘"z以上で戒涙弧､z翻鐵L 

以下厄敷るを要し、木目(秋減／港､域〕は-し寛以下でざげれ'ざ風ら豚。

己 通直で黒傷.明るい色で戊深微いくらも経過していぎいごと力M､要だ.

長久材も逆ること獣(ら 細かし,木百のものかI､嫉求される.木製の家冥
一 沢東だ､に尊重きれてし1るので‐細工物の原木と恵木細工原永は、幸運重 

zとに筏等の価値を侃持し縦けている.ウ‘オーヂユ 低ピレネ4はそgの 

例で､ある。包装核(ユクグク企業)、濫造核 茶減.フbレハフ蕊塗物、 
訓達..等の測爾'ま増加していち.これら,コアルアス ヴ'オーヂユに存在 

一 す葛。柱域中枕木!ま、アノレヲ‘ン又、エスヌ、ヨーヌ、ランド､、ジロン1獣、 
ロゼール、コレーズ､、高ロワール、ゾローニエ.シ×ンパーニユ、低ア 

ルアス・ナラと針葉樹の,幼水細工は、ニーブ;‘ル.ウ､イエン又臥紙原 
水igr(針葉樹.搾広棄樹一ヤマナヲシ、フ1,ナ‘アカシラ､ルジロン

ｰ ド、ランド、シエール、局ｳ､イエンス、ゴレーズ､。ﾉ砕氷工場の原木､Pセ

ルローズ､工場の原木ば、zれらの土地に結びつけられるを要する。パル 

～句 プ・原水需要越生産<ユムク万分仏ョ)の3借以上で､ある。国家森泳迷金lこ

J」 よる践滅!4. Zの篇墓を満たすことを目的としてい番ので.その中'こは

瀞ｰ 無色ﾉfルフら.(モミ、I、ヴヒ)と、考考坊蒻か｝､潜盆パルアヒマツ、ド､鹸

子 勿､ラスブアー)か､ある.緋ｸ・くり｝1.エスヌ 低ライン.ジユヲ.ツ､オ

砺笹

ー 幸一 ■■里■■■■■■q■■ 三舎一一一三三
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－ヂ､1.刷毛郷豈業はエスス 仏ライン 漢型,ス筑一ツ用品、ロクロ 

謡工はア'ノエ、アI.､一ル フ"シソ､ワ。 
ー

これら水工業は座クググ)久上")金一譲之乞含ず毒一

夫注,蹄.マッチ、メチルアルコール、タール哀狸'はアレメリイ.クラ 

メシイ,ランド､。αめし皮詞エキス は、ツルエース.ゴレーズ､、語ヴ､イ 

エンス、力､－ル,股､ルド､一二二二 リーヂエ.チレピン及沃猿縮誘導撚ば 

ヲ>ド。その他、眼にとまる涯のものでざしllこしても、森ﾉ沐衆内として 

ば提示する価値あるもの、即ち 霊峰の罐、カタツムリ、コケモモ、松 

露.ラベンタ､､-.水立じ､管こう算.、キノコ｛二も言及する蚕が.あろう。

(発展について)

ある種の生産物は急速に減退した(桶、木靴) .jV,地芳釣蒋産物の中に 
ば存鏡しているものもケ獣くない,。祈尺鍛造.永談の柄.チーズ諺、ﾉ)< ～ 

閤物.家冥、刷毛、鐇筆 等々・多数の異った生獲物択溌蔵してLIる(、 

旧式のlまめ木細工工索も機械化､当れて進歩してし｝る。 竜

平戟ベニヤ板'まロータリー簿切断減でつく.われ.工蛎で釦工乞れる.

(アンペリュー、ゥ､アランス、ロ.ン上､ーユァン,パ､ロブ、ズコン、三エ 

ヂ､イ、サルメ,リ、パリ郊外j、ベ､ニヤエ業.'よ、塁罫、ナヲの3万ユキ"ざ 
とう.ナの3万ら千"I_3を猶黄する.(、園右泳款の上壱は.ベ二挺雨と-し 

て険売ど､行ｸをV持'っあてるい。る減,漬牡はの重要他で、あ強る化。｣ト木ロ、.語ン比セ.重ベ減レ、ムブ荻アとィyバのーナボラ､、－東ド部、雇 

1L

灰鳥原のう;､ナ、マツl、注のアカマツ、スベ､一ル、ドリエシイの］､ヴヒ、 
サレチ､エルマン産のモミは筵の例なの湾。思うように莞辰しない利用と ､0 

してはゞガ､ス菟生炉.航空撒直動車雨域‘獣塑､である。

売行の発蕨ば.原価と流行の授這にしたかI､って急述迩ある。太減生産 

全額の欠きg:県は.大きい順1こ、ヴ$オーヂ､ェ、ド､ヴブ1・、ヅユラ、高ソーニ

､錨
一
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又.サボ､ワ、/iゼ､=ル.高サポア.高マルス オド､ コト1.､一)し、をあ 

'ﾌ:､るzと洲幽来よう,木汝に罵係ずる工湯は会仏に分布されている力､､、 

その反茜、詠泳地域は、ランド､を験いて.東都地区に集中されているの 
だ。ある詠加ま大量の減の殺得IZ現して専阿化され«ランド、畠アルア 

スノ、一方でば藪廩の減の濃得Iこ関して専丙にきれる。<正確には、擬 

減を出す〃諸管理区) .

家来を考える蚊ら、そごで､ば森泳の一そうすぐ､れた専飼化と、生潅燕 

地に対する工業調の適切な調整旅期待し信頼されるで､あろう。弱▽沐禽ﾐﾌﾎ 

減で生計を稚痔する造は又万多斗企業以上 〃3万古千人以上を力踏虻 

遥zと沢､出来る。立木としての生産令頼Iゴタクク億旧フランと評随送れ 

て来ているのである。 

I

『

I
〆

ノ

9

｡一一 -0 ‐_」L

蕊汰の感文

A森泳固有の歴 史

森称のの歴歴史史はいろいろ葱挙杵で満た茎れている。その雇史は、三つの 
大きな時期に分割する二と誠､できる‐

、 純元／世鉱迄の史前時代.どの時代に隔して,弐・仮定氷､へる派簿 

むを得獣い。

兄)犯元/t士M螺EEより/､Z世純Iこ至る古代.－－級の歴史を参照すること 

l之よって、森林に扇する諸蒐簿を盛運できる。

3)拠元／3世犯以狼.これ力、と記録ミハ､存在しており 森林の歴爽も 

良く知られている。

工史薊時代

森撫沐水の繁茂した浄3紅代の被 知庚の変化に応じて植生溝は変遷し 

て行った。氷蝕飲汰､おとすずし、国の東部を霧っていた氷河はツンド､ラ地 

帯に逐ひろ於､つだ.地中渥葱型到上のj直生'ま.国土の,翁半分'こ喪桂し、月桂 
樹は豊富で、人間生潅Lst蓉易であった。最後の氷河・派おとす､れた時に 

は.氷河は中央山地｡ﾐ?ゥ､､オーーチ､1山鰍の一邦.ヂェヲ高地、アルプス・ 

ピLネー山地をおおし! そのタ)､闇'ユッンド､ヲとスチ､ソァ惣帯とg､って 

いた' 。凍、結して風の.強い荒野を馴鹿〃w方復し、生港吹態'ま非常'zきり＄ 

しく、'日石郡寺代人1ｺ洞冗の中Iご馬注した。として風'よローム唐土を 

咲きよせた。そ二の旗、数万年の簡というものは、気候|ま乾燥して悪く 

いつも馴鹿択筒ｲ半しﾌご・森林Iﾕ地方|ご応じ､て多種段糠のものが噺噺ｼ､次生 一 
嚴され スチ・ソフらぱ樹木を生じ.』Yナギ,カンパ､‘アヵマ､ソバひろ沢 

っていった。湿暖獣気候と寒々獣気候を綴返して、誕元薊・さククク年 

代力'ら犯元前ヨグクク年代まで､は比軟灼に湿温調工和獣気候を迎えていた。

、
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淀場所であり.土j疲術もつと皇)蕊いところで､わり、交通至梗の地遙あ 

り.各地の上のぞう､で､あう『二・<ゑりすぐ､狸ｱご道具堂与えられて、人々 

ばしば､し|ま､重絡で作策のヤリ｜之くい土壌とぬぎして低地lごおりて行っ 

た.その土壌はぐ導漁気を帯がていた’誤冥寺戴物で守られて、人々 

は森林の筒iZ_.林内の壁i之で共I訂生活体く迄つくク、生活を縦げ巻。寵 

在の臼園颪景の大略はすで'ご目再らが(乞現わずしていた。ランド､彰珪土漬 

の荒地であるくﾌ｡L－又、 忌灰辰土の«ショヴリと«サバ､ルト»、 

地中逝牲の«サルチユ»虹と､笈れだ風景もすでに存在していた。霧前 

によってば、人は批泳の再生をiiallこしたパ、残された森林に'ま、まだ 

狼,熊‘箆加､はぴ､zっていた‐この頃は乾蕊謡と裁くせられ、フ‘ナの如 

芝薙地櫛種'よ、此ルム(ご向って上皇界する力、、潮ムでも条件の壷会する山 

地斜面にひきとめられた。南仏では｡イァ‘キの類添退化してゆき、北払 

では森林'ま押し薦かれた。ﾕｾﾆの及対'三、暖補生樹瀝いソヶ､。カエデ・ 

ナラ)バローヌ・ゾーヌの水路､'こそってのぽ､り、再び諺顎全俸Iこびろ e 

(る。そzで､|ま麹弾性気候で､あ.うて(.｝っも湿和であった。森林爾発の 
側衝として文明廟ﾙﾋﾊすすみ､ 蓄よ'ﾉも芒ら!二震薪に綻李するローム l

層人類汎肥沃獣葛地を噸発した。開墾紙､がろ氷､ったき線としてエロー gLO
ジョンバ活溌となり、とく|ご露の参し'時頚i乏液署訳､蓼弧っだ.この発 ､私

展は肋す↑しも瑚症的でなく、地方によク袈化,派見られる(、森沫箇績 

漸減IZ対して人口増加'或措し力、つノニ。準太諺洋型といわれ蚕気候ば蒸 

気蝿して来る。とのため、炊悪時㈹iZ_>z､ると、毛三簿ﾌk､ナ縦増加し 

て来た,う・カマツは索諏の地域で暖ﾉ、と'1じめ、続いて謀舗山岳地方 

izijM (ジエヲ,ザボ､ア地方ノトウヒ於ふえ乙。東議に入って来た人震 ■ 

たちは.彼等のｶ1g i､の中｜色水域を(沸鍼として)恢爾した。U零代 

力↑たつとがヲス鍛造工場の燃紳こなる1ヱ至る.」板寿は敷厳湯をのZ
凸 
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解氷〃v泥土を撒布してゆき.平地の沫常に広い遼囲にわたり、ハシバ 

三の存在したこと(認ぬられている。爪､ﾀ､イジ､工.こし,カエデをま 

じえてナラ(ひろパリ.ナラの混交妹を形成するよう(ごぼる。すで!ご 

それより以前ｵ＼ら、これら多くの種宍'よ紫稜物としてみとめられてい 

た。<ハシバミの実.プ､ナの実.ド､>勿､リ、クリ、その他)。植物渥 

Iま遮好ぞ擦高によって大さ敏差(あり 薙麦端fに分､布訳涛限芝挺て 

いた.黒価値の樹灌'弐・広い萄積の上'ご展開して行く。外束櫛霞I或東 

蔀杁ら到達した脚、氷河の融解により俸敵をれた壁簡'2はカヲマツ。 

ハン／キバ入りzみ、毛ミ増ﾌ､､ナ'ま.アルフbスよりヴ‘,オーヂユまでに 

到る桧山地帯'剣受入ずる。平地は多くハシバ、三で､らわられた.中央山 
地宮貧弱ば植物棺と松の類を保った洲、これ,よその地理的孤立拭渦し 

ている。垂顎で､ば土着のナラ洲知庚の渥厳化で廷感とばり、老代人域 

毛の歓凌槍'室爾いた。新后蕃時代!ごぱ 森林卿主択一披化ずる以前Iご 

進歩した人々はすでIZﾗ詠抹に定住して開墾をはじZbてし'だ。純元訂、 

3〃クク駒'ら純元前ユククク年の頭.まず､多地の端雫山麓Iこ謬り柱 

おﾉ<､衡於､いだ洲､、そこzは防禦祇笑行し筋力、クたからなのだ.原始菰の 
中'こ'ユ、馴鹿'まずでi乙姿を消し.代って鹿惣犬が汚動を鴇めだ。ドン 
か､〃jﾕ表湾に人簡の食糧と獣/うてi,1た荻､‘豚の飼育炊､好まれて来てお 
/)・を")だめiZもナヲば大いに鐙立った.｡そこれ恥ら冤候|ま漂潤となり、 

暑く蜜'うて行く。泳汰,籔砺生し；鋤窪'二蜜っだ。この頃i訓チイ.ハン 
ノキ加豊富である。さらIZ気候1或暑くg;り乾燥してくる。
<銅。青銅・ドルメン時代ノズ啄澗化!ま森林迄枚浦し 森林の周辺で 

生活・するに至る。火ハル､0獣殺紫〃仕李水､実行きれ.人点'息胞穀物加ら 

強蕊物とと｛ﾉ、それをたとわえた。張夫'よ 仇れらの伐木と溌澗によ 

って森擁戚霞"をIユ|』､め豊〃手垂"うけられた森沸!ま､鼓もいためクげら江

台

患
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祇茎妻載原因になる‐古代人,1或埼!こ'ま気候による森制破瀕!こヵを畷 

し､また式時'こば、筒慾的旦泳城破壊,こ及詞-して羊つた。いくつかの 

ﾉﾊ洲､州宗存をれたのはそれより輪-しい卑術｝ご馬する,古代人の森泳 

に対する目標は二重であって、十,分､獣農耕用の鰯q勾壁j也を持つ乞と、 

彼等の妥頒に逼合すZT織泳を仕立てることであった。(ナヲに礦遜渥 

パあたえられ,庇陰御室は掃滅芒れ蓋。〕泳篭<に対ず-る古代人の圧力 

と、森沐内部'こ加え矧乍南'弐・人口の表少 候入種族の気演判費例に 

従って強弱の差が生じてし喝。いつも二つの因子‘人簡と知戻は土澱 

の上に力、れらの〃阿蒋を累積していった。芝の土鯛鋤挺して森加ご好鍾一 

鋲j惣方的特性をもっており、藤寺代の後逼二よ≦哀磐を競っていた・ど 

の長い矢前端eを通じて、伐扱(古臭い寮求にもとグ､くものであった 

ので、森汰面漬'よ常に過剰気味'二戒っていた。その頃の人々は非稀に 

菱震ば抜き成りで満長し 人隔(蠕拓地を総てた時にi森泳感自然Iご再 

生ずるの透、森抹と人簡の崎には均蒋"V､存在してし'た。

江 さ代の,歴叉

,キリメト誕元の最初と見ると 廷zで,よ、シーザ､一洲彼の嘩征-に際 

して、政Iこ(し小の業内をわγiわれ,こ流して〔1る｡吃の中で森泳にク 

いても簡単に｛j,れてし'る。 ブ'､ナパ大堂にあること、添瞬鋤詠称の潜 

准)、植戻趣を設定するための鰯渥はそれよク増加してし'ろ。 それ伽 
らの森林ば茨勅の連続でぁ署。平和時の植武<／～1世秘)簿人口狐 

大の痔期には森汰破壊沢すすみ 及対!Z,民族薇動顛くさ世紙)、ペス 

1‘博飢鐘.戦乱と人口減ﾉl､の谷時期に1よ城しで,榊水の宮.黙興生・"f対応、 
した。全体的動侮として'ま森猟'よ撤退の漣をたど､る.当初の森泳盈積 

｜ま国土のムク～歩〃％であったが､、ヱク世狐で!まス/〃診に残化してし‘’

’1

ー

ー

１

１

１

１

１

１
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している(､これは今日で､も存在してい畠｡彼等は､蕗んと手をクヴ 

荻いﾉ泳分､を保存辻忽ば､獣らぬという配藤とした。墨ククク罫もの霞、 

人簡により迄茨をれてう､ナは漸減していった。中央山地の如き池方陣 

とくに伐沃きれた。Zの時無になると人闇のオ輔利用も妾4衝る,礼 

木舟；橋、忌産動かす挺手 等々・ゴ､一ルの神官薄詩人 高官たち｝ま 

ローマ軍の侵入に際して、ヵ、れしの学族を森林D中に所溝した｡ロ－ 

て人は伐採皇れ、樹木の庇陰のばぃ景色に勤llれて来ていたのでルる。

」以上、権雛堕文前時代を抽象して考えるαらば､、吃ZI己は三つの大 

きば残動垂毎をみとめる｡

D 大きな植生の波動。〔そこれ|ユ大差な気候後化の下|こおれれており、 

脈Iま溌健な職震の極大ど溶／‘易な繁龍にもとグ､いてし'る。)どの波動 

は地方的な植崔の蓄漬を恢拾し、固右植生の推更をばす己とに恢宜 

をあたえ.加よそ二の推更を不便|Z_した。

”､､気候蛋化のもとに、ある樹種'ま祭値し、ｲ1kの溺種!ま瞳化する。笂 
候殉上はその大い攻る流れIこより、以前,ご導入された樹種にヮいて 

わホカ､EX残ｲ立をひきおzす。即ち.谷樹種は気候役化をさけるたむ 
に、斜壷を上昇下降し、あるしllま芝れは斜面を施乗すゑ'ご至る。垂 

万年の簡にあらわれた、二つの主要獣酷暑辮|ま力、4の邦よに綺勃し 
にｸ)である。

・塾 人為的な、ある樹濯の除去および%也の樹種陣,)等ご>、と繁遁、これ感 
糊こして、入手の便利きと満災筵ｲ尋馨たX)の玖兼'二よると准剥蚤れ蓬.

ハか､る人簡の波動1弐ｵ直生の波動の上|ご系溌す島、として、仏固の珠 
旅塘を蚕化進一とるため,色、そ二の激動は黒効とは蓄え攻いのさめる. 

慮以洲、上古代要の約植す生る袈に化ぁ小|､劃ら、れ綿たこ年気代候'状1､,原非画'で常あにり仮、設年的代だか洲ら下重番視とで人警鎮
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壱〃大差g詠妹のラテン毛'よ.我々に中世〃森林の形式を知らせ吾。 

たとえば､、アルテュエン又シルヴフ’；アルテナシルウ・ア、アリキシヴ 

スサルチユス‘と'亡c・(親く緋の域悲に関してば)をこの民求の桓鬼 

の横廻も、ある役劉を演じている‐森林'ま壷部よりも東部の苛於震い 

斌態IZ脈存されて来た。壷部でIこけヲ猟1ユ巍野とにし、鮪部で‘はカン 

称パオ劉筐璽蒲芽汰Iこまり、クルミバかろまっていった。フ'1.,ウを作惹

ノ 堆労に区クリ訳普及してゆく‘乙れlユプ､､ﾄ､ヴの支柱ｸ"くりに役立つの 

である。森ﾉ泳は馴化せしめられていった。.采地加ま、しばしばナラの 

集約妹地に、赤は値沐<燃材の挟絵)l二残って行った。

孤立状態で､中央から蓋も遠方|こめる四・岳地方の森泳Iま、原生涼、 

爪は準原生称にとど､まった。狩猟用に蔵しておれれた謝木|ま係方登れ‐ 

た。人使は林分の茨新について“繕するzとばく、鼠もよい係蔵すべ 
､ き水を需要にした添って夜探して除去してしまうの遇、徴汰は遡陶未 

と鋲り、荒聡し祐渇したと恵われだ.吃の頭、役よの森泳の中には蔽 

動工業沢存在してくる。(ﾀ蛋洛塵、旗手談造溌)、森林全体は巾の広

= い格子状Iごなって.芝の中にいくつもの濃薪遮増砿場迦半､っていた. 
ローマ岳損時代に)ま盛であった森汰の潟渥は.占世犯からの憤入時次

ジ ノユ至って働l､した荻､'.カロリンガ調時代に再び増加するよう'て・葱る. 

桧I池と瞳よる頚塞,まく剛サンユロンバン)毫主,こより侭雌 
れ‐修道士たちは開墾に扶孝した( 地とより彼等の壮李'ま誇大腿す

一 べって蓬でば森ば旅力開、墾ろば新うた。域人芙口展~をl兇1ろゆにっ至くるり扱と､増、加<しシてトいヴっ教た団｡ヤ/ブ皇も改し組モに入

ントレ教団員による。)。しばし1ユ筵れiま二次泳簿颪生泳の隔誕で､あっ 

た。この二次林'ま音の掠内耕地に俵>、して来た､のだぅ／ら世拡'2も 

新らし・い蒋壷､領菫力､､開墾を奨万か｡二ず.かぇつてこれ."!l限するとい

=ず
､可

-6弓一 

ラ事態は／7世組にのみ尾ら征舎こLだ.森林雨盗潅は漸次、繕嬬と 

唾クてゆく。人々1よﾄ､>ク､リ産字で､/こた急落して咲薑違飼芦した。壷 

泳は擢限の家畜ﾉlk屋望のである.枯末簿飼料雨の葉を祭め.暖房ざ宙 

園生活に必要な水域を槻深し、樟おろしも実施された,人々は森減の 

周囲に爪郭,をわﾑ､らして農耕地に仮へする野獣を防ぎ、森泳の中に 

時々入ってくる家畜をI垣_土し7二。賦課金屋とることl二よって.人々|さ 

駕 ‘彗’ 篁:堂 :蓮
だ,職人は多忙g:生活を蓮り 樵人の力、たわらでば牛飼、烏車引き、 

乏蹴”
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用され 坂さ伐り'よ減ﾉ1、する。人口'互箇魚'ご増加してし1つた.(／世 

誕には7〃万,／空世紀には／ククク万 ／歩世誕IごlSi｡Z."" "万) 

小径木々木炭を清黄するエ湯沢発展し,人々|ﾕ短伐需で伐採した｡狼 

通しに猿潅lま火考放牧によわL)陵力討〔ﾌ､､ナ・モミ)で､あり、増加した 

の'ユナヲである.｜､ウヒ'よ人迄茨畜の作爾で有利になった。非常に蔀 

散しに森汰のいくつ力,は漸減しこいった.とく'ご工場の泣くに位置し 

た森蒸.流送可能の水路にそって存在方る森妹於そこうだ 人ロカ味蒋 

に役くなつだ時に木減は班南のため1Z悪化した.工場主たち)まいずれ 

も強玖の持主であって俺採秩浮lょ切るんでいた.人々'よそれを恋しん 

泡力､､、逼伐は極充・し難いものであった。メムムク年頃、コルベールlこ 

よって取られた組織で.免玩処置は森泳の風景|こ技い影碧を与えた淡 

十分と'ま言い難がった。フランス大筆命を利南してみ種霞線の弊薯が 

花をれ 御兀簿利飲によって森妹は涜聡せしめられた｡秩序の回擾は

／・ゲユタ年頭、とくにメノュク耳以板の孝。のである.伐溌|よより一 

そう態ll正しく獣り、／回の筏採量は制限された.森油ま森林経返Iご 

よって規制されたのだ､。森妹の参弐'よ中泳として存在した(、プラン 

ス森泳言、とく’ごローレン､ソ|ま、ヲ4ン河畔で知り合った森泳菅たち 
の影響をうげて、綱種輯英(中沐を葛林に数えること)の芳九を発表 

し、そのため多くの森称派荒熱Aとした.即ち扇暴力Y､森沫約に域うて狩 
燃っ施た業・しにかもしとぎ､汰っ､たらの恋でしあぃる牢。に森'泳よの、譲瓦渡旗がの､転お換こ於な､わ起れり、人鼠々法はに再開映墾憾齢 

許可差れたにもj、小わらす.、(〆歩皇〃坪から／;ジグ歩琢の廟,逗亭’ 

万グ手允αが認められる。)現代'乙至るま’で、人ロは中沸の脈衛水を 

後4立て、準高泳型にと渋化させていった。拡大筐妹(ランド､,ソロ 

ーニエ,中央山地)々沐,分改技«謀世拠にわたる瞳閥で貧轌に煙ワた

-65－ 

詠駄に対するもの。)’弐森林の異動を塗ぜ､しめだ‐

いくワカ、の詠汰ば係婆泳,こ分類さ,江た‐先駆造の影響を,受け.フラ 

ンシユゴンラニ森汰協会の力で、烏′味"、の泳種騒換派鼠か､隔嬉された. 

燃伽売行不振と揃皮探凧次､ずたれた琴訳､蕊換を窓易,こした。造泳普 

及のたX)に努力してきた識漢として!ま次のようαものが､ある.、､森林 

委貢会刎.森林所有箔と随沐清の同鼠〃叺銅諺部造泳鴦纒'合､〃逵して 

該近では‘,珠泳域衡源f"-!エンター〃くCE-T-EF) ,

歴文と土地利雨および､森泳の外形と内郭状篭､ば弁別辻忽ぱばら漁、 

新后蓋時代、二f,一ル・ローマ時代,カロリンが時杙、／ら世拠、そし 

て／歩世拠の多一ざの期臨、これらの時期にばいす､れも開墾鋼､すすめら 

れた｡森妹面種期は￥後新石詠時代.稜へ噺そく今世秘、？脚込)、 

きちに現代の枢大迄泳翔に存在している。蚤くの森泳は消失し、その 

右のみ知.られでその位置するところ洲知らればいもの訳ある。』<モン 

テルナの厳,ビ､|､ラン外の森).あちこちlご戎大な林の断序添生存し、 

地沿研光は、氷のばいところiこ、昔、森のあった琴を思い出些辻る。 

森抹の内部次雄は樹種異動営人島作用|こより湾ん袴んと渡化していク 

た・樹種異動はとく｜乙比部力＼ら蛸部へ,南都から比部へ、東部から西 

都へと誘等された。以上 珠泳の歴史を駆足で・見てきた波､、鴫日ばし｝ 

ハぱる森汰沢出来るで､あろう力、？ ／グ世犯にプランシユゴンテでお 

乙域われた如く仁森林採存について節蔵産係っ事の測握は知られてし) 

着であろう力、？。

8歴史の中の仏同森泳

明きば脳釆敷い紙､ 森林ば仏国,の歴文iご大さ 鞍影響を持っているも 

,胸と堆擬きれる.、霊獣る森〃ハ､存在さる二と|ま人の知.る通りである 

カマ、zれらぱ心蓮尊上の扱割を演じ、レス1、. デベイヌ,サンボーム,

Ⅱ■・_・_ご幽亙_‘Lﾀｰ、 一
腿蕊一

一屯一 七－一一
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した人々は族抹混合文化を,賃.しくいた。人々添汰内に活催したのが、 

2tれとも野原にj主んで、、あとで森林(蘇生したの〃、、愚i主池の形跡だ 

1ブハらでは何とも言ういQ.とも‘られ、中世'三は、人員は夛く 仁屋 

権して、森妹を鱒に梱し、まだ森泳の中には、沢の如き職兼の人々『｡z制 

して、板の種が存在していたのであった..樵水夫、郊乍り、木靴靴重屋、 

桶屋.屋根屋.大工、博屋.車大工、ロクロ識人.茨筆談造人、水細 

ェ.炭澆夫.灰商人«流濯爾の灰)、寒々、牛飼彰満車鯲-とわしゆ､'ご 

森泳をぬぐ､り歩けば､、そこに11、尼灰製筵業、互.ｸ､､くり、獄愛淑製造、 

左官業、とくに硝子熱l逢業 製塩ざ業.綴湛屋鋲と』於辱在している.熔 

錘炉の巨大”くのロ!よ・森泳のl_fLくにのみ存在さき蓉もの趣めつ.た画・－ 

形'よ種"様々であった(、職人増エ場にとり、水減感減に減料のカギ、 

でルる.／ら世拠以糸、森域'よ象くのエ場産径蔵し、経溝支史上、資本 

としての汲割を演じ､て来た。メク,ﾀｸ年i二は、森林ｵ水にある岩金エ場は 

その教ババクククを下らな力1つた。ニゥ､､エルネ遮打だ､けで兵3の繕繕嬢砿 
炉、具〃の大竣工所 ／ククのノハ旗工所-訳､あり、水赫′′万ステール 

(層積立方米)を消舞した。»ﾗ>説&長損を増加菫・せるという公式の言瞬ｲﾕ反 
して、森泳!ま争業対象ときれて.しば､しば大きば頒零を横つた。森休 
は鳥<評栃きれる土地資本を織成していた。資本主義痔代以荊'z､森 
泳|欺易、抵当、知好地、など､の圓的物となってい薯,国王‘諾大治一 

放会団体,ま、森林の形態愁製維准持-jごつとめた。伐採の叡窒'二対沈して誘汰 
を保護してゆく李択､患務であるということは、われわ詮の登冨ばち文 § 

書を鬼れぱわ力、る。癖故の証書簿訴訟訪記壱録量斌､あり､Z-irしら'ま識美簿工 

場主.ｨ麦雨権煮の闇でとクリ、わ堂杠たものだ。金庫が､垂しくなるたび 

に、人友は.‘なIご力､､しり、の森滅を売りとiよ､して承たのであクた・／デ 

世拠にI式広大な葱積が､開墾用地として、国家力＼ら割譲きれ、芝の面積

－… 巳--‐..‐=‐匿画里 一.=
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アク､ノゥ、αどにある。細よう江森涼ば時として葬式の場Iご汲垂つし、 

上流社会の狩猟湯で・もあり.猟姉J『)生計の場尽､もあつた.フォンテン 

ァロゥ、ゴンピェーニェ,ビヱーフ､､L猷坐､派その例でルる。

縁擁iま乱世に際して'ま避難所とぱる.内乱、ペスト、飢餓、濃の涜 

行の時も筒糠である。ペス｝､の死去於森'二浬鶉きれる琴もあった。、 

反坑する司祭達.〃は山ﾉ1,厘の中て､ミサを唱え.〆タ楽楽年にばるとマ 

キ(討猿抵抗運動).の砦い連中は森|こ舅をt人そめた。森林l刻貫智的に 

好まし力＼らさる無宿造のシンポ､Lであり そニヱlま乗馬侭兵嫁丘陵け墨 

のに便利で.あった。森汰|ま赤、反乱の舞乞ともばる‐ピレホー簿プラ 

ンシユ<rシデ､に出現し､た､«紮接党の反乱'ﾉ'ユその例だ。／ら世繩にI或 

森Iま隠造のすみ力、ともなり、彼零ばそ三で、z人とり沈芯し‘冥福にふ 

けった。森は錐ll所であり集会蔬一である.森妹の境界I二叙肯各の談直 

這れたこともあった。隔渥された二つの地帯の闇にあ遥燕泳沢、境界 

として雄揃耒存乏れることは>bず､らしく江し'・菰､ルコ､､一二ユの伯爵領 

と公需寝の間の古い境界として、ソ'一又瀧或に一連の珠状､存擁してい 

たた。i・f珠(滅とはくいにつ職も長軍喧挙行上のの困役難割。を)系し伏て兵芝-鹿〔柴い、るお。と外し敵宛ばのと候､入にをよをりま、 

撫泳の守備は窓易であった‐森妹Iま火茶.洛金、武涛殻堂|ご役立ち、 

撚害蕪爵を萩'蘆苧|げ愈鑑て遥識来蝿時た、致。と壌戦く鐡‘略によ.／造上タこの／い伐多ﾒ綴寡ﾝ～鯛砲,浜と«爆iダ拳しノ、るゲ坂。耳〃の、鹿戦<'車し)ての掩森影遼拭響,I'軍ま式雨大重品達大保迩｡樮管 

若の燕あり.〃’万塊αに鐡､火泳«おょん膳。森昧I弍薗舎均創市のｲ主蔑 

Iご対しても菫要璽鋤爾と持つ‐鐡進縦もが弧,うて富積迄れ、爾墾時に 

急'二政鼠をれるフムスを森妹ば慌蒋して芽､た。原姥ﾉ,主氏吠森味の箇繭 

等林勾整地に職主したのもこ")邇由｛二よるものだ。森泳の繭顧に挺渡

げ‘

•

密！畠 〆0

－ 壺唾一少鼻一一全国！ 『塁J1▼≦且-言干_』_､坂垂ニー ュー 坐 垂 、彦 一

１

１

℃

蝋 

？ 

聖

ザ

一

－

=



-68－

'よメノ‘／去年に享方ら千名,とZ. /."/多年力＼ら／､′3/耳にノZ万3 

千髭a.ポバ'3/年～パノ3台笄に//万クチf仏./:ﾉ»ら歩耳Iニク 

万ユ千光a-厘墜し、画家跡ら個人,二売却芝れた珠株!ま消滅し、我!､し 

た。森紘丈の暗黒のペーヂである‐(訳註 ／､クタク坪～バノアク年 

I己仏国人口は,"Z,ククク万人小ら婆ククク万人に増大し,磯村は人口遥 

剰となク、隔墾運動(z入るまった。〕

森汰は宿を輿し定民衆によって壁,二差れた今日、森汰の利用形鱸は 

音とはほとんど表っていろ.し・力、しな沢ら、われわれば、この画の社 

会経済生活の中で森泳の溝する重要性を過｝、|こみろの|ま明白に誤りで 
あろう。
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泳 輔、 坪 幡

第一章 収 遥.によ ブつ 泳泳評4綴

§予更利率と算出利率

不動産の極値域.その不動産の»反益と'よ照関根'二.あるいば不競産の 

叔壷機能|こ応じ､て課喪主れる。収謹と暴寓係に評価する場合'二は、蜘叺 

〃該産沃叛売をれる際に到達し刷砥椿'三もとづ､いて評捉堂れる。即ち土 

地資産の柿値は、同じ聴沃漬、i司し､地利にある土地のそれと比較ずるこ 

とによウ得られるのだ.淑迩に応じて評価する場合'二ば、汲蚤測率は掻 

彰豹事実として採用されねば亙らぬとの考え,､ら出発する.投資の肇全 

催浮管蓮の便強性に関する時性派とれであり.これら講痔性は或る利率・ 

の深爾を垂当つ､けるものである,髄いて、池代々溌物飯尭その他の形式 

で須叔きれたものの全体を添加.逃しいて、賦旋の宏夷を行う。1灰凌と蕪 

関係に不動産ｲ缶値沢さX〕られ曇ごとを直接評価と称する。(ご鋤場'合) 

もしその資本州動く利率莚知る李遂希塗する獣らぱ、和率感錬弊算幽辻 

せねばならぬのである。これに.及して、叔雄錫作禰から評楠するとき'ま 

利琴はら‘らがb> M)固定芝れ、予喪主れ碁もので､、誹算がら決挺きれる不 

動産価値桝これて､ある。戦時中ば、これらの方式から得られた二/ﾌの評 

緬緬ｨ勘簡の差は.非常に大ざ狐った。帆金に基淡掌お力唯rい評掴(直 
塚評価),よ』鯖,=しば､しば､蛎言主増投撒の価値形成の根測二鯛 

と見鰹れて来た。大きば資本を一時的に座介すZ,た汐に.工業家々想 

人!式増大した金頻を士_地の鱗>、｛二投資した。彼等の意図'よ.章業再隔の 

鋳には、戻虞的で商萌戦利遮力V+分に上壱だ､ろうから、その時・仁との土 

地を換金すると言うことで､あったのだも諭ﾌ肩すること力、ら将られる択遙 

というものば、この場合、鱗入紡搭とは嬬爵綴で､あって、)蝿f昌汰､江い筋

1企昌一--－－－－－ 全QニュL ZPE二Q÷ ▲‐雪

、
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合だってあり得た。

これ'二吋して、狐盗Iこよる評j茜は.うお臭でしり＼も測逝訳得られろ戒獄 

に芝の基礎を.おく‐収鐙(こもとづ､し'て得られた不動産貿入価浴沢､瀧金 

計算の宮飾で、登託所'二よって押芝虻ろzと:杙司瀧であるが世､う力lに演 

して、裁判所感しば､しば意思表示する似､蟇に迫られたのであった。’1ｽ垂 

rZもとつ､､いて評価すると云うこの原雲Iユ、多くの場合採雨しﾉ帰轄もの 

として認ぬられて来ている。

他の不動産と后滕に 易菰Iま上遂の二つの評』砥方法を瞳用する2と"V、 

出来な・・し力､し森紘Iま 同時に二つの評栃法に'I するという輔牲を痔 

つ。とくに土地評価に関してば、あるときば直捗評価に、あるときは1灰 

蜘之よ巻評極にとその力をｨ誉り恐二と沢できる。森斌蓄積に崎して、二 

つの評価手法を溌合使用・することは深く研児され楓ぱなら慮鯲､-弛れら 

のZとについてば、土地ｲ剛直の評ﾙ衝と立木価値との評価を噺1版|甦研鬼す 

な激の葦で颪秋'ふれること'こして、本章では抵雄にもとづ､く評価のみを 

方紫することにずる‐それは汲資利率力Ij正砺に壁樮できるとの恢疑に立 
一 ってい る.

ざ 投資利率の這挟'こ影響-を及ぼす因子

〆 快捨と需婁に関する法則は.商品A面熔のみを沢徒ずるもので敷く、会 
域の賞借料iとついても 多八γし少酬､汎均衡莚つく壱ものである.他の 

没資と地鞍して泳業投資の長所と短所を合､新-ず詮ことば.通用・＃べき没 

費利琴・鈎灌漬をわれわれに赦示するであろう

皇唾肉窺 4) 獄灌のｨ塞次によ誇測羊残化«投資稽涜蕊>,

借爾惹の資力<麺逃溌力)は牧資剰率繊餅'で瀧派的｡汲割逮鎭水る.

鐙癖する各種刺子.率勿爾に差と,ﾌくってぃ善淑､寵を、永縦塔也 維痔

、 - 71-

させ壱二と'二鯛する州善演貰於近江.E､め蓬.重大な危険に遭通了ろj夢､』と 

れ力V予福乞れる場合､iま 投資衰筵さ(ず'こ'よ板違.利壷Z«釣も縄'ま.ゑわ 

遇。牡れば十分に鳥ぃ調l遡更､あ暑亘とを要する‐即ち、塑常の利子季 

ばある淫硬加昇些れ、謁めもれ碁ごと(鳧認きれ、これを、鬼険ﾉ二対 

するアレミァム’ノヒ言う。投資家と参くの射津にきらす企索で､'よ、ご 

のう診レミアムをつげる李'こより全く望心できると考えられている－－ 

微に.生地は河人もの資本家1二よって櫟児登れているもので、・そこの蓑 

本家にとって見れば、土地'ユ何よりも価値絢鮭難所であり.蛾J行券､ﾐ？ 

動差よりも繼固としているもので､ある。森林Iご対する秋資は串に特1二大 

き敷椿頼震を示してし)る〃とくi二・芝の森泳於言然茨瀧であク、混交 

泳であり.エ業の中心力Iら遠さ､げられている場所に在魯ところでは、 

信續戻鮫請い。人工林では容種の.危険Iごさらされる蕨合､”くさもので、 

活看のｨ詞華性(不髪疑)、山大牢の危鯛生.歯.昆虫.風雪塗の他の 

諸割w,芳雇芝れ卿よ､獣らぬ。草一猿雁ユリ成る森泳'ま、成採堂誕た主 

産物脚売打洞寂の場合は危険にさら苓極遙孝になる。採皮馬ナヲ(タ 

ンニン採取)の櫨林から得られる吸錐訳､、もっぱら樹皮極絡Iこ慨存し‐ 

ているのは』<二の例であろう.抵抹のために大さ獣余地をのご～している 

中沐ば 燃減の棺疹(下鑿して、その柵直を減じて〃'るの釦､鑑淡であ 

Zo海岸松の林力＼らの収鐙も同様i二残動の袋いもので、松脂煽揚の孜 

動に似存していZtのだ。ゴルクか､シの猟'二ついても飼嫌で､ある。y火炎 
の危険の存在す蚤ところ 人毎バマツヲー莚投ゆ､すて<力、えり兇ないと 

zろlよと､二だ､屯_、秩資利一梁加高められ種ぱなら獣い.生獲物(大騨'分 

輸出される泳分､で'ユ.国境顔鎖々潟瀧域孝など､の危険に圭ら堂れ患お 

たれ(あ強。それば、盗伐､ﾐﾌ職薙の危険沢あるときも周瀧欧のだ。し 

狐しば力W'ﾉ全体として見れば､』信頑性良髪全､性)の見地力､ら森湘 資

－ ~~~- 匿 坐三== 』→込守= -2-二全 2.--g塾■→gb琴剖 一垂.～ 壷室生』 ､ 再一.… ～ 一 さ ぎ L 【畢込昭 L
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ば肩利であると芳えられる。それ'よ隼IZ貨辮の不髪定の時埒平侭坊下 

；ずめ時龍'ご髪全であるというだげで､ばく 平穏獣時錆でも同糠互ので 

ある。世界的獣木城蓄積の減>l,にともない、南城力wﾌ鋤Iな沢らも引 

涜いて膳責方ろというZとは.あり得泡穿ではぱい、とれ掬二.珠泳 
創話格増大の滅会を持つものと思われる.

ﾛ> 資太の流動性

森挑汲賛以外のものについてみると 貸付顔I筍1期l子率の大きさに 

対して影零産持つ。経う薇津上、短期投賛と辰期投資加地鋲される。貯 

蓄形式に.よる短期投蕊'ま、頻行1こ腎託の形で､おこなわれ、』fこの利子は 

わ洲uものである.昏託蓋は彼の資金の收壷力よりも、その”性 

に関心をもっているのである.娠行は、この貯蓄と、特IZ手形割引寺 
証蓄貸付の形で鼠が流血遷潤己おく。磯行弧これ"'ら引き出す剰熱ま、 

妓行訳､先に狼の預金指に対して折っ.た利卑よりも高いこと'ざ瞬白でお 

る。手形割引率は割合に低い,これは麦本圃史の鶏簡脈寅碧l別の珊営 

′性溢あるために潮)、せしめ得うる力＼らである。し狐し証蓄婁付の利羊ば 

非常'こ語い・』とれば前｢賞乞れた金頚沢城行球IZ危険負担を培き•九, 
力＼ら浴。令融市場で､の-戻索投資.特'二公ｲ責些城券Iよととに動趨面ｲ直で： 
である。この場合、備遼のため'ご固捉堂れた鰐簡は、流通の証毒鍵付 

の期藺の苑き重謝生を痔たぬ,公債や妹券の溪金は筵の価値侭丞ぃ市 
場を杵つほと､窓易であ仇市場の江を鰊閤慰に攻る”財貨はいつでも 
渓金で､きること(の途ましく力、っ肩刹である。公債や嫉堕憤券Iま慰引 
流燗蜘立てられ､〃棚“ぃｸでも知書こと(で縄｡次,こ燕 
滅弱j孝一について考察さる・もし我々力や煎iX")原理_を森泳所満に雨して 
応南方るぱらば､、資本の償麗感"t採蹄二粥と全部汰漢満され壱た駒、 

森沐淡資バー級に長講投資で､あること:パ美認.芝れみ。牡のため､換金

-73－

！ま厳して函誰でめ‘ノ 漁'為;__迄立一つ.こ'常,二微妙獣提"長である、詠泳評 

価”をJZ>要とする.、転売")たわ!三珠黙‘を買う二と)弐・一級'二存在､し政 

い(、この行皇｛よ出来獣ぃ事で､u互い、ん量しそ＠時感森汰黄,全､ば横譽 

を競る。(談註.お芝らくﾉ秘全‘っ,こめをあろう。〕.

'、)管運恋易性 、

森泳覺金を求める投黄家凰、芝の森泳乏管理す≦こと|こより、(土地 

の美麗簿森林満-清の誘惑〃αと､につし｝て蚤<の満足(得らればらば、 

その廠拭の吹腿に対-する穀求(すぐ堂く黛邉ものだ.森拭の塘運は, 

ノM髄、工場./)、苑藺炬の管理よりこも容易である.験乗諮逵の誉蓮乗 

務と異獣リ‘森泳計.有循Iよその場所に駐在する藪溺、まばく、突くの労 

働力訳消費されること(煙い.時厩の損失丘びきおどすこと(なし!" 

で、所右地の細分«分散？)言も不郡今ではぎぃ。磯園の聯合の如込に、 

長鶏簡の賃蝿昔関係にしばられ薯ごとざく.森泳謬｢揖請'ま木獄絹場で 

生ず､る膳責夜動産殆ど直桜|こ没盗す遙二と力､､可能である。芝の及測ご 

木城の売行不振の時|ま.(伐採を)きしひか元曇二と訳､できる。ヱのと 

き'よ郵侠局に預金-ホ巻のと)司様'二.芝れらの)瓜雄は一時蜘二(立木) 

資調二附加せしめられる。袋有の場合森沐iﾕ淡業経橦よ､りも窓易に、 

市民社会に適合ずるものである“

つ 市場の一般的択態αらぴに時砺に伴う茨鴎‘

変水脈輩:蕾震時は投資利竿』よｨさくばる傾絢沢あり 及対に？穿二稀 

玖&紙の経濃に謡ぬわJrしるよう/筵,ェ業シバ発建し交鰯幾寓沢増加亨る 

痔iさ大きな資本霜妥ﾊ､発生して利子率域高購す曇。中遊び〕せ"しと比職 

して.利子率'よ搾診Iこ戒'l､している。

” 流有着により測孑-竿桝､残邉二と.

もし所お箔(和子生奉荒で､あって彼の資金1二3％J1人上の旗礎と毛,に
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らす手瀧の座ぃ人物であれ,ざ.摂稲.す"､ぐさ評捉利準；よ3払逐､あるク。し

力、し、もし所右蓋祇摘人､であり 彼の変承を金％'二画転で､さるざらIざ 

利子年Iま夕診と獣ろう。所方浩派企業！と､(ご富み能動的で､ある|まと､券泳 

投資に闇して高い利子象を認くめるよう1こ獣る.

勺 這_篇に採甫.さるべき利子竿

り通貨妥定蕊'二通用していた利手羊•’よ 平均的α場合は､g%,その承 

沫穴-すで'二美泳とばり ノ7Kは農い地伽二あるとき'よz～兵､き-％、柴し 

ハ生産し獣いようg:港ﾉら強で､!ま云会%.～"i､､%｡山火孝の危険沢あ少､・ 

亦'ま生産物の鳧ロバ不』擬で､あろう泳泳でI乳 測子芋lま､SF%(ご違＃ろこと 

もあ る。 この高い和子率I式、とくi二傷つきぞずい泳泳、たとえばアル 
ー

アスの松汰々コルクか､シのｶﾈの麺さものに存在するので、これらに対 

″しては、ー義い利子季(採爾さ誠るで､あろう。アルゼリアの。)しクガ､シ 

榊こ騎ツる穎登の牢で篇し｝られた利子芋｝よ“非常に高い場合洲ある。
P

河”プ－メイ域／ゲタ3年'二、 ／〃％の利子尋'ごもとグ､式例まあゆて

しlる・この剰I羊はアル翅リァ逼横雨量れていたものだ。 ハタュ7年蔵 

■錘闘こ』ルクかシ施業講義'"1ざ、賛本心のたぁの利子蝉と没賛の利子率 

口こe○して’／′銘"〕利子をとるこ)二をすすめてし1Z一｡ "-しおくれて、遥 

ニオ順､遼の碧書一：'泳泳.火災漁暑'二霞する咲甫的‘納緬瀧事〃の中呼／望 ’ 
C 兇と・実薯してし$一含”Gずむ 〃ルデ､.(泳,‘ノ■ジァ辱 に哩ぐ､たところでは､､ジ 

年ﾉ灘海業這けれた森掛､に,,星影の剥孑芽洲麹用芝拠るαらば、、／臭零濁 I 

滝察されたこ森淋'ご′腐しZIよ序Z,’〕素!』・手季電.十あ､であろう廷いうことだ、、 ’ 
噴口掴とし五感、｣久諭に椴詞堂戒_に利・手季よb;)も戒ﾉ｝、してきており、渡 
上';タ-.ひ専電職.の露遥､«ユら弟の蕪1手皐診らも深嬬量れている. (訳註、)久 ’ 
上'>副手季域コルフヵ､シ称｛て良ついだの=,,で』『らで､ぁ蔑李1凸二注意.。)

遅一己漁上.利一子.鐸1ユ計算で.さ一る‐し力、しとzで､ば.し'よ!､しば擬い撰蕊

〃

－－ や一 … 0一・坪～_ご一‘---- ..---- -－
一• •

一 一■ ｰ*_=一 － Fr=.､一

■
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状欺こ到違したに､Iブで〃、7r_s,【輪=こ涛凝”イス談‘ｾ擬｛こ隣し、«達写源 

譲"意杁？)、困難笈寺刀一参,'1 計算に澪して或摂禄通遮涯淫'二在肇汚木に 

価値を割当て錘(肘参す塗),ざ､謀らぬ二と,二基園する。測子革の大き 

き齢ら狐むめ選択しておいに場合(二のみ、この港木の極値を』とれ自 

身茨定する(一挺にず曇)ごと力v､可維である‐これを除いて、孝業'二 

秩下きれる資本')す.ぐて'ユ鐡算-菫托沃捷きれるのだ.造れ'ユテ､リヶー 

l､な沃灼二関係ずる。それ政'二計算の茨行につし'てば、牡の伐株(､実 

溌に織姥を果している利子弾-の代りi之、前途の舗芳祭に従って、光環 

的に固定された利子茅の力丞椿りるごとになる。賦盗の指猿哀 蟹全 

姓)と諦一とし、資本市場の地方的飢‘っ短期的淡悲をも加味して〔利 ‐ 

弾を先験的1二園交す薯).j､<して得られた剥孑率は綴築対象の 

中に存涯ずる縄粋'二逐凝的な火蓋堂を示すものもので､11ない。しｵ､し 

て、と､ちら八と言えば買手の精神(能力)I二内在す乏主渥的獣大きさ 

以ので'ある。. 
ー

§砿透力・による森林|遜植評ｲ面、

すて､I2見て来た如く、一級に、釈動選評極lま択搭可瀦の炊遙Iご"迄って 
蕊を庚行されてしIら。もし耳妖盗了、評_笑弄α〃亡謬とすがば､輝応する 

鮴鎮は”たとばる。掛算の方かI割算よりも零場なので.‘怠’との代 
りi靴の.唾数」姉亡を作ってある。この逓撒をテ､.=工と呼ぶ､・槻として 

鱸の評価の場合､、和子季進今雑と:して、三才tに頻応ずろデ､ニェ" "zク 
ラ｡ニエと座り、毎写の家賃‘ここの獣を乗す､れ.ば農ぃごと'三なる。纒迩力、 

〃蕊本迩堆笑ず襄という港え万感、鴬'二森妹1二窮して遁禰きれる。課諺 
する霧合、ﾗ泳沸域謹理≦れてぃ蚤ものと、そう‐遥､獣いものとを区別す善 

必要洲､功ろ。

～
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一笑に保つ二と産不可能i--ヴ否.経硬渡萱浩哩 獄林の運実の溌造産 

考慮して.その織泳ﾉ>さ猟かと了L』“LI二対して菫伐時朔垂捨侭ｼ)上、 

その森林全体､力＼ら侮猟駁得ず.､､皇連淳抵壷と計算する。話産より具体 

的にするために、〃吋期,'多〃年の森城壁仮長しよう。廠翔の終りにせ 

の森泳泳は法正経褒択､態と獣ク、芝の晴の建坪』採壷力wﾐ'こなろものとす 

患。年利茅として‘スクs産採用すれば､、われゎ才しば／学〃年猟1二1ユ 

ル栃 の価値迩甫ずろであろう資本を持つことに獣,､、茨にこれを 

割引いて現圧の価値'二引もと､せぱ､、この森桃の現在の極4道'よ.、わ 

尺.
〆〆3 × バ グ タ ／実ク とばるで､あろう. 、、

次に、との森抹泳法正択態'二漣する塵'二ﾉ得られる恩琴埋盗を芳凝し 

よう.,察ク年微,二,ﾕ法正状態'二唖署二とを邑撰'二舞舞坪坪戊深してゆく 

のだ洲､、致初の／〃坪畷の急浮妖遙遂アノ,次の／〃坪顔のとｳ'Lをγ' 

-----------とすれば､、<／多〆年以数はコンスタン1,1二連弄叔擢両沢とり 

翼てられること｜ごなる.〕 星／年自力Iら3〃年目迄の収謹を棚'とすれ 

ば､､急穿峡雄である〃＼ら 
一

)'一〃 (／＋／<夕七十,&ク 亡墨十 ------------ ﾓｽ〃亡兎一／)〃＼ら

ァ〃 x－ﾉ〔三島"-、至"全3－－-2－

これを現在ｲ耐直'二ひきもと､して &又塗合討・

γ〃 x -4α塁〃.､皇ヲ一×二-／〃.パ夢-ﾌ-L二テ－タ4ク－ 〔灘聖鱸鰊溌t鰯P』'爽瞳鋼.－］〆｜ 

同練にして谷調簡の帆逝を計息算しし合計す純lま､、との森林の垂しu"
鯵焚本価値を得る”

c.s=-rラ釜綴:釜＋ イー

-1
一. ー=.』乱.－－－－ﾗｰ..

‐~r、 α〃シ× バク3／亭〃
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ノ)法正正''二二径星量れた森方Kの場合、良塾去の収盗1こよる計算)

理福的に経理され/ご漁泳の場合産ｲ及欠して見よう,この森汰は規難 

的に卑衡を係っており 森加次盗〆を生み蛍し榊瀕する減積丞：畳毒 

ﾉ錨釆方る。一方、評夷利季-2嫁〃と上ずれば森泳は資本cと同じもの 

となる.これ'ま凝塗rを刺子羊兵〃とのもとで毎坪生産する資本顎で 

あ蟄っ

C. =. 一興一〃一γ亡一

zの方式!ま完全壁ものと)ま薑い難い.この炊盗ｸｰの沃促のために｝ま 

その森猟に属ずろ諾記録をミカ､､す払象(あるし.伐採洲､提副正しく、 

成長量だ､けをとり除久と薑ラュと"Ⅶ及更堂江てし｝る(、この板喪洲実 

現する季は稀で珍蓋。伐採汰､戒禄逢(二比し過ﾉ1、の場合もある。ある許 

清浩は木減を瞳蔵し蓄積している沢彼竿!ま巨木渡掲癖、虚泳、時とし 

て|ま暴潟ﾉc､沢､原因で、字たいた杯,分､起立水の永生恢湯す蚤のであ墨‐ 

しｵ、しgミバら節狗永の所有詣考その福縦人たちは、瀕測計算の詰系と 

して鼠立二てられる魂在の妖盗状､鐙ケ感ために、十分に巧み哲商人の藻 

u力宅に獣る。<訳註、沐心に比し立木価が割安の意と思われる。) 

この範に、伐採力､､歳長量をﾗ蝿過している森泳もある。伐謂洲加〔低下 

一也しめられたり、噛伐ゎ急のもとに4及披這れた王夜沢喫施されたりす 
琴・・謬’一'‘'、 誉.、 -鯵>こ・'純に当差‘奄凝銀.些亦診患(この場,会Iユ資本に倹い塗んでい 

蚕のであ苗。あ碁場合!また公職刺謹穰b沐小で.ぁク、ある場合'よ髄A鷲泳 

′分.E､吻亀-Zれらも通去の平均的』潔､瞳をとつ｡こみにピしても、それ葱 
夏騨よ;／こよる臭のｨ弱憧』皇産といつもエ礎,二示ずもの透ぁ憩とは蓄え蚊ぃ 
のて､吟Z,o

ji) 篭在.系法正に雛厘竺れ-こい:雪森泌､〃場合(未来のI欠識にょ熱諭涛、 

森八の機次於､法正で､蚊ぃ例を握笑すZJ,,亀､紙と減讃@)碇艮lﾕ収遜ﾐー
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iii)定頴釣に代採される森泳

歩

=.γ入／:ク亡ﾌ'‘(

>災いで､擬合伐雛の場合を考え藷。菫逢物<主伐&又穫)を別として、 

蕊琳・沃､中隔生達物<閥噸必<稜)を"; b ・・ 7z..Pの谷犀i昌与通る 

場合にiよ’各興.収.瞳)一座,γ・b‐---.-γ・γ2. 7~P土もたらすゞ､現在の泳

まず単純減採の例を兎よう。森汰力w､叺耳毎に収逓γを得るものとし 

その称'分､力v現在ﾌｼf_写生で.第／画の伐派はし( -"L芽微におこなうもの 

とする。この森泳の全体価値ば、すべての末末価値を現在にひきもど、 

し、そこの合計を作ることによってｨ等られる。

／

／‘〃合一/夢〃=α〃〃ノノ

十 入〃亡了ﾉZ"- "色 十一一~..‐

－/h"S－／/夢〃 = α〃／ム
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この方式に闇する読玲には次のよう域もの淡､ある.この森撫択ﾉ学〃 

辱廠期で鬼全α葛沐として照浪lく施紫さγしる華が､前眼だ状､、この仮誕 

'或溺蓮沢､あり、虚い未束に迄も.勤弧し難い戎採規則塗もちこ避乙と'ま 

幻湛的で､ある‐夜採時にその森汰訳､蒋つであろう減積を福史する三と 

洲餌来ZI"Y, .しば､しば淑稜表にもとづ､くこの次交は.任意のヴエ4}､ 

っ‘,'ずで傷沈‘つく二と力Y､ある。即ち,‘以羨表の邊択、旅分進展の雍定、 

鉢小瓶度厭数の決定、地ｲ立の沃笑、手々・

利率の永続不変は運福にすぎない.計算利率として夕診を雨いたと 

きど身影で混在に引きαおした時とで､は／き'倍のびらさ訳､ある三と 

を方えてみるべきで､あろう. .

W = ,－/－－:”？乞ダ一瓜一”-し

十 z死-／ZZ7 J- .-｣---.)一ー γぷ

W = >/・× 久一〃バ亡一一ク－ば一七－つ,／L ‐－..(ノ)

静‘ざ 譜、

=,－さわ

－
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これ'二反して、すでに笑行ざれた嘱術、7〆弓‘吟の如き、はし(卑垂-l.こお

ご葱われ.第7回目の極盗}ま“一”乙十ユ穿歓'二得薑られ蓬ものとする‐

己れも前の例と同様i二計算して

I

膜頬“の終りに得られる予欠の主伐ﾉ次盗を汽払とすれば.以上を合

計して

‐_‐.‐‐－.－〔皇)
！..L、、ニニーー‘.､二宮.､弓-.｡=.－.一一一.‘…=‘.､生.=二二…二・二二=一・・一一一・一一一.・・

野

1

分を〃し年生とし、すて‘に濁礎アユ、γ,｡－‐‐(実行されてu巷ものと 

する。未だ､実行されてい獣い胴ｩ・雌〕パ漠としてγアきと曇と。こ奴’よ 

l,(雰昼に裳行され 帯／画百!まP一つFL坪で.齢ろ‐二の未来の帆慶莚魂

凝& 

謝

・点由罫 
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亦iま －J沢,、し"､・L″‐-Aｰ_〃ﾆｰﾆ七..方.…z！..十L、、三ニニγーー‘江.､〆二宮､.､弓〃-.｡と=.刀－.一と一一α.‘寸…=‘-.､生重.=>二二〆…"二・人二〃二=も一・し・l一一j一・・一誕一一一.p・・

一,一一t一〃も／三哩十’一誕一~~~~~－,.ノ､

/久<ク〃亡迄α“一÷／錘や

久〃と“－／ 、

際去と叙ば､嚢らない.この時感尺肌の代り'二RI,(-- cとおくべ､皇であろ

う.時珠蚊時誕一〃の場,含'二も、塗猟賛(この瞬掴'こすさl.こ椴証基柾 
〆、

、ざ.一畠一一 酌

罰緊l
令 

罵ザ唾

十 ・・・‘・・,・・・一・.~.。

赤は γP×バク亡勿幽や(／十 久ｸどLノ_/ )=浄

亦は〃蕊八,と"…<弄圭zとナーノニ;クー亡窒“ 十

人ク仁アし一彦
亦里|ま唖 γ塑一 バクと“－｡／

在にぴきもと､して合計すると

／／

7"P(諺ﾓｦ天ﾆｰｦ盲十鐙ク亡鎚ﾅｧｰ漣 ナー
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ーさ泌ク X 〆"塑S" = 久呈ヌタタ

久/'3"ク X/"LZ夕"ク ー ノ農灸暴き

Z〃ググ ／窪〃－./〃〃…1…3－〃 易“«"汐 入 ／(昆異ごSr"・= _zZ・ﾉ食連、

ミクグク｜／〃…-,鰹"十 :’一膠,｜其威・〃(／;α番”=,｡＆”ら 

／灸夛_Z" ﾉfﾃ汐 /,.届ラノで汐 八,<‘z塁会､錘 = ふえh麹;曇

合､計
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たとの考えノー立てば' エ遂の形式Iま真実を穀している。それ故に、こ 

の公式は〃Z_=〃の時に溌処・の価値を与えるもので江弐、根練零番木を 
与えられた工遮のｲあ値と与,虻るものである.

一応雨として、ある高派の例をとりあげ・て兇よう.Zの泳分'二頂し、 

われわれ!まざ〃年生の坏分､価ｲ直之決定するので吻忌。濡単にずるた力 

'二如何の如く仮灸方る.収垂画↓妖訳､わす､狐な教で､あり、準〃年生～ 

／姿〃年生迄の周で樹採決､おこ獣われ.輪側訴状､ユク年(叉新伐頚区 

ノ多ク年).伽採収凌Iま以下の如丈する,,

李〃年で､ラクグNF.ムク年で・S-"" NF、〃〃年で〆ノククNF

< /'NFキク3") ./クク年で､1α〃〃NI二、／星〃年で三.グクク

NF,／字"写で、／〃3－Z"N F

これで､完全戒採|こより黄新斌､生す,る。激賛利子茅としてzと％(涜 

馬さ江乙。よ〃年生泳分のｨ誼値謝西のたX〕'二|ま公式("Z)を応用京極 

ば､よい。分擬部分を計-笄して

αク ブ ユ、ﾀー

-81－

録詠の総括的ｲ砥値Iユ／タツ,生.ミノパ蛮夕､身.蓉一=1.‘尋ブノハIF

iの 連年賞爾および漁汰副垂ﾘ勿刀考億

収益よりその；珠猟匙評,栃ず患に当り.詞・算の対駁とするに便利獣. 

躍実に入る娯途のすべ､ての他,皇 谷種の')､,莚物Iこより溝成された。副 

次的ﾉ次益も螺視ずぺ､さて､I誤欧い‐狩猟の料金の如きものが､これ'二差る. 

筵の反面‘連年の貨痢と｝衆去せ極'よ､敦ら急.管窪資.礎督賛、瀧金ご 

ど､沢入る。遊泳賞(下><11,植付～) 泳蓮や山.J)､溌の推持作業費も加味 

垂れる。どの方式の中では.山ﾉ1,重､ﾐ'挑這それ色舞の.価値は調騒さ姪′ 

象い,αせ､軟らは､氷減のイ面値は 芝れわ洲存在してい暮ごとにもとづ. 

いていて、計算された奴遥は 道鐇によりもたらされた搬出の容易性 

々、ﾉl､屋の存在によりもたらされた麿謹盤暦の悪場性の恵窓を横・って 

l,1 zEのだ。これら施設の価値は‘叔益計算鋤中Iご乞含され計上される‐ 

維持喬を浬窪ｶ＼ら険去すること)よ論理的であると雲えよう‐

第 二 章 土 地 資 本 評•栃

§ 夷 義 ・’

一称分の土地価値とは皆伐の後に森汰Iこ癖されたもの.を鰭す,これ'ま 

立木氷極値値にに対対比比すす--ペペ､､ききももののでであある.る垂.木垂価水植価と値はと森は邦森評泳"評面緬のの用爾電語圭上建で‘はｰ 

土建の上に成立した立木全体をさす。それ故に、がよう｜孝義で､さよう, 
土地価値とは、土壌の他に土壌と不可分獣舗ｲ函値を僅含する。即ち切株 

涙 演木ｶ＼ら落ちた種子 貯蔵されたブムス.地被物.すべての物理” 

"し学的諾特性く土壌は樹木の存在によって、とれらを得る二と洲､餌来る) 

野沢とれである。弥有箔によってば 境界標、標注、簡辺の着、堕躍､、 

ぅ滋蒙区馴、森林ﾉ)＼屋.即ち 森加言爾で巻諸抜備を麓成す-るそ1のす-ぐて

、
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を含んでいる.これら1ユ濃茶邊営の土地資本,二比して最も大き獣棺似童 

示ずもので ある.

§ 土地価値の評価

土地価値の評4面については、すでに御承知の如く二つの方法加ある‐ 

一つは計笄によって蛎鼓価値力＼ら土遮極値と椎笑する手法で､あって職菱 

法と言えよう、利孑卑Iまあら力、じ､Xﾌ固定される‐他の管リガIま、別の土 

地ｲ毎値と比鼓して見積ろ章|こ〃 よりjﾆｰ地〃面値と碓矢rする方法で､わる_Zの 

際l己・別の土地とは植林きれた土地の輩もあり、造林礎用産芳属して値 

段をつ'ず庭農業雨地である李もある‐これは直按評価と言えよう‐
零

§ 藺檬調ぁ

羨屋や土埴の蒐溌りに際しては、簡潅評価訳､通常実行きれる.これは 

、資本化')利子〃に擬壷を乗ァ､るだ1げで､よい”恢盗力v連年で獣4唐i榊勺 

であ蒻時はこの械弍は疑ってく碧一子一を土地緬値,rをしL年毎に生ずる 

吹畿、利子率産α〃亡と方れば次の式洲淵尋られよう。

ナ十>/=ナ×/«〃亡堅.芯､Iまj皇(人"亡“一,/)= 7/､

これ"､ら歩=-"-fγE=7(圭蕊朧雲する単縄)
雲 ‐① 次ににF燭億勺圭産物<間伐・炊避)の仔圧ずる場合座考えよう。たと虻Iざ

昌泳郷仏・琴毎に主伐収護RI,Lを生蕉し、そこの中噸の時辮α、b -・--..-.. に

F』 ”鴬 鯛"館漉溌Ea、Eb ・------ 迩生睡方る如き例択､こ〃1-で､ある。時鞘α、b
R琴1烏 藻 一 一一一一一｝己寂n_てに答奴羅は、必アしも:珠旅汲資副葬｛己.よるもので験く

需JOq幼・ 遊､1諺ろ.貨幣投資(森妹で､獣く銀行刀)の利子亭風ジf7に所感ず患も”

ザヶ斑もむ であ苔力＼ら、公式ば. LL一達迄

多 = 恥 十匡錘〆ｸｱ 十 一一…---｡
‘人 〃と “一己 ／

賎罷邑p

■Lﾛ

ー－ =一 一 クヨ 少 令名旬 望q聖 鑑.参~｡_一連畢一垂 塞､い …､寺.昌雪‘, 5…出 -1墨ョ －－ 』 ﾋー
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二つの測子率輿クァとα夕と1茎常に異ったものとは限らず”象〃Pの 

代りにα〃とを用いて係ら独た'価憧.汰土達の弍芯編た価値と父へ冬診の 

ひらきし飢示さgくいgSらば.、鬘.一.り到手竿鍵ク亡を袋用してもよいで､あ 

ろクー。

次いで更新賛と管理賛を考慮す・ろ。も lし その林劣､訳､人工珪林にユろも 
瞳

のならば、、造沐費cを方允惣ば､なら漁. イ 需の鵜クにlまC×人〃亡“と 

まる“正味の吹遙丘出すため'二は.糎次鐙力＼ら諸費用を溌去也想ぱ葱ら 

副い,渋舞期簡中溺ど一ﾗ定である毎年の支出についても無視できず.、も 

クとも大切なものは班視の費用と瀧金ざで､あろう‐これにつし'てば以下の 

如圭に砿足した方州実利た､。即ろ.資本産銀行にあずけ、その資本の測 

孑で諸賞用を弁す｡ると芳える幸で､ある。この蕊本を管塞潰本cAとする. 

以上述べた事項を加味して,‘‘土地価値ﾉｰ関する完全な公式〃沢与えあ 

れる〃これは、ブブァアスス｜、|マ､マンのン\の公式と称遮られ≦ものである。 .

－R"-十厘α,－<〃-t_α一年Elﾌ盛"と“一籍一.－－－－－乙久"と“－乙.月 

ナー の メク汐興一／ －乙.月

計算をすこしでも確実なものIこずろために、上達め閤麹の論挟を芳子 

残にとせること(あ墨。たと筵Iま､、中紘､施業の土地価値を評価ず蓼湯会、 

iま 同一の伐斯で単純独泳施業により将られだ生産物に'従ってそれ遂評 

”ずろ。脚吻､高林彰揚伐期の法正高城/室対して｛謀、餌束基だけ筒u掃牛 

の法正林分を以て代える二と'二より計算上琴純化で､邉乙.。

‘ 直巌評価法

他の土地と比較ず遥乙とlこより土地ｲ函値を直掻評価する時Iこは、比較 

衆件として裸地産当力Y,すの添常である。紅ぜゑら農業雨池Iま一級i二.よく 
、

知あれている級売価繕を二勝ってぃ議〃、らた､。これiご反して、正確'二土地 

野本だ､げに還元きれた森方K地が､販売に付せられること_jま比歓鈎稀である。

ー

葎 ,_D鯉ヱーも墓溌延巌』 壷垂塑藤冒謎迩一 4 鉢よ
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即ち.姥と､いつも 土地は若・千の係烹水;二4,つてらわられる弧、君Kぱ 

ハリの泳劣､でおおわれているものだ､。そこで、近く'二ある類似した籏讓 

甫地の緬溶を 評価せんとする沐地j二適芹〕ずることによって、森沐土建 

報あの函謝生を回避する” e

この打法l包は種々の異論八､ある.

〆 第／として.その土地の族素的ね値如何'1、大部分氷.芳、祭されるその

地賓の人口雷戻に狭唇するもので､あって、蚊キロメー｝、ルへだたった距 

離の地点に位宣し、し力＼も類似した条件にあzIさべての土地|ま.その答 

煮郷所在方.る地鐵の人ロバ未だに震副正しく増加している力I、とれとも 

反対に人口流失により函園化してぃ塗がに従って、その土地価値洲筒壌 

がら必催ものち”い洲､ある.それ故に震地産以て沐地に比ずる'ま危険で 
ある。

穿具として.法捧'こより森泳地を族地に転換して開墾することは極蔵 

に制限きれていろ。この魚水ら見ても沐地と磯地を同一税して、泳地を 

評価方ろのに羨地にもとつ"<牢'よ妥当でない〃その上ヤ森撚願蕊は誤業 

労働力不良"＼ら萱に突当っており 革実上 芳えられ互い手なのだ‐

第3として・他の土地鮒隔塑さ郡てし'るのにとの土辿沢殊涼として戒 
ちれているの｛よ綴黙にょ葛もので'よ獣いという二とでルろ。

フランスの如き旧き文化の園で|ユ、土地の隅之まで、濃民の､肌ﾉ<畠 

により探究され 検査され、発願≦れているの・で､あ蟄.それ故に土地心 

性篇はす､つと筈狐ら判明・しているので、、沫堆と畑の)五分|ま建埋､沃従鈎懲 

も”である。乾地増沼.沃地状､売られる時iま楠!外、雇､功畜。所7肩翁・'よそこふ＼

〃 ら負霜α擬盗しか､ぁ1JM,れず.、この土地'Iﾕ狼等-i'= Lって路墜揖用性を乱

た豆.いので､、所有鴬沢､手離すzと淡､しば､1－ば､で､あ為.しれし載択､ら今己 

でiよ、力、"､る不毛の地も建泳訳､洞利となり、.!“面も上昇し:こい巻。這議 
〆
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の如しと言われて朱たシャンパーニュ地方にその例洸晃ら誕蟄。畏近|こ 

はシヨターニユ(サ・ボア県)‘)沼沢地の経遥訓､弓禄であった" ZZI 

メタヨさ年以来 治水山泳吾ハノグク換必の沢アラ造猟地造成を試みて 

きたところだ八、.メタョム写察肩力＼ら添羨葱宅地ば拳ククブヲン‘奉沼 

沃地|よ〃′'～／ググクブランで寅1次力v､すすめられた.ところ洲､、計有 

識副より増額要求力v､あり 治水山泳局は』拭用/こより軍«得震丞はかる'ご至っ 

た｡蚤放の購入は久アヨタ琴s月で‘緬搭､風パクグクフランで物った訳､、 

このｨ面熔は齪定委員会によグー率lこさぬられたもの湾。この地価上昇は 

都分的には、この層に行われ足プラン価植愛勃の影響である汰､、造汰釈‘ 

ごのう職堂の合雲釣測雨を構成した辛夷に負うものと_思われる。モニれ故I二 

真の地価は、可能互新らしい諾剥用をも港橇して決定さ誤べ､きで､あろう。 

滞卒としてば 長時i雷にわたり森泳力｛l､存在したと言う二とば、跡地iこ 

対して、新植地捌､末だ方しない議蒋性産附等したという章である.風に 

薄す創泉談.高められた藻漬 土壌へ銅浪鉤衰遍庚.ノI,動物のｼ直堀、地 

下系4jiら樹木によって引き嵐された鰭裏索斌､、枯乗ｲﾆ化｛すて逃表酋ノー 
もたらされること、溥.々。これ等の作用は泳地土薮に瀧輩を与・之、化学 

論纏成を学える。その結果として珠猟生遂に崎Iこ適した土壌を・っムリ上 

Ij・ろのだ。この魚1ユ)撲地と林地の大差敷擢蓮で､ある。

索さとして方ﾉ愚ずべ､堂越輔I速の諾意見を専重推時しても、鋲お万ぞ 
紗を得さ､る時は、完金に切珠たサに垂れた低林の土地価値と、謙作に見 
捨てられた土地価値－それにば遍地才鏥重産人工塗抹ずろ費用洲附加筐. 

れろ－を周一梶するニヒヵ､､塚認きれるで､あろうということで､ある〃但 

し、在来樹潅によって長期闇汰分を溌或､してきた珠券､の土壌と 通地樹 

種である洲､箇然重生不能の樹種遂植付Ij､た続地撞泳姓の土壌を闇一に晃 

みごと)或許さればい輩で'あろう。
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ｰ8 課今的評価

禰巌銅西!ま戎期の上昇.ﾉこより残動的に駈る沢､、十分Iこ低ぃ旅令に短制

量れた泳分にとってば、薩鯵評価,ま震い鮭緊を勇.える。李突、埜妹すべ

グ き土地の溝ﾝ､i二際しもば・ぞ計算を行ゎ窓という場合'1.そこの計算力Y､すて、

|己角されていて.計算繕系斌競知で､あるとの理由からである,衆件のよ

いところでIま・そこの価値力吋で､におい基礎の上に設定堂狐.董泳孑喪地

派感成弥j迄を茨める人於計算Iこよって、窓易'二許容される論艇を潟繭し

ヲ つつ減百座4実行ずるたX7に.ヵ｝ようにして諦められた土地価値!まと､う

芳し美てパも併僚南証さされれ麹ばる､こ獣とらにぬ座‐る：煩も向し二桝つ､のあ評る価。法繕,局針､不直一接致闇な檬らにば.､二狐つれのら謝の壺

で

=

￥－▲

識

9

6淫

うちの一つはずてられることにな恵一

那肋立場塗卿涯にする職芳え“獣ら岬だ 自由に取引をれ 
蚤販売の場合に!ま、土地の栃植iよその沫分の耐ﾉ震物勿如くに見璽をれ、 
僅少の値を持つ二と洲､多しl｡土地ｨ極値を切鯵てた筋合'二は、森赫全搾の 

極値は売手・にとって鼠1、のものとばり、土趣価値をw付加する聯合は買手 

’二とって最大の値と獣る.火災々放飼の浦償の聯合も同様g､のだ｡簿捷 
例力lら見ると士地ｲ遥値はしば､しば7f碓良閏手の如久.考えられている‐

擬也を磯へし.それに腫味し、次いで転売した場合丘ｲ2縦する。牡。 

場合ば鯛1重した原価(費用)をその11入手すゑ二と!式ない芯あろう. 

罰～溝罐溌転の為の職金汰､払われ狸!ま､黛らず､“芝れを払うの'ま新らしい購 
入蓋である.所調音'二露して完れぱ､植竹,ま波(､支払｡ﾌたものと職面瞳 

で腕j・寄二jD"､主種、第一の寅主の費閉合計-縦“愚､'ご加払て所謂権装黄 
の賛舗も負糎仕Lあられz,二とIこ砿證。こ,ﾉ注意感''賞痢.価'』蝿粋弧っ 

算繩Iこ評価の価値として塚扇亨るこ淫ハ､乙､漣とい〃という串を磁調しと 
(｝ろ。

圧・按す

識鰯.‐ ｡ .』 グも

匡窒-=一弓■ ・吋－.,削可居 蓬ふざ二,省『趣迩塞鋒睦単塗鎧 歯茎皇ヨ竺L皇
、
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j詠地のｲ毎値と評極ず蓉兇逃力、わ ブランス'弐六碧<三つの越帯に塵分 

できるであろう。芝れらの極ｫ叡軋沌瓢 土tJ求郭、東補、パリ地方産乞含 

する地方が鼠も喬尖、中央罰、!)ヨン、ブヲンシュ.コンテ、ノルマン 

チ4の諾地方ではきのみ・高力、‘>っす､、面部、東南顎、南部で越溌も低l,l。 

また駅.正瀧道硲. 大運河の港徹と､'こ至る耀維'ま悔搭に大い(亡閾係する。 

銭這圦らち'くれ以下の地点にある土地は、星会Iく液の地荒､iこめ畜容Zよ 

りも.3～多倍に虎批邉で､あろう。索い±駁と.深い土壌の賑で毛栃浴差 

力状きい。抜芳ば前造の客-,-ブイ苦にも.値しよう。藩ぃ地価(、ポアヲ裁 

老に通した沼越轌、旧狭場に対言して協狗ら才倒していろ‐

呉行き:れている施索形式迩極ｵ谷決笈Iこ関原させる二とIまうf蛤､雲な三上 

ではない.低減、中>沐、高林の幅に土地4耐画茎高く評価堂れ巷。尾事獣 

働M沐立ずる〃を見れば､、芝の土壌の漬に対し標証洲与えら江曇とみ 

てよい。さらに加えて、長伐期葛泳施策によって土壌釧欽戻圭忽暑ので ： 

主演伺上の機会洲､存在ずる,沫常に一般的α歳示で､珍尋状､、呼廊家の急 
晃鰯|用・しよう.せれ'こよれば、裸幻森汰土壌は、その隣の淡地〃約階 

に値すると亮られる。国立センター経海惰扱月裁仁従,うて、ロ涙メジ卒7 ‐
辱具月の貢択"面格､を見姦と、フ尾1当クイ諺格､ば./今方フラン(菰､!・､ウ震‘ 
ﾗ鰄)、ノユ万プラン<渋地流獅)／"万プラン(牧場.石灰漬高原) 

／万プラン(磯地、種灰震揚旅)含クククフラン〔林地ノォ〃〃ブヲン・ 

(荒地)・・苛酷の気候のもとで､、牧誓｛ごょらき､詮を帯ない地方で､Iよ・莱 
啼,二不毛の土地は前右請にとって縣価瞳,〕場合もあり得暮〃ご”上き､Igt 觜、 

耗金釧敗湯よりも島い。 瞳

土瑚窃値に関係する索詐葬の中て､、殆ど祷に芝れと結合歯'て琶鐙資 

系"t・あらわれてく巻.土地と管窪資奉は李紫の螢初がら園蒔'二謬加し、 

鯖禰の綴りには二つとも当初のままで鑑全な姿が､認”られる。芝〃ため‐
魔

、

乙堅。 迩墨ﾕｰ罫閏 h鍼§蕊溌塗……灘…‘鐘≦‘
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時として眉略した影として土地価値のみとし管運翔くをその中にふく 

めることもある。この章のはじ､めで与えられ､た土地ｲ郵直の定義の中で、 

土地価値は裸地の他に 岩伐に当り芳属す/隠さ諸要素、森城帰腫可鍵 

ならしめる論要素を含謹こと丞運解をｫ・したと雇う洲､、この拠念を城議し 

て土地価値の中'二泳分夷新の資爾をも含め雲ことばある条件の下i二おい 

てのみ許可し得るのである‐人工夷新の資甫産津紬ごとのままそこに諺 

へすること)或誤りで､ある。

この』定期的支出!ま計算〃中Iこ加味をれ葎ばぱら淑・zれIよすで'こあが‐ 

た公式の中で､見てきたとおりで､ぁ畠。

中汰を伐採して評極ずる'二登ってIユ 伐採直抜.切救だ､げに座った土 
地の価値の上に、第一代上木の価値を加えて その‘合計で基礎とな蚤土 

地価値を考慮する斌・艮力、ろう。鮠人次期の終り’こは、かくの如く定義芝 
れた土幽壷値は.低林と寮二代上木(ノク辱生以上フま同時に生産した

礎舞本として、土地々管渥資本の他に立木極値を考えね!黙､亙らぬ場合舞 
しば､しば怠在する。伐採(一巡して、あたらしい伐採索に至った時、も 

’し』fこの泳分・洲均衡してしIろぴらば､§妖益により澪大し､こいる洲誉初と園 
じ資本を再Z蝿､汐遥で､あろう。芝の以塗リュニの輪伐期〃隔腫彩戒きれた 
もので､ある。

〆

第 葦 立 木 価 値 評・価

§ 一詞W"価値は拳一ではない”
水減の一スチール</冒涜立方米)‘ノ､'ンの一塊戚卸時に消資ず選二上 

派できる。それらは遥入する人により為をれる消費行為逐重ﾉしじた侭謹

、

- d9- 

を持っている。この,姻値/J､水線閏,、(､巷.)f_曇唯一の価値で､あり、披零I皇i 

壷時l猟探すべき林か!ご対.L<,刀み、駁多|"1轄心を項するのであ魯・し 

＃'し卯Y,ら派分は.利用一意！二判-'・蓉般兎と!ま別の耳的・さ､毛"鳧買可能さあ 

蚤。戎採)よ延斯す苔zと派て3蚤魯。造して塗妹遮需雲走'ユ縁沸くﾉご隠心達 

持ち、その造林堆需要若は、代雛測爾とは別の混怠訓ら求める』林分を.墓 

ろでルろう,彼等Iユ教雰の崎'こその泳分汰､転化してゆく域懲を手篭､して 

末浅熟の立木として伐採をさしz人狐えたこの祢分,二、末永栖腫産職掌す 

るのである‐談論とすず”よう.今穿生嬉棒の毒在を.畷礎する.、これは 

高さ星～3Z'zの戎みであって 費くの幹はせいせ､い指の太さにな仇、わ 

ず弧猷本数のみハ､手-官の太き'ご龍している。木滅・絢人1重決して払エラ獣 

'紛を貢わ泡一二の工木の叙引価値iまぜロで､め曇､.それ!ま利雨不可能座 

のだ､筵れで,もこのｲ亙将Uユある価値を輔っている‐

製造過程にあるもの!まずく､て 至れと_同じ､局盈丞経過す尋ものだ。棚 

として、ここに半分組立てられた駅力w泌ろとする‐とれ域.アパー! 、。、､をP・ 

堂げ 力v,してい魯人(ことって'よ.何の価,瞳もましlもの鴬洲、牡れ逮躍戒差しせ 

る資水力”そなわっているとし/こら、人/こよって'ユ責入拠択笑行される 

zﾋｵW,あるだ､ろう”また‘ムケ月'>拾・駒越騨搬夫にとってlま御の緬値も 

窪し'力Y､、飼養浩Iユそれを芝沢し狼め巻“夫:松辮膜飾り調i礼Iﾕ堀瀧灸がら 
見れ醐面値')互いもので､あ■ろう(娠打-で劉引くことｫﾍ､､可誰である.扇瀧 

に‘徴l植林i1水.城の買手にとって,1,極惚(､座•ぃ力1,、彼等Iま瑚測ｲ姓探す 
Zr艤牒浴杁らであって.浩ぃ櫨泳哩墜雑地廟湯治"'ら感'Lば;耐塵紙あ亀。 

彼等雨雲煮ば、被")灘金を徴菱寸暑場を差力､､してぃ琴ﾈﾌ 、 湾。潴賞極‘瞳に 

販旋価値)は未来,1回値(所有価値),二比し宝等しい,b、'簿室。二操感・ﾁｲ､玲 
幻劇長"<態によって左冶造れ曇,派分於､〃糊r二達しくいrLis、MI堪胸よび 

としし'・ケカ粥に里_ら鯉妹分・‘､'よ溥賞価値,1未来|函槌1こ蒋喜.この菫.'ﾌ鱈:)

１

１

、
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坪 極値周”差ば､時として、、永来〃績入''と呼ばれるものであって、こ

‐ の､‘損失'''ユその旅分猫､細い灌・その核積戊凝率加､大なるほと､、栖橦式

長率桝易し'ぽと､一芝う大差αものとばる。ある鐺'よ未未価値を擬制鈎綴

、 値であるとして.法廷力v､末永ｨ捌直の戻在と娯認､ずる幸をためらう準ｫW､あ

った。彼綜は未詞壷値成仮設であり、承引の中,ごおくこと(過当でざぃ 

と怠ったのである。実畷、溌牟U:期持と根拠をもつ痔勝と'よ鋤llする二

計箒､堂rj_i'､ﾆすべ､ての/輝f坪価されるごと！こ獣ろ‐

I|’
と力1､望ヨ､しい・道路計画だけを見て、送れ'こまり連絡不良の土地力､主蟇 

道賎二穫近ずることによって価値を湯わると信ず､るの‘よ‘経弄冬あると 

言え遥一な逆攻ら道路計画感中止に獣ること訳､あるから湾。茨野獣状寒 
の中でグ戻行芝れた植裁地'ま.蛍初の数年順ﾉｭとくに乾燥の危険択､大きい 

訳､、そればし力、し、森抹火災の稀な地方で､'よ.予想伐期材演狐ら浩ぃ獲 

域の価値を評価することよりも危険性状すど蚊いも‘ﾉ)だ。これらの場合 

現実の須賓.爪は混濁甕信している頓域"＼ら、それ加､狐けばgrれている 

という北制は当ら致いであろう.たとえば､、ﾉﾙ勿の伎用極値感現実の価値 
として認あられる氷､、それ|式‘その物於佼用に耐えなくなるまで、予悪 
芝れた嬬簡(己権存している。どの校爾ｲ疹値'ユホ糸に比較しての現在栂値 

であク‘即ち、割引をれた内在価値α'〕であ蚤”若手の連に委趣られた 
価値よ・方隠しzはい'す域い'、ごれら,ま危険と損失を招くで麹ろう、こ 

れらぱ泳泳末永価値に潟して績爾,洲と1ユ漢らg､い、永永極値息うぐの剥 
の中て､熟考の上評価さる-やきである。

殿,
•

、Jシ″一“ 清費価値Iこ開する翔紐

密

装.

潅煮細"蔓として一猟,うM蕊b .木価値評,緬逮おZg 
l

標す会も’′庁と矛えてその鞘麺‘刀戻行l､こ力、.か、る合、 '|ミ

ロ

-9i-

に関するときIよ”ご〕芳法よ>:<‘.»蔬溺感応圭ず､る

嘉一に"助氏時鮪でル.農‐木滅耐人剥､現存ずZ垂木亙即願蝿Kず善iこめ

IZ灸泳を篭入Lたと仮美しよう.遥的諾制睡洲､鳶なしぱいとして、未|崇 

電の隔莞は／年間で､戒採寸・る李が､賦糸す, ぉをらく／夕写へ.／､き-坪産必 

妥とするであろう。力'くも-艮期獣ので企葉は射倖的となり、自然的事故 

鎌おZってくる,病害、枯死 戦浄など､。緑林磯ﾉ＼は一括魂全払なので、 

危陰と榎失.を考臆して‘水拭藺人はその立木を二現履の消費価値のと′～ 

ムク％の価橘に評ｲ亜するで､あろう。

第二としてノユ・卸葹値段で､ある。一時に大量のオ鍬を一括して蕊入し 

た卸売栃総は.薮俵のﾉ1,屍段階の,価浴~ig､ 3"%にも達す善測｝、逮裳るこ 

と脚あ巻,実際・市場八､この木材の全､銅を消化し切ればぃ状態!ご存在す 

ろZと於珍ク得るのだ､,販熔と形)茨するも’)11地方的ﾉ)、ェ、業､ﾐ,磯房であ 

って、この販路はｲ失絵(制娠される矛塁有利くこなる。ォ＼よう獣場合は、嵐 

大獣泳猟丘評価す豪ための拭態をつくり出すことは不可能でル愚。鼬に 

飯爵にZしく、稼働力も不足し 運送手段,二も欠ける地域では、ある場 

合に!ま・大量の木材叩篭採は、大量販売のための遜送議譲樵と設定する運 

宙ｸ.げになる。この諸設備'聖索遁､・恢堕.剣、園人ｲｾ採火、動力緒など､jv、 

主霊獣ものである。この場合の然球伐採は ,l､珠赫よりも表利«こ叛虎織を 

れ.ノ|､虎殿蔭での鋤⑫もゑ､い。むしろ 咲緬以上.に評価をｵ‘しよ・う。 今

猟探す壱ために森林産購へした木獄満人"｛ら見れば、すぐ$に"騨採でさ 篭

ない太さの木1弐・被糯-iこ僅嬢の利謹を吾たらすこ墜力Y,ない。し小し、栓 

れらの水域式る価値と頑す墨一二波らノハ径水の.針濁二t承r分で 、蓋謬論 

後に入っていαいし、 州系時に.ｻ慰易をぅ;す曇お造却・崎ある, l._狐し璽祇、 

ら叛制あ値の評価;こ当って)よ.立木極値に加.たて鍬感ずるの乙､ぷく、ノハ 一 

冬駅'l合で.土地に婦せらγしる極値に割増憧段を｡つけ.巻ので凝る。

魚

－

艶

弛鑑 亀

些一ユ 畢匹写劃 』 ｰ‐

ー

与

,菌郷 届顎 憩 塚 一
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別の立場"'もすれ'乱≠世才､減殺dI壺値の谷津増加瞳を芽鰄償瞳金に比較 

するZ上'咽来る。こ'岬賦鎚｛』、蚕坪それ自身1二痕利計算の利子を” 

えてゆき､伐顯の終り’－'ま、今巌|・逢れてA又護建郡生み飼され魯一この耳 

該金は土泌栃値力lら生じ､ﾉご秀!I手と.見包､きれるので 土池狸入の箔で､畔ば、 

れ.そのI戯直!ま 

一

ナ × 風〃乙"

また,金額eをLL画連年払窪むとして、筵")繕系、潅槻され墓JI､頴蒋 

,aMIJ

.ivl= C－入

e〆を′ナ× “〃た’二おきβ｛え 多 = 〃＼ら

一メ一クザー／=〆 
風〃と

このこと力＼ら’二L地別又入の連年没郷によってﾉ1,顎嘉子金を鱈戒ずるもの 

として、土地所有者を汚累ず・萎乙とlユヱ雪で､あ苔。しがどの薗捷をれた 

(一笑の)年賦会は立木4面値の増加を構戌寸魯ものとはならず、これを 
“葉〃の定義として採甫すべ､きて､はなぃ。

森泳蚕本州､複利計算で・動くこと産箒愁ｿﾌ急騏ら樋ｨ錘胃加ば術顛の差初洲 

ら鵜り迄、増加し続け､る'よす､である。そ")ためい素〃の真の価値Iま年々 
波化する。兄年宴椀して立木減漬価値縦わかれば､､、と‘ﾉﾂ差'二よって、､葉 

〃の真の値を得る牽扱､可能・芯ぁ善ハ、目下")ところ走れば.＃,れわれに 

ｸ江何甑ろ援助もあたえg､. 1"1.維局のところ、巡葉〃とし1う歳現'よ、種々 

の意味にｲ吏用きれて来た."評ｲ種の域料として、これﾒﾊ､票ず訪甫iよな:財論 

零必余地派あるので、恥葉〃なる概念(よ聯Iご放置しておくこと妖堀-まし 
典思われる.

､

ー

１

１

１

１

〆

』日
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・戸ダ 矛末む永ｨ呵直ｸ)課,毎 勿
G

才､椋"Iら,皇疹:に切爾易笥・算す巻湾'すの清貧I心虐に筒・して. 廼謂された 

_lz_にもとづ､<.末永価繼にi燭・重_するものであゐ。永釆価値の歳堤は、森泳 

囑にふって一般的な.手法で､桃榊と,‘今一・とZ,喋哩お芝らく 非ゲ常｛こ隼僅で 

あると'よ言 えない” などαら 李笑とれ1=k.← ノー•q■K来価値の上に基旋をおく 
•

現狂のｲ耐直なの燈。未来価値は糠稚約価,腹であり、水.獄の脚晨小ら見た 

藩在的価値獣のである。

土地碇踊楓入と・葉〃と称せられるものに.ついて汚察才惑=永剰露僅 

を莞在にひきもと､了ため|こ'哀ある魂約ハ､似､談である。種々の手法の蔭で 

。 年肩立木演積価値成長達をぁら力、じ､め次良する二と'二もとつ､､く手法に,‘詮 

頼業すのる逗の碓派敷箸意遍穀でに、つどいのて価は値異成識長を堂を弘､寸､へ索も,め,ると。称混し伐て派い獣るく。對た虻だだ､Izﾌの薑の 

場合を考えてみると 主成の微,二,ま立木‘価〃直lよもは々,存庇せす､、価値な 

さものだ､けが藤庇する。そ二れ以徹以洋で伐辮'二趣したときに、三木極値 

は菫伐時とびとしいｲ壷値を持つ|二至る.これを4反'二γ、とする.l/L年に至 
るまで､の中間年令刀L年に極値を割巻てるとずれば、、凱索'ﾉ'よ時として税 
採詳のﾉ!蚕裕を城､採時抹々､で除したものとして擬淀芝れてきたので.

－舌一そのため沈穿で!募茎‘木価値I或 -7~-X“""－L

こめやゾ方は:ｲ面値増喧”等差扱款自勺‘､あり 燕"卜扱賀と単ｽ4j投真､!-jA- 
す穀もの~E,あって、読民すべきものと!ま言九画い,津利稜資にばたしぅ、 
に茨.くの例洲､あり、堀EF"雛ずことバーE､さる耳金､証蕾の刺札lよその捌電、 

一 あ蕊。それら域嘉年支キムバ､可能なのだ訳、、泳妹授擬で‘ば算.漏緬値成侭量 

Ⅷ､､直巌達のまま処分‘､さ蚤ゎノナで敷く 礎期弐百､辮榔魚蹴､甑ら泡急獣､権 

篁・す苔。こ.(7)7－F,V・ﾉ.こ"・)や,り万'よ貴人の極値と認・わ将ず‘､､それ識に.嘘 

掌‘'に駒するz刀撤金,ょ却下すべ､きものと旙蛎雛乙。 心
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次しiで・鶏・笙栃値(弗墜栃)とﾉ京ｲあく費用'砥),こついて言及しよう.誤 

造遍涯にある対象物銀混在 増大成摂中の森沐について、すて;に殴豊淡 

兇戒量れた埼象物のｲ衝値から弘発してそ二の立氷価値を評価し・得るという 

Zと.』f二の莞)鉈きれた対象城′)未来価値を現在にひき:I:,と､すてあろうと 

いうZ_とをわれわれは話すzと戯､-できる。これ(をの、願望価値"・であ 

な。面様に討象物の原価を、とれ飛到違寸ろ鐙抜の時報まで計算するこ 

と(可能で'ある。顯望極値!ま割引の手法により得られるであるし、これ 

に及して、資本化の手法i証、われわれに原価を与えるで､あろう.これら 

計算をすずめるに雀り、そ二の価値は.ル砥値形成の一級的利率を槙雨する 

瀕利法副Iこ従って形戒乞れる.

逗水の顛菫価値を見るこして、先つ､ﾗ凡辱生のｶﾈ分を仮史する.Zのと 

芝参枢する資本は.土地焚本チ 犠重資本C,A,立木の顕筌価値廷で､あ 

る｡Zれらは利率α〃との複剰計算で、伐翔の総り迄に経温すべ､き期簡、 

即ち“－加年燭その職能と票ずものである‐欣朝の総りには.これらの 

極値は.

(f i-crA十Z)ノ､〃亡"一”し

伐顛の終りには、別の見方をとれ.ぱ、土地黄本.f-、嗜鍾賀本cA,主 
吹恢入只“、鱈伐>合計牧入E易、より全体の極値沢成立する。この簡慰 
彫・ぱ、沈年と“年の濁j二ぉご獣ゎ；=し 賀次代きれる鋼闇ばし&－3零潤 

で診魯,訓ら“‐多葬闇は霞伐きれて洲ら経還した芽教で､あり‘この簡 

腫壊利詠算で利子久､・力厘笄きれる”遥畷伐信‘；の憾腹!まE3′,’亡"局多と迩 

表.ル災上課合して

“-卜‘,A十筵)/､,撫峰'一廷 やナム/I十R“すE易メク亡釧-多 

久′t劉~醤｛祭し-這蛍彫して

=

ダ

－ ー － !・・=一声､－_里芋. ‐・‘--=－－－-1〆_ﾆｰｰ

#・'-C,A寸､父=ナサ一乙套今1十穴竺二t唇星久〃た“~夢・
／ 〃 亡：イー”L

記

(,:〃亡劉字ノ〕

(〃z写生沫分の顛竪梅'植公式と_いう>

本によってIま沢の如く承現謬るものもある－

Zご= 万舞扇毒E､-/rZ驚喜燕一けｬ‘〃('‐万壼盲天)

闇礎、貢新支出、奮琿葵本も唾ぃ蹄合は.葉純化されて

Z_=-Z-二士_此産_fiﾆ垂一上』－
／も夕亡 “一次

ぐ算純な頴整価値公式) 一
次いで原ｨ衝価値を方祭する‐ァ,獅生称分で.土建資本子.管窪黄本厚丹、 

魂狂の立木価値妃,そこの芽より以前'こ笑行きれた隔侭叔入を複利で､凝本 

化したものE"X′亡"・L- "とすれ,或沿､計・は

"l・ c､/l ・1-Z_-i-I三α./.〃亡”z-1

zれより7艇坪諭の.当初におげる詮の郷令､の価値は、堕抹費をcとし

て.. ナ十c,A +-c

これを複利計算して現庇の価値莚見ると

(÷十ムA-I-C) バク亡”し

この二つの式はfﾉ､としいので.これより

<f十GA +c)ﾉ«〆亡些ナサーeA十Z.十E‘z､ﾉ«〃亡"&~謬
乙=(ナナ.fr/1)</I〃と刀'z-/)+ c,<‘ｸと”と彦必,イクと葬乙~ユ ク

ニれ祇､"2.年生郷分の原価公式である壱

(訳註.淘霞ｨ詞値欲、 未来価値ふり塊狂緬値を潅挺ずるに対して、原 

ｨ面(費雨価値j｛ま 瞳去のり蒟値より現在極,瞳を惟論さ碁ものと篝えよう) 

原価は、汰分の蛎値として常に蕊､わられ蓬とし(う性虞のものでI或慰い,

ダ蕊
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場合により 易い原価'ユ所肩若力愛犬”絶景主じ､たこともあり、信愁果 

特祇特に不戻硬二この証調で､ある家もある。,減分寅新派おくれるごとの 

演夫!よ・』との責を泳猟火炎ャ昔酷葱自然祭イキに負わすこと力v､出来る.

造ﾉ沐震(なく闇伐j妖入.5ない場合 土j;k,緬他と麿連資本価値を－し聖 

にして十という石称に方るならば原価ｨ舌但'よ演単'二敷塗.

筵 = ÷<久〃亡ソ'と／ノ

土越侭植汰冤われて来ない場所で,ま、しば､しば結合された公式鯲槙雨 

乞れち。夷新資不要.層伐も管透資本もぼし'とすれば単純化されて二つ 

の等式‘澱,得られる。

f-x〆〃亡私=ナナ ェ, ÷× 魂‘ク亡“ニナ十γ- Z奴力＼ら

－／酋:‘一ク篁亡皇“－_廷／-4=≦〆逢 え=7・入竺禦バ皇ク垂亡二“一一L.／

立木侭値の単純化公式という.

まだ、前逮の如く7しし弄圭の妹分について

(十十C､A +C)/:ク亡池= ナナc4十筵十E"'グ亡介L-fzLs---...､.«/」 

商鱸に伐類林令､でIま

(j-+cE;A+c )("亡"== f -j・c.4 -i・R"十Eα"/«,亡"手薄〃亡‘上を－-､Rj 
これiハら

<ナ十ムA､卜c)<人〃と”皇／ノー,,と一c十Eユバクヅ'&=‘z 

<ナ､rc・A+C )<み〃と冬/)= R"一己十i三“("亡"竿零ﾊ"亡必-謬・ 
迩賓睦碧jり

筵=“"-乙兼屋…‘雫零〃右崎鐙誓三÷i-C -(量…迩譲“

乙才L塗.ベン､ノ,・ヴの公式といつ一

この公式|乙,よ子も.参.←｛もめj,fﾉﾁF"父、、(､ ,:〃亡諦皇//2〃乞必一・ノという 

叱りv塀在する.

§未来価直の計算に関す悪公式の選挨

ｼでに見てきたよつ'二、未来ｲ藍値の罰-算,二差って1よ、頚窒短値公式、 

原ｲ衝公式、結'合､≦れ之公式が､あって､ど､れき,膜南する・力、吟味の仏事洲あ 

a,願望極値公式と原価公式に=j､塾二つ./)計算は、正躍1二局一の結粟匙 

与えるものでαい。承正躍慰訟j孝産稜率.jこ這南ずれば、綱溺が､短!ﾅれぱ 

崇差はﾉ)＼である訳､、粥潜択､長くばれば撰差ば許容し難いものとgZm_" 

711計算の詣膳を乙豐ろだ､げ短力、くし-く誤差を減ﾉl､芝辻るため'色、林窃､氷、 

鼠泣に'フムられた姪い旅であるとさ'よ、むしろ原ｨ面公式を秩爾し、秣あ、 

深"物に近い時にIま反対に粥鑿価ｨ直公式!こ北煮溶ずろのでぁ裏。一微諒に 

言って、粥盾に小かわり悪く、少し高い利子で綴利計算をすず”るごと 

’撞当であると考えられる。複利計.算!こ'雪線する異再臨の辰きば、出衆書 

たげ減じた方択荊塑である洲、その.他i二,しば､し'よ計算弧らjﾆｰ逃価値を 

のを4Z..,ヒバ可能であ畠。これ!ま轤合､公式を恢痢す､る場合等、単純化の 

貫絢で土地価値の計芥を喧峪；る蛎w､可瀦の場合沢勤惑。総合公式のﾉ、 

南'ま這乏おいて、ど‘のよう煙場合;二慧博の中て､､土也価値を萢塔で､農患い 
鱗えて見よう。ある泳小厘蔚し、垂木極値試算め中で王地価値を潅鐇 

罐る時ば、とくに土地価値を悪穂で≦きる沐分1こ満して顛幽西恒公犬‘丞~ 

遮師方る時である”津拠伐採塗板笈し、吏新費爾,二も構理費懇'こも鵬降 

しぱいとすれば､・す芯に翔整極値公式で見てきた瓢ムに

z= r=;_／<(〃/亡I"α一生ブ'竺レ一'Z_J_

ナ隆鼎視して銅壁価値として次のA直を単純に割若てる二とがしば､しば、 

唇在する。
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疲彩草純化した蕊窒価値公式

これは.分子力＼ら罐実ロ生｡産物翻ら-f ( /.@'亡仏-Z/ )を除去する琴 

について言及していない。

Zの計算訂式は隼§恕色猟の赫今ば罐村'二採阿-ｳるZと洲､蝕糸獣いつ璽 

幽なら多樗ムA域ｲ面値としてそ三三で､‘ノー‘)ん極値'二比較で､きる大些きのもの 

で功"うて、等閑擁すべ､き存在でIJng:L} -これ'こ及Lて 葛沫の場合は 

ナ.トレ､A のｨ面値は、そこの立木減稜価値1二比較して非常に叉しい°狭 

って二・の湯合はナ十c,Aのｲ面値ば、わきにのげて孫混できることになり、 

zの呼|ま、公式を草鈍北す多乙とか'､芳えられる。し刀、しな汎‘と高妹に演 

して'よ.闇伐ｵ又壷(とれと同様にi趣k賛もしば､しば関係する。)と振利 

宏 計雰於・お.こ鋲われる斯簡の縁砦<とれ'よ"室林に比して差わめて長い)訳、 

箇震となってくる。この際、榎刹計算縦心乙なわれる斯簡を区蜘って、 

蚤大嘱ラクームク年と-する二と'二よって、この危険を回避ずること無電 
能である。

← この場合'ま予見しようとする.類飼1g.短まてずぁ､。罰算'二際して‘簡礎 

の討象と軟る坊勢木彰不筏樹型木遂筵伐太から別|こするZとは悪場で､あ 

って.これら渇伐対象木､を草純な箔賓4耐直で,評価し、そgの他'〕もの乏永 

、撫面値で評極ずる・堂と!ごもつと海津・iこして、”芽.微(訳註、P IgS少へ 

参〃年加まとれｼ､下芯あろう。)の社の称分璽ネの清讃栃値紅肋、泳分、 

の蕊逢で､の工太蕊望栃をえとすれば、

A I- 1, l/1 
一ﾛ■ 写 一 －4 － 一一 

乙ア

碑 に1地しナ十c-A歳､ケ笈ればJo.0満遂の如く曙して

え‐= ‐一

／',〃
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M/IIまゃ辱歓にぞ:'),妹令､(到違するで.あろう消鈴価,直で､あ急。こ細惑‐ 

窺在の消費極|直w孤ら猫ること叙､できる。立木価値増加羊を.ZのP芽

蒲でeとさめれば Wl =I,1//<"eP
人〃 a戸

• = －－－－Z=W/ A" 亡戸

(訳註エ ネ項の揃段感、式で示すと承の如く獣jると思われる‐ 

ズーー返些-rk匡晶'〃亡墜メ一ク芝(ラ迄ー多ー十ー厘c二'認一A)(一,一一«~‐グ.一亡‘＆〆垂 ノ

をわけて Z.=Zノ十Z.z とし、釣= 一次・"－一-〆・(〃・f…十亡一““一一)一“カ世'亡ど・ ず〕

・で単純頬笙ｨ価値公式.Z"a=z 弓式､〃〆と‘“ｸｰ力ぎLず (’一鯉=Pとして)

z1=秀美アーズフl'tノ五リ 戸と闇礎分は消鞠種値1"Iで示しうる。

溌段は主簡伐丘含y)ての泣い木来の鶏賞緬ﾉ,道を示ずものと思われる洲、

しI菰ばる聯合にも通用で､さる力、どうか藺悪であろう。

談註Ⅱ、ブランスで｡は、皇太価値増加率ば、直経階上進級斯霞一 進 属 

級坪数一 の‘二餌手で､きまり、敷茨州乍られている.〕

鉾柵係,とくに状樹湯沸の場合を若えて見よう.土地価値は立木ｨ諺 

ｨ鐵堺の重荷'二なる。この負極がらまい沢江蓉孝をわれｷﾌれば研究して 
未たところである洲､、どれは克級で冬獣ぃ困難で'まない。ある面溌産ら 

わる全沫分加短訴厩Iこ代採される獣ら、掴この木のらぬる土地癌獲のモ 

の巍分を知ることを寿薦する雌妥iよ載力くろう。ぞれ'ﾕ全樋績'こつし}てで ~ 
ぱく、個員に立木を猫:;探す急ときi室適合する.ものざのだ。あた鍵ら託た 

ある年,島の工木を〃#採旅圭一ずれば､そ言の岳だし・ていた生地産溝放寸:皇二墜 

|,2.唾證状､、これは法正渇汰の簡ﾙ篭の如くI甦同々の挑木i乞剰塗をもたらす ■b 

もので,なく 、そ‘〕余地<墾噛),ま他物坪令の工木i二発言の場をおたえ-‘ 
苗木”新らしい個雄の配置をみとめ曇二とに津る。択伐嘉祁の命でば,

、

福

→ ｡ －－生士一夕今PS.一今い、塁山=一一

手卜

、
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いるので.這南すべ､さ式』ﾘﾐﾋﾚｰ煎坐(・筵三木極瞳の単純に公式を推す 

のに即しりたX)'>('邉暫い. .-7L､を土遮‘冠瞳_)決災とま趣が､れ惑剰訳､,あ 

ゑ弧ら湾。節ら

久 鐸・乙”ー 一一 '•

禄蔵本加臆域の蔵)哀をI逗署才萎択悠!二あって、似泳の淑益7-の正しい 

鰄直評栃力v閏薙である端二のみ.轆魚洲､職せ､られる・

これに反して上木(係藏沐)匙評価する二とに対して'よ、すべ､ての水 

にヒワて時に推賞!二値する公式1或存なし獣い。中詠上木の末末ｲ副幽ご関 

し正罐獣評価をす患たゎ,二,ょ =各々の木洲伐探きれる穿冷を沃捉越樫ば. 

域らず｜,また、その急,更決､とめる土地極ｲ直産雷榛づ､げ漣ば､ま歩なしI・奴0 ､ 

翔塞吏は､上木計画〃の埼象と獣る。この計画I享令錘比率を渥輪上規整 
ずろもので、これに.より、各猟令の上木1こ対して異った旗採条件を笑め 

るのである。たとえば､上木のノ冤於､皇誉年生で伐採され、婚於､女〃芽 

生で‘,をして上哲バグざ雰生で『噌採され蓉二とをあめ力、じめ芳旛する。 

しがし冥行の際には‘弧よう1三正溌,こ'ま｛労力、が.握敬比浮を後辮溺一挺 

に保つ・IZとiま困難で､ある｡(訳註、重桑越の!ま祁舎､比芽で､なゑ径級比隼

積にある。公式的重計算をすすめ巻とき,弐二の酋籟計算の霞雛'二訓瘻す 

るうそZで年々成長するも.のi之.従う〃噌クノ己.妾歎の坪を一叉新窮と.して 
一汚し、その茨新鶏(伐期)の縛りIこ立木(糧溝ずべ杢壱讃を、との永 

祇,常にぢおする稔賓として扱う‐模壱ずれば,、筵の垂木Iこ壊し伐議錫誕 
ｸに蕊実に認め‘られ薯岳右置頼菱、城辮全期滴を通迩・乏塗の亟木錨逗宿 

す萎喧猿として麓制する二とで､ぁ基。溌雑さを画蛭す・襄勇!lの麹り茜坐し 
て.計算講府を蚤<とも数十坪城内,こ"僅切参二峯釈､掻惑,結局、ユと罐iよ

一

ゆ

－ で一国
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単純高林のときダ)高令炉策汲のパリ,Z、毎芽？’»ｼ采状､可龍のように戒長す 

る1木ともつイゼ|皇(あつく 法垂次雄1よ二.ﾂ)』_に熟主ずるので､ある。群、 

鬚曹ﾐ択伐を縦け壱ため,二そこの上芒ら'己更訪"j伐区筵雌景としそ純ばぱ 

期今に達しﾉこ伐区で,ぁ亀。どの伎､陸‘よ"グ､")中で一時的に班衙測寮っ別､、 

旗娃溌は発言のために順次、その空|萄産桑承ずるの‘､ある‐これら夜這 

の谷気は.それぞれ土地の一部分生らわていて、正曜戦計算をす壱たぬ 

.Zは各伐lZに土地ｲ面値を割当-くれば.ならVa.,状伐烏汰のときに｝ませれ故 

に、蕨展Mとして回帰笄を超えない短訴願座汚臆したすべ､ての湯合に、土 

地極値を計算航ら院外､方ること菰､､可能力、ど‘ぅ弧をその郡反調査す乙力v,よ |’ 

カ、ろう。•ウその森林力v均ｲ術しており、P辱毎｢こ↓浜益Rを与えaならば前逮 

の一括農泳翔壷公式沢適用できる。

土地ｲ面値ナ、管理資本“ ﾙｾ>採椴7泌坪の立.ネル面値z、回帰犀p、娯 

盗沢 とし.て上式を茨形し、森方k4壷値wを分緋してW=ケ十ﾑA十Z と 
して

亥皇 = ′Rバク亡・'z'z・
／<‐ク－亡－込.／－－ －<ナナ‘A) 

立木減蓑州､大きく‘潔妹のj与獅状懲力w,実蕊きれて いない時'よ、芒らIこ 

鱈草霞式 だとえば、 註 、

rZ=し､/-バク4Z亡竺戸一 lllI

霧)な姿一。‘ど・'に・倣存せ獄ぱ､αら忽,このことに関してばすでに絃血したご些靜

黄後1二涛弥"ilとし.直中沸､の評価をとりあ1ﾌi‘てみよう。中泳莚構1錨悉 I, 

二つの階ば、副'<に寿ﾉ患すべ菫であ急。櫨林部分'ま,潟欝哩.ﾔM綴を構寅して1l1 

ローーューー 二 」1
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土堆ｨお値の黒混を篭､‘〃三.浮合こぎ:鶴～.1つ.曇.貧衆、評ｨ画の中を土逵轌亘 

を慰視ずちとし,うこと≦、要-タ霧こ ぶ象とg>/二余匙,ﾌﾉ上|こ釜生し毫 

髭ずろもﾉ)(後生樹ノリ極値を縮榎ザ患李gので､ある。そ二1二成育すを 

微笙樹が面瀞勺,こも琴令灼Iこる 熊払尽き鯉亙妥ｲ生免ｨ奇,つためiユIユ、j' 

ダ 下の二つの荊牛舛嵐時､l二満『二≦れ忽到'変,ﾉ錘.

第／とし~Clよ せの語詞､(_lﾆｰﾎと鯰I意味ｸ、7)“辱くウ､ソベ'iし、患 

生しているZとで､、これI式現息ら有してい菩融裁亦大さいた激の乗特 

で ある。

穿呈としては.そ二の葛城戯‘,若し!木(塞毒 孜生樹と同意教と恩ゎ誕墓) 

力、ら綴ﾉ戎»されていを私.少・くとも伐採まで､の類簡力w､が獣りあること‐こ 

れはグムとも／占奪生で､ある。どれ'1、織生樹沢繼笑璽発達をとげ､基､二 

は商状､あり、そして猿生樹の存在戯､獺混さ誕将獣いための条件であ垂. 

前.速の二条:'二戯､務更量れない湯今に、土地価値を計算.')対象小とする二 

と訳､可能に荻るので､ある。
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